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1.授業科目一覧
・東広島キャンパス

授 業 科 目
開 設

単位 数 .

学 期 別 週 授 業 時 数
備 考

前 期 後 期 通 年

日 本 帯 初 級 I A 1 2 苦誓 声奈 銅 姦 撃

日 本 籍 初 級 I B 1 2

日 本 持 初 級 I C 1 2

P 日 本 帝 初 級 I D 1 2

日 本 籍 初 級 I E 1 2

日 本 籍 初 級 II A 1 . 1 2 2

日 本 帝 初 級 II B 1 . 1 2 2

日 本 籍 初 級 Ⅱ C 1 . 1 2 2

日 本 帯 中 級 I A 1 2

日 本 語 中 級 I B 1 2

日 本 籍 中 級 I C 1 2

日 本 籍 中 級 I D 1 2

日 本 締 中 級 I E 1 2

日 本 籍 中 級 I F 1 2

日 本 帯 中 級 Ⅱ A 1 2

日 本 帯 中 級 Ⅱ B 1 2

日 本 籍 中 級 Ⅱ C 1 2

日 本 晴 中 級 II D 1 2

日 本 籍 中 級 Ⅱ E 1 2

日 本 詩 中 級 n f 1 2

日本 籍聴 解特別 演 習A 1 2

日本 詩聴 解特別 演 習 B 1 2

日本 籍分 析特別 演 習A 1 2

日本 晴分 析特別 演 習 B 1 2

日本 語表 現特 別演 習A 1 2

日本語表 現特 別浜 習 B 1 2

日本 籍古 文特 別演 習A 1 2

日本語古 文 特別演 習 B 1 2

日 本 詩 入 門 A 1 . 1 2 2

日 本 籍 入 門 B 1 . 1 2 2
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授 業 科 目
開 設

m ft &

学 期 別 週 授 業 時 教
備 考

前 期 後 期 通 年

総 合 日本 帯 初 級 A 1 . 1 2 2 筈 誓 墾 吉 雄 金 甲

総 合 日本 醇 初 級 B 1 . 1 2 2

総 合 日本 椅 初 級 C 1 . 1 2 2

総 合 日本 符 中級 A 1 2

総 合 日本 晴 中級 B 1 2

総 合 日本 籍 中級 C 1 2

総 合 日本 栢 中 級 D 1 2

総 合 日本 帯 中 級 E 1 2

総 合 日本 晴 中 級 F 1 2

総 合 日本 椅 上 級 A 1 2

総 合 日本 椿 上 級 B 1 2

総 合 日本 椅 上 級 C 1 2

総 合 日本 持 上 級 D 1 2

総 合 日本 晴 上 級 E 1 2

総 合 日本 静 上 級 F 1 2

日 本 の 社 会 . 文 化 A 1 2

日本 の 社 会 、. 文 化 B 1 2

日本 の 思 想 . 哲 学 A 1 2

日本 の 思 想 . 哲 学 B . 1 2

日本 の 映 像 文 化 史 A . 1 2

日本 の 映 像 文 化 史 B 1 2

日本 の 貿 易 . 経 薪 A 1 2

日本 の 貿 易 . 経 済 B 1Ⅰ 2

日本帝.日本文化特別研究 l A 4 4

日本栢l日本文化特別研究 I I3 4 4

日本晴.日本文化特別研究 I C 4 4

日本晴.日本文化特別研究 ⅡA 4 4

日本晴.日本文化特別研究 ⅡB 4 4

日本晴.日本文化特別研究 II C .4 4

・霞キャンパス

授 業 科 目
開 設

単 位数

学 期 別 週 授 業 時 数
備 考

前 期 後 . 捕 通 年

日 本 語 入 門 A 1 . 1 2 2 嵩誓 墾 若告 鼻金等

日 本 籍 入 門 B 1 . 1 2 2

総合 日本 帯 中級 A 1 2

総合 日本 誇 中級 B 1 2

総合 日本 措上 級A 1 2

総合 日本 籍上級 A 1 2
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2.授業内容

(東広島キャンパス)
・レベル1 (Levell)

授 業 科 目 日 本 醇 入 門 A . B

C ou rse T itle Jap an ese for B egin n ers A ・ B

担 当 教 官 渡 辺 久 美 . 山 中 康 子

P rofessor K .W atan ab e ・Y .Y am ana ka

目 標 修 学 上 . 生 活 上 必 要 と 思 わ れ る 基 本 的 な 搭 乗 や 表 現 、 文 型 を 習 得 さ

A im s せ る と と も に 、 実 践 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 養 成 す る 。

T he aim of th is cla ss is to giv e stu den ts p ractical com m u nica tion skills an d teach

them th e vocab u lary ,ex pressions an d seten ce p atterns necessary in every da y life

a nd th eir stu d ies.

内 容 本 ク ラ ス は 主 と して 、 シ チ ュ エ ー シ ョ ン や ト ピ ッ ク に 基 づ い て 授 業

C on tents を 進 め 、 そ れ ぞ れ の 場 面 に 必 要 な 語 桑 . 表 現 . 文 型 を 学 習 す る と と

も に 、 そ の 応 用 練 習 を 行 う 。

In this class, th e stu den ts w ill lea rn a nd p ra ctice necessary vo cab u lary,ex pressions

a nd sen tence p attern s used in v ariou s situ atio ns b ased u p on situ ation s a nd to pics

th ey m ay en coun ter in everyd ay life.

テ キ ス ト プ リ ン ト を 配 布 す る 。

T ex ts P rin ts are h an ded o ut in class.

成 績 評 価 の 方 法 出 席 、 テ ス ト

G ra ding P olicy G ra ding is based u p on a tten d ance a nd tests.

授 業 科 目 . 日本 語 初 級 I A ・ I B - I C ・ I D

C ou rse T itle E lem entary J ap an ese I A 蝣I B * I C ・I D

担 当 教 官 堀 田 泰 司 . 渡 部 清 見 . 下 村 真 理 子 . 山 中 康 子

P rofesso r T .H otta ・H .W a tan ab e ・M .Sh im om u ra ・Y .Y am ana ka

目 標 か な 及 び 基 本 的 な 漢 字 の 読 み 方 . 事 き 方 、 初 歩 的 な 文 法 を 習 得

A im s さ せ る 。

T o enab le stu d en ts to read a nd w rite ka n a (th e p h on etic sy llaba ries) a n d b asic

kanji (C h in ese characters), a nd to fam iliarize them w ith ru d im en tary g ram m ar.

内 容 1.文 字 の 導 入

C on tents 2 .基 本 文 型 の 導 入

3 .音 読 練 習

4.口 頭 及 び 筆 記 に よ る 応 用 練 習

1.In trod u ctio n of w ritten ch aracters.

2.In trod u ction of b asic sen ten ce pa tterns.

3. P ractice read ing aloud .

4. P ractice u sin g th e lan gu age both b y sp eak in g an d b y tak in g n otes.

テ キ ス ト r み ん な の 日 本 言百初 級 I 本 冊 」 ( ス リー エ ー ネ ッ ト ワ ー ク )

T exts M in na n o N ih on go Sh ok yu I H on satsu , (3A N etw ork)

成 摸 評 価 の 方 法 出 席 . 試 験 . 宿 題

G rad in g P olicy E xam , pa rticip ation , attend an ce an d h om ew ork
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授業科 目 日本 諦初級 I E

C ourse T itle E lem entary Japanese I E

担当教官 グ リーク リー ク レ

Professor L .G R IEK

目 標 初級 レベルの 日本括学習者 の r聞く」能 力や r帯す」 能力 を向上

A im s させ ると同時 に基本 的な挨 拶や表現、騎乗 の定着 をはかる。

T he objective of the class is to give students confidence in their first endeavors in

the Japanese language,to im prove their listening and speaking abilities and help
them to internalize standard greetings,setphrases and basic vocabulary.

内 容 本 クラスは、 日本詩 学習経 験のな い学生 を対 象 とした聴 解 . 会話の

C ontents 授業で ある。市 販の L L 教 材 を用 いて 、基本 文型や括泉 を導入 しな
が ら、短文 を聞き取 る練習 や繰 り返す練習 を行 う。 また、他の初級
クラス で学 んだ ことの復習 も行 い、基本的 な換拶や表現 な どめ定着

をはか る。なお 、本 ク ラスは 4 5 分授業 を週 二回.閑静す る。

T his class focuses on the im provem entof conversation and listening com prehen-
sion skills ofstudents w ho have no previousexperience in studying Japanese.
U sing L anguage Lab m aterials,students w illpractice shortsentences and conver-

sations,using vocabulary and basic phrases learned in the other E lem entary
Japanese classes,in order to enable students to use these in everyday life.

T he e】ass is conducted tw ice a w eek for 45 m inutes.

テキス ト プリン トを配布す る。

T exts Prints are handed out in class.

成稗評価の方法 テス ト 75% 、出席 . 授業へ の取 り組み方 25%

G rading Policy コース 開設 中に行 う 3 回のテス ト (第 5 週 目、第 10 週 目、第 15 週
冒) と出席、授業へ の取 り組み方 を総合的 に評価 す る。

T o assess the progress ofstudents during the course,tests w illbe held in the fifth,
tenth and fifteenth w eek of the courseーA ttendance w illalso be taken during the
course.T he finalgrade w illbe decided on the basis ofthe results ofthe tests

(75% )and attendance (25 % ).
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・レベル2(Leve12)

授 業 科 目
C ou rse T itle

日本 諦 初 級 n a ・ n b ・n c
E lem entary J ap anese II A * II B 蝣II C

担 当教 官 石 原 浮 也 . 松 崎 寛 . 渡部 浩 見

P rofessor J .Ish ih ara ・H .M atsu zaki ・H .W ata na be

目 標

A im s

鍋 欝 粘 n 尖 斉 駅 縛 霧 嘉 姦 鮎 書 習 轟 開 皇 : 併 せ て 種 々

T h e objective of th is cou rse is to g ive stud en ts aex press them selves in variou s situ atio ns a nd teacsentence p attern s an d exp ression s at ad van ce ele藍rad ica lJ ap an ese ab ility toth em ba sic vocab u lary,en tary level.

内 容

C on tents
第 1週～第7週
依頼表臥 可能表臥 細腕 . 習慣の表乳 理由の表臥 意志 . 予定の表現、
完了表現、自動詞/ 他動詞、推丑表現、忠告の表現、命令 . 禁止表現、時間表現、
付帯状況の表現、テスト

第 8週～第 15週
条件衷現、目的 . 日額の表現、状態変化の表現受身表現、形式名詞、
理由 .原因の表現、疑問詞疑問文、拭行の表現、授受表現、目的の表現、
様態の表現、移動の表現、難易表現、伝聞表現、使役表現、敬街、テスト

W eek 1-8:
M aking requests,expression ofpossibility,expressions of continuity and habit,expressions giving a

reason,expressions of volition and expectation, perfecttens,intransitive verbs/transitive verbs,
叩 ression of inference,expressionsof且dvice,im peratives/prohibitions,expressionsoftim e,
expressionsofattendantcircum stances,test

W eek 9-15:
Expressions of condition,expressions stating objectives and aim s,passive expressions regarding

changing circum stances,form alnouns,expressions ofcause and effect,interrogativesand
interrogati▼e expressions,expressions of attem pt,expressions oftransfer,expressions of objective,
expressionsofcondition,e叩ressions ofm ovem ent,com plex expression,expressions ofhearsay,
causative expression,ho一一on fics,test.

テ キ ス ト 「み ん な の 日本 語 初 級 II 本 冊 」 (ス リー エ ー ネ ッ トワ ー ク )

T exts M inn a n o N ih ong o Sh ok yu II H on satsu, (3A N etw ork)

成綬 評価 の方 法

G rading P olicy

出 席 . 試 験 . 宿 題

G rad ing is b ased u po n attend an ce, resu lts of tests an d ho m ew ork.

授 業 科 目

C ou rse T itle

総 合 日 本 晴 初 級 B ・ C

C om p reh en sive E lem en tary J ap an ese A

担 当 教 官 田 村 泰 男 . 深 見 兼 孝 . 坂 田 光 美

P rofessor Y .T a m ura ・K .F uk am i ・T .S aka ta

目 標

A im s

習 哲 鮮 齢 貨 采 斉 欝 鋤 撃 鮎 描 石 書 習 轟 開 皇 ‥ 併 せ て 種 々

盈 id en t w ill lea rn b asic ex pressjons a nd vocab u lary at the elI im p ro ve th eir p ractica l ab ility o f exp ression in J ap an ese 7m en tary lev el,a ndn va riou s situ ation s.

内 容 第 1週 ～ 第 5週
C on ten ts 依 頼 表 買 、 可 能 表現 、継 続 . 習 慣 の表 現 、理 由 の表 現 、 意 志 . 予 定 の 衆 現 、

完 了 表 現 、 自 動詞 / 他 動 詞 、推 量表 現 、 忠 告 の 表現 、 命令 . 禁 止 表 現 、 テス ト(l)
第 6週 ～ 第 10週

時 間 表 現 、 付 帯 状況 の表 現 、条 件表 現 、 目 的 . 日額 の 表 現 、 状 態 変 化 の 表 現 、
受 身 表 現 、 形 式 名詞 、理 由 . 原 因 の表 現 、疑 問 詞疑 開 文 、 拭 行 の 表 現 、 テ ス ト(2)

第 11週 ～ 第 15週
授 受 哀 弔 、 目的 の表 現 、 様 憩 の 表現 、移 動 の 表 現 、難 易 表 現 、 伝 聞 表 現 、

使 役 表 現 、 敬 再 、 テ ス ト (3)

W eek 1-5:
M aking requests,E叩 ressions ofpossibility,expressions ofcontinuation and habit,expressions of
reason,expressions ofvolition and e叩ectation,perfect tense,intransitive verbs/transitive verbs,
e叩 ressions of inference,adm onition,im peratives,prohibitions,T EST (1)

W eek 6-10:
E xpressionsoftim e,expressionsofattendant circum stances,E叩 ress…ons ofcondition,expressions of
objective/go且Is,expressions ofchanging circum stances,passive tense,form alnouns,expressions of
cause and effect,interrogatives,expressionsofaItem pt,T EST (2)

W eek ll-15:
E 叩ressionsoftransfere nce,expressions ofobjective,expresssionsofm ovem ent,e叩ressionsof
difficulty,expressions ofhearsay,causative expressions,honon fics,T EST (3)

テ キ ス ト 「み ん な の 日 本 語 初 級 Ⅱ 本 冊 」 ( ス リ ー エ ー ネ ッ ト ワ I ク )

T exts M inn a n o N iho ngo S h oky u II H on satsu , (3A N et、vork)

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . 試 験 . 宿 題

G ra din g P olicy G rading 、yiH b e b ased u p on a tten da nce, test results a nd h om ew ork.
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・レベル3(Leve13)

授業科 目 日本晴中級 I A ・I B
CourseTitle Interm ediateJapanese IA 蝣IB

担当教官 石原 浮也 .浮田 三郎
Professor J.Ishihara ・S.U kida

目 標
Aims

喜賢義損 曇描 壷琴を萱喜描 芸誓至情 摘 豊甜

The objective ofthisclassisatinterm ediatelevel,gain su謡givestudentsthe ability to read long com posicientreading com prehension to understand re監昌lSy

whatthosetextstry to convey and also fostertheability to expressaccurately
whatthe contentofthosetextsm eans.

内容Contents 璽借 覧聖軍≡懸 至懇 望警蓋誓.L
マ ン ガ 、意 の ま ま に 、す し、 河 童 、寄 席 、 睡 眠 、 テ ス ト

D u ring th e class, stu den ts w ill h av e to an sw er qu estions ab ou t th e con ten t o f lon g
com p osition s th ey h ave read ,a fter v ocab u lary an d sen ten ce p a tterns in th ose
com p osition s hav econ cern in g J ap an eW eek 1-7: "S h inj憲 ex plain ed . A lsoIture related to, "F actory V isit覇 ap prop riate ex plan ation sill b e g iven ,from C h ild h ood ",

W eek 1-8:一一恕 an ese style ro0m ", "B Iun ga ", "kok orozash i n o ㌫an d G reeam a n i",塩 T estish i", tK app a tt,
.tV au deville t,ー'S leep ", T est

テ キ ス ト 「日本 語 2nd ス テ ッ プ」 ( 自帝 社 )

T exts 'N iho ng o 2 nd Step pu (h aku teish a)

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . 授 業 態 度 . 宿 題 I 試 験

G rad in g P olicy G rad in g is based up on atten d ance, p articip ation du rin g class, h om ew ork an d test
results.

授業科 目 日本晴 中級 I C
C ourse T itle Interm ediate Japanese I C

担 当教官 渡部 清見
Professor H .W atanabe

目 標 さまざまな形式 の文 章表現 を耳か ら理解 でき るよ うになる。
A im s T he objective ofthis course is gain listening com prehension ofvarious types of

sentence patterns and expressions.

内 容Contents 萱鎧董至情 空蝉 崇 等毒筆髭 套掛 声第
In each lesson students w ill一isten to a text on tape and w illhave to answ er
questions about the text.A s the course progresses the textw illbecom e longer and
students w illlearn through practice to answ er both in speaking and in w riting.

テキス ト 「毎 日の聞き取 り5 0 日 v o l. 1」 (凡 人社 )
T exts E veryday listening in SO D ays vol.1 (Bonjinsha)

成横評価の方法 出席状況 と平常 点、および期末試験 による総合評価 。
G rading Policy G rading w illbe on the basis of attendance,participation and an exam ination.
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授業科 目 日本訴中級 I D ・ I E
C ourse T itle Interm ediate Japanese I D ・I E

担 当教官 石原 浮也 . 浮 田 三郎
Professor J.Ishihara ・S.U kida

目 標
A im s

蓋警描 写賢 掴 富寧禦 空 曹 芸晶撃姦晶書 冊 昌如含量

The objective ofthis classis to give students the ability to read and understand
long com positionsatinterm ediate level.A lso students w illbe stim ulated to
discuss and expresstheir opinions in Japanese,using basic expressions they have
learntso far.

内 容
C ontents

醐 散 票 笠 、手臥 手紙 の否き方▼、買い物 、テス ト(1)

撃 習「撃 15$ ン ト、 アンケー ト、ア ンケー トの方 法、テス ト(2)

C ontentof the class is as follow s:
W eek 1-7:

R eading graphs,travel,letters,w riting letters,shopping,test(l)W eek 8-15:

Japanese festivals,presents,questionnaires,m aking questionnaires,test(2)

テキス ト
T exts

「トピックによる 日本詩総合演習 . 中野 曹 エー ネ ッ トワー ク)

Topic niyoru N ihongo sougou enshu - chuukyuu zenki (3A N etw ork)

成績評価の方法 出席 . 授業へ の責献 . 宿題 . 試験
G rading Policy G rading w illbe based upon attendance,contribution to the class,hom ew ork and

results oftests.

授業科 目 日本諦 中級 I F
C ourse T itle Interm ediate Japanese I F

担 当教官 渡部 浩見
Professor ILW atanabe

目 標 さまざまな形式 の文 章表現 を耳 か ら理解で きるよ うにな る。
A im s The objective ofthtypes ofsentence p;語course 1terns am昌to gain listening com prehension abiexpressions. ーlty ofvarious

内 容Contents
鍔 員潮 据 歪瀞 監嘉重吉蓋醐 藍重言
In each lesson students w illlisten to a texton tape and w illhave to answ er
questions about the text.A s the course progresses the text w illbecom e longer and
students 、villlearn through practice to answ er both in speaking and in w riting.

テキ ス ト r毎 日の聞き取 り 5 0 日 v ol.2」 (凡人社 )
T exts E veryday listening m 50 D ays vol.2 (B onjm sha)

成績評価 の方法 出席状況 と平常 点、および期 末試験 による総 合評価。
G rading Policy G rading w illbe on the basis of attendance,participation and an exam ination.
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・レベル4 (Level4)

授業 科 目 日本 籍 中 級 n a ・n b
C ourse Title Interm ediate Japanese H A * II B

担 当 教官 田村 泰 男
Y .T am uraP rofessor

目 標
A im s

字誓.I/ ベルの文法 . 措泉 . 表現 の定 着を図る とともに長文読解 能力を蓑成

T he aim ofthisclass isto cultivatestudents'reading skillsoflong com positionsand to
insti】Iknow ledge ofinterm ediate levelgram m ar,vocabu】ary and expressions in students.

内 容
Contents

重畳 噂 変 革 翼 型 堺 監 禦

≡蓋惹症 軋 窯 壁腔 ≦蓋吉宗議 誓義兵?曇 芸芸1e ≡皇女、

: 幸吉鵠 誉1㌧ 誘 泉等fc¥ 遠空畠;.誓 ttJ苫了 至だ望らて、

= 轟 是: = 最 言上 妄浩ずだ、～さ皐、～うちに、～はずがない、

糧 ughInternintert[ionswillareexpl;聾 eJapanesereadingskillsstudymaterialson varioustopiclevelgrammar,vocabularyandexpressionsandthroughew items.In theclass,primarily,thefollowingexpression…,

-demo,-hodo,-nara,-tern-toka-toka,-saseru,-te霊 ekuru,-teshimau,-naaranai,-tabakari,-mo莞ara,-you,-oda,-tem監ru,霊otom sika,-shi悪 naru,

蝣kam osmremasen,-tsumon,-nakcreba naranai,-kurai,-mama,-you toshinai,
ta monoda,-kara-m kakete,-monono,-yara-yarn, -m tsurete,-ba-hodo,-toshite,
niyotte,-tokoro,-nitotte,-hazu da,-sae,-uchini,-hazu ganai,-wakeda,-nagara,-m ai

テキスト rテーマ別中級から学ぶ日本語」 (研究社)
Texts Teem abetsu chuukyuu kara m anabu nihongo (Kenkyuusha)
成績評価の方法 出席、テスト
Grading Policy Grading isbased upon attendanceand tests.

授 業 科 目 日本 静 中級 II C
C ourse Title Interm ediate Japanese II C

担 当 教 官 坂 田 光 美
T .SakataProfessor

目 標
A im s

摘 蓋 堅 亨 墾 望 葦 野 望 蟻 雷 雲 誓 主 管 謂 誓声 叢 だ 替 関 学 開

In this class,in order to enothers in Japanese,studentfrequently in every day lifesation patterns. 憩 hem to engage into sm ooth com m unication w ithlearn colloquialand ideom atic expression usedobtain the ability to understand naturalconver-

内 容
C ontents

.- 淵 垣 莞 ' 慧iiJC .J: 5 W サ ゥ<ォゥS ^

T opics discussed d uring the class are as follow s:1.U sage of m asculine speech and fem inine speech and its societalrole2.C hanges of sounds frequently used in colloquialspeech3.A bbreviation 4.Shortened phrases 5.Stock phrases6.R epetition 7.A m biguous expressions 8.C hanges in w ord order9.E xplanations 10.U sage ofending particlesll.Expressions ofgratitude and apology12.Polite expressions ofrefusalor com plaints

テ キ ス ト プ リ ン トを配 布 す る。
T exts P rints are handed outduring class.

成稗 評価 の 方 法

G rading Policy

中 間試 験 、 期 末 試 験 、及 び 出席 状 況 を 考 慮 して評 価 す る 。
G rading is based upon results of a m id-term exam ,end of term exam andattendance.
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授業科 目 日本 括中級 n d ・n e
C ourse Title Interm ediate Japanese II D ・II E

担当教官 田村 泰 男
Professor Y.T am ura

目 標
A im s

宴鮎 等砦 .O 文法 . 諦桑 . 表現の牢着 を図る とともに長文読解 能力

T he aimand to in霊1監 class is to cultivate students reading skills of Ionow ledge ofinterm ediate levelgram m ar,vocabula至㌔0a訂 ositions

expressions in students.

内 容Contents
重義彊 蒜購 買 垂報 芸狸 禦 崇1%読み
～ の よ う に 、 ～ よ り も む し ろ ～ の ほ う が 、 ～ こ と だ 、 ～ の だ 、
～ と は な し に ～ し て い る と 、 か え っ て ～ 、 せ め て ～ た ら 、

董絹崇損震摂萱轍 ≡揮 芸:ゝる、
B y rea ding th ro ugh In term ediate Jap an ese rea ding sk ills stu d y m aterials o n
variou s top ics, stu dents w ill learn interm ediate lev el g ra m m ar,vo cab u la ry and

昌xp ressions a nd th roug h p artial coin m arily, the follo w in g exp ression㌻p osia nd 霊 芸w illb u la音 am n eware exp l去tern s.In th e class,in ed :

-zaru w o en ai, -you n i su ru ,d ekiru (lak e-, -ok aged e,-n o you ni,-y on m o m u shiro
- n o hou ga ,-k oto d a, - no d a,一to h a n ash i m - sh ite lru to, ka ette -, sem ete -
tara, -su ru ya ina ya ,o′go- (hon orifi cs), tatoe - tem o ,-(to) sh ite iru , -g ach i, -ta/d a
ue de, - w ake n ih a ik an ai,- u ch i n i,一ta tota n,ーk anen ai, - to no k oto tie a ru , - m
w ata tte, - to tom o n i, m arud e - you d a, -sa′.n i′-m e.

テ キ ス ト 「日本 語 中 級 読 解 新 版 」 (ア ル ク )

T exts Interm ed iate J apan ese R eading S kill B u ild er T he n ew ed ition (A L C )

成 頼 評 価 の 方 法 出 席 、 テ ス ト

G ra ding P o licy G ra ding is ba sed up on atten d an ce a n d tests.

授業科目 日本籍中級 ⅡF
Course T itle Interm ediate Japanese II F

担当教官 坂田 光美
Professor T .Sakata

目 標
Aim s

転 義獅 撃革華誓言馳 弱 き増 悪㌍ 習左膝 対

The aim ofthis class is to get used to specific expressions and vocabulary in new s,
by listening to new s bulletins,to foster studentsーability to selectnecessary
inform ation from itand to increase know ledge aboutJapanese society.

内 容
Contents

禍 警静 ;31溝 揮 芸ボーッ

During the firsthalf of the course students w illlearn to listen to short pieces
abouteveryday issues such as nature,accidents,everyday life and society.
In the second halfofthe course students w illlearn to understand longer pieces
concerning m ore com prehensive issues such as society and econom y,politics,
m edicine and sports.

テキス ト プリントを配布する。
Texts Prints are handed outduring class.

成続評価の方法 中間試験、期末試験、及び出席状況を考慮 して評価する。
G rading Policy G rading is based upon results ofa m id-term exam ,end of term exam and

attendance.
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授業科 目 総合 日本語 中級 A
C ourse T itle C om prehensive Interm ediate Japanese A

担 当教官 田村 泰男
Y .T am uraProfessor

目 標
A im s

雷撃鳥鍋 00) 文法 . 請負 . 表現 の定着 を図 るとともに長 文読解 能力

T he aimand to inexpressio望 this class is to cultivate students reading skillljknow ledge ofinterm ediate levelgram m ar,vin students. 3 0flong cocabulary a訂 ositions

内 容
C ontents

I.'jy reading m rougn interm ediate Japanese reading skiiis study m atearious topics,students w illlearn interm ediate levelgram m ar,vocahin m arily,the follow ing expressions and vocabulary are explained :zaru w o enai,-you nisuru,dekiru dake-,-okagede.-no you ni,-yorino hou ga,-koto da,- no da,- to ha nashini-shite iru to,kaette -,ara,-suru ya ina ya,o/gq- (honqrifi cs),tatoe -tem o,-(to)shite iru,-t de,- w ake niha ikanai,- uchini,-ta totan,- kanenai,- to no kotratatte.-to tom o ni.m arude - vou da.-sa/-m i/-m e. 毒 一.●●

テキス ト 「日本語 中級読解新版 」 (アル ク)
T exts Interm ediate Japanese R eading SkillB uilder T he new edition(A L C )

成績評価の方法 出席、テ ス ト
G rading Policy G rading is based upon attendance and tests.

授業科 目 総合 日本語 中級 B
C ourse T ite C om prehensive Interm ediate Japanese B

担当教官 玉岡 賀津雄
K .T nm nokaProfessor

目 標
A im s

緋 富豪購 苦学誹 寧遠蔑視 開 昌芳 志嘉島 毒掘 k 摘 努皆 姦

つ。
T heinter恕m of tediate監 class is to foster students'Japanese w riting ability and teachelgram m ar,vocabulary and expresssions.

内 容
C ontents

using practice questions,students w in practically apply m e sentence pgram m ar and vocabulary they learned in the C om prehensive Interm edJapanese A class.1.Sentence constructions (Sentence patterns,and gram m aticalprob2 A pplication of W ords (new phrases,particles,com pletion ofsentew riting an essay)3.Q uestions (Com prehension of content,practicing w ays ofspeakin4.D iscussion them es (Practice of giving one's opinion in a form alsi5.D evelonm entProblem s 主

テキス ト 「日本籍中級読解新版」 (アル ク )
T exts Interm ediate Japanese R eading SkillBuilder T he new edition(A LC )

成 績評価 の方 法 出席 、テス ト
G rading Policy G rading is based upon attendance and tests.
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授 業 科 目
C ou rse T itle

総 合 日 本 語 中 級 C

C om preh en sive Interm ed iate Ja pan ese C

担 当 教 官 石 原 浮 也

J.IshiharaP rofessor

目 標
A im s

P= 銅 管 と 戸 菅 喜 璽 嘉 等 至 管 起 雪 姦 離 凱 こ桶 宕 警 警 誉 き る よ う

T he o bjective o f th is cou rse is to im p rove stu den ts' listen in g com p reh en sio n _ab ility o f n atu ra lly sp ok en con versation a nd learn v oca bu lary freq uen tly u sed inevery day con versation .

内 容

C on tents

日常生活でよ く耳にす る話し首葉 につ いて 、そ の文化 的背景、文法、音声、顧兼 を
解配 した後、聞き取 り披 習や 聞き取 った内容 に関するい くつかのタスクを辞す。
扱われる場面は以下の通 り.

バス軍内放送、時間をの問い合わせ 、ゼ ミの時間と教室の変更、デパー トでの呼
び出 し、 レス トランでの注文 、電車 の案 内放送、出迎えの約束、天気予報、お知
らせ、病院で、ニュース、自己紹介 、辞浜 を聞 く、医療費補助の 申掃、お見舞 い、
番組の紹介、 日本料理の税明

W ilh regard to conversation often used in every day 】ife,explanations are given aboutthe cultural
backerOund,gram m ar,pronunciation and vocabutary,after this students w illpractice and have to do

且num ber oftasks related to the contentthay have heard.
T he folio、iving situations′topcis are discussed:

A nnoun cem entsinside a bus;A sking for the tim e;A change in room -num ber and tim e of a lecture;
Being called up in 且departm entstore;O rdering i… restaura叫 A nnouncem ents inside a tram ;
Prom ising to pick som eone up;W eather forec叫 A n announcem e叫 In the hospital;N ews;
A Self-Introduction;Listening to a speech;A pplying for a subsidy for M edicalFees,V isiting
som eone w ho is ill;A introduction ofa television program ;E xptanation ofJapanese cuisine.

テ キ ス ト

T exts

(絹 良 美 軍報 巌 曇 戸 級 I : 聴 解 ワ ー ク シ ー ト予 習 . 授 業 シ ー 帽

A C ou rse in M od ern J ap an ese t (N ag oya D a igak u S h up p an ka i)

成 績 評 価 の 方 法
G rad ing P olicy

出 席 、 授 業 へ の 参 加 、 小 テ ス ト、 期 末 試 験

G rad ingan d a fin謡 b ased u p onexam in ation㌢tten d an ce, p articip ation in class, a n u m ber of sm all tests,

授 業 科 目
C o u rse T itle

総 合 日本 語 中 級 D

C om prehen sive In term ed iate Ja pan ese D

担 当 教 官 田 村 泰 男
Y ?T a m u raP rofessor

目 標
A im s

I 宴 鮎 等 砦 .0 文 法 . 請 負 . 表 現 の 定 着 を 図 る と と も に 長 文 読 解 能 力

T h e a im of th is ccom p ositio ns a ndvo cab u lary an d e崇 魚 買憲 :e stu d ents read in gdg e of in term ed iated ents. 盟 昌fよongm m a r,

内 容

C on tents

嘩 重 機 準 捕 、賢 糧 塀 等 萱 草 禦 誓 芸 bT 、み

卦 軌 潜 草 … 卦 壷 を …詳 芸 年

～ や ら～や ら、 ～ も の の 、～ につ れ て 、 ～ ぱ ～ ほ ど、 ～ と して 、
二 転寺 嘉 芸 も了 主 諦 >=.誓 差 嘉 言 : = 誓 書 だ 、 ～ 苧え 、 ～ う ち に 、

B y read in g throu gh In term edia te J ap an ese read in g sk ills stu dy m aterials onv arious topics,stud ents w ill learn in term ed ia te level gram m a r, vo ca bu la ry a ndex pression s an d th roug h p artial com po sitio ns w ill lea rn n ew item s.In th e class,p rim arily ,th e follow ing exp ression s an d v ocab u lary are exp lained :-dem o, -hodo,-nara,-tem o, -te kuru, -te sh im au, -nagara,-you ,-gam ,-koto ni suru/naru,

to ka - to ka,-saseru, -te tam aranai,-ta bak ari,-m ono da, -te m in i, - naka,-shi-shi,
ka m o shirem asen, -tsum ori, -nakereba n aranai,-kurai, -m am a, -you to sh inai,-ta m ono
da,-kara -nikak ete,-yara -yara,一m ono no,-nitsurcte,-b a -hodo,-to sh ite, -n iyotte,
-tokoro, -n itotte,-h azu d a, -sae,ーuch in i, -h azu ga n ai,-w ake da,-nagara,-m ai

テ キ ス ト 「テ ー マ 別 中 級 か ら 学 ぶ 日 本 語 」 (研 究 社 )

T exts 'T eem ab etsu ch u u kyu u k ara m an ab u n ih on go t (K enk yu u sh a)

成 約 評 価 の 方 法 出 席 、 テ ス ト
G rad ing P olicy G rad ing w ill b e based up o n atten da nce a n d tests.
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授業科 目
C ourse T itle

総合 日本栢 中級 E
C om prehensive Interm ediate Japanese E

担 当教官 玉岡 賀韓雄
K .T am noknProfessor

目 標
A im s

壷賢ぎ表購 菩讐摘 草崩離 宗門 吾郎 意点 親 沌 摘 醗

To im prove the Japanese com posvocabulary,gram m ar know ledgeaim is to foster students'ability t芸ion abilities of students and strive to establind expressions at interm ediate level. A notexpress them selves in various situations. 忠

内 容
C ontents

鱈肝 要誓 晶沓馳 還閉 路 警型 . 文法 .

簸 w ill involve the usage ofp ractice assignm entsand vocabulary learned in C om prehensive In:es.ntofthe practice is as follow s:;m ake a reply 盈 re the phrases,ediate Japanese D w ill

2.Letts use
3.Letts sum m arize
4.Let's talk
5.Lets w rite

テキス ト 「テーマ別中級か ら学ぶ 日本帝 」 (研 究社 )
T exts 'Teem abetsu chuukyuu kara m anabu nihongoー(K enkyuusha)

成績.評価の方法 出席、テス.ト
G rading P olicy G rading w i】1be based upon attendance and tests.

授業科 目
C ourse Title

総合 日本言百中級 F
Com prehensive Interm ediate Japan ese F

担当教官 石原 浮 也
J.IshiharaProfessor

目 標
A im s

望琴糟 皇亨警空曹責窒義軍 空き姦蟻 某妄 穿締 開 ぎ書き

T he objective of this coofnaturally spoken coneveryday conversation.冒rse is lmersation 監ove students liid learn vocabu冒teningary fre昌om prehension abiuently used in lity

内 容
C ontents

W ith regard to conversation often used in every day life,explanations are givenabout the culturalbackground,gram m ar,pronunciation and vocabulary,alterthis students w illpractice and have to do a num ber of tasks related to the contentthay have heard.Thefollowing sittiations/topcisare discussed:A nnouncem entsinside a bus;A sking forthe tim e;A change in room -num ber and tim e ofa lecture;Beinĝ called up in adepartm entstore;O rdering in a restaurant;A nnouncem ents insidea train;Prom ising

60i藍監som eoneupintroduction:som eone w とW eatherforecListening to ao isill;A intro憲 announcem ent;In the hospitaApplying for a subsidy forMofa television program ;Expl…;News:dicalFees,nation of

Japanesecuisine.

テキス ト 現代 日本醇 コース 中級 I 聴解 ワークシー ト予 習 . 授業 シー ト将
T exts G endai(N agoya悪 瓢 kousu chuukyuu 1 choukaiw aakushnto yoshuu/jugyou shiito henshuppankai)

成横評価の方法 出席、授業への参加 、小 テス ト、期末試験
G rading Policy G rading is based upon attendance,participation in cand a finalexam ination. 一ass,a num ber ofsm alltests,
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・レベル5(Leve15)

授業科 目 日本詩聴解特別演習A
C ourse T itle A dvanced Japanese (L istening)A

担 当教官 深見 兼孝
Professor K .Fukam i

目 標
A im s

雛 買春等辛苦荒 F= 緋 慧晶宴 ? 去鵜 開 封 アイ の聴解 剛 を

T he objective ofthis course is to im prove the listening com prehension skills of

essays w hich dealw ith various issues in m odern day Japan and learn related
expressions and vocabulary.

内容Contents …描 鑑禦讐 誓行う。

Students w illfirstlisten to tapes and practice to understand its content,after this
they 芽琶read aisteningom nrch憲 versionehensionof the ou憲 e essays to im prove their understandingunderstanding of keyw ords ー

3) ListA lso,stude:霊g com prehension ofdetailes w illpractice the usage of鵠 霊 ntance w ords and phrases.

テキス ト
T exts

捕 .0 中 . 上級用教材 の一部 と付 属のテー プ。お よび担当者 の自主

Interm ediate and advanced Japanese language learning m aterials and tapes,and
handouts given during class.

成績評価の方法 出席、試験 、宿題
G rading Policy G rading is based upon attendance,hom ew ork and exam ination.

授業科 目 日本語聴解特別済習 B
C ourse T itle A dvanced Japanese (L istening)B

担 当教官 深見 兼孝
Professor K .Fuknm i

目 標 ニュー スの聴解能 力を養い、併せ てそれ に特 有の醇桑 . 表現 を学習
す る。A im s
T he objective of this course is to im prove the listening com prehension skills of

new s and learn related expressions and vocabulary.

内 容
C ontents

個 , *1/ 3 響 招 聖だ 空禦 ア轟撃ぎ晶泉 、

D uring class students w illfirstlisten to new s and subsequently w illlearn to
understand the content.A lso,by using scripts,students w illlearn m ethods to use
expressio1) C o蒜 vocabulary,andrehension and un監監 nding of keyw ords

2) C om prehension ofthe outline
3) C om prehension ofdetailed content
4) D iscussion

テキス ト 市販 の中 I 上級用教材の一部 と付属 のテープ。お よび担 当者 の 自主
T exts 。Interm ediate and advanced Japanese language learning m ateriaIs and tapes,and

handoutsgiven during class.

成梼評価 の方法 出席、試験、宿題
G rading Policy G rading is based upon attendance,hom ew ork and exam ination.
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授業科 目 日本 栢分析 特別 洪習 A
Course Title A dvanced Japanese (A nalysis)A

担 当教官 中川 正弘
P rofessor M .N akagaw a

目 、 標
A im s

B 青撃蒜苦 錆 努 締 去 巨警鮎 畳盆 絹 糸撃金銅 李詩 を 日本人

T heJapaJapa≡憲 ofthe courseand deepen tas spoken by藍 let students getused to spelling of sentences inunderstanding ofJapanese by com parative analysis ofve speakers and thatspoken by them selves.

内 容
C ontents

students w in nave to w rite snortcom positions eacn w eeK,in order to ciean y secthe Japanese that they use them selves.T hese com positions w ill be edited on aword processor and returned to students in order to objectively contrastthis w ilwhat they have w ritten them selves,as a result students w illhave to get used tothink abouttheir ow n Japanese. In class,incorrectexpressions from thecom positionsor other issuesw illbe selected and related gram m ar and w ays torew rite the expressions w illbe explained and com pared w ith sam ple expressions¥t the sam e tim e,w hatkind of p̂erceptions,m entality and w ays ofthinking forr.the basis ofthe Japanese ofnative speakers w ill be analyzed, and various stylistiphenom ena w illbe explained.In this class,m uch attention w illbe paid totranslation into Japanese and w riting sum m aries.

テキス ト 用例の プリン トを毎 回配布 する。
T exts Sam ple prints w illbe handed outeach w eek.

成析評価の方法 提出作文、テス ト
G rading Policy G rading is based upon the com positions handed in and tests.

授業科 目 日本語分析特別辞習 B
C ourse T itle A dvanced Japanese (A nalysis) B

担 当教官 中川 正弘
Professor M .N akagaw a

目 標
A im s

島奇襲蒜董緑 努轟音 去鱒 翫 襲姦 あ姦麓 官金関 空語 を 日本人

T heJapaJapa≡im of the course is to letstudents getused to spelling ofsentenceese and deepen their understanding ofJapanese by com parativeese asspoken by native speakers and that spoken by them selves.芸よnalysis of

内 容
C ontents

aiuuenis w in nthe Japanese tlw ord processoiwhatthey havethink about tincom positions o:rew rite the exp<U the sam e tirthe basis ofthephenom ena w ilexolanatorv co:禁ye to w rite snortcom positions eacn w eeK,in oraer totthey use them selves.These com positions w ill be editind returned to students in order to objectively contr;vritten them selves,as a resultstudents w illhave to geother issues w illbe selected and related gram m ar and:ssions w illbe explained and com pared w ith sam ple e:,w hat kind ofp erceptions,m entality and w ays ofthifapanese ofnative speakers w illbe analyzed,and vanbe explained.In this class m uch attention w illbe paidDositions and reports. … 王

テキス ト 用 例のプ リン トを毎 回配布す る。
T exts Sam ple prints w illbe handed out each 、veek.

成績評価の方法 提出作文、テス ト
G rading P olicy G rading is based upon the com positions handed in and tests.
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授業科 目
Course T itle

日本語表現特別演習 A
A dvanced Japanese (Expression)A

担 当教官 浮 田 三郎
S.U kidaP rofessor

目 標
A im s

重責摘 芸 拍 車鱒 巨掴 鯛 贈 麦努 鞘 撃 抜 足璃

U sing Japanese provvarious countries,antheir descriptions ofexpressions,and w ay揺 莞 contrastivelerstanding oof thinking,anese. 号com pare proverbs inJapanese culture andheTun ofm etaphorical

内 容
C ontents

M ^a.im p)i<- m 'W u.w * i.(h u・*Through the contrastive com parison of repiproverbs in various countries,students are iSiscuss during class.U sing sim ple quizzes,slearn and think aboutJapanese w ays ofexpand them es w hich various proverbs use.1.W aysofexpression w ith proverbs,3.H usb and and W ife, 4.L ove, 5.J7.Sake. 8.Friendships 9.Secrets.i-< 7s 73 V is 3 > X ォ ^ Hasked to give their opinions andtudents are given the opportunity toiression and look at the characteristicsle class:2.Parents and C hildren,[ealousv 6.L ust

テキス ト 自主教材、金子武雄 F日本 の諺』 ( 1 9 8 2 年 ) 等
T exts H andouts;T akeo K aneko,ーN ihon no kotow aza'(1982) e.O.

成績評価の方法 授業への出席状況 とレポー トによって評価す る。
G rading P olicy G rading w illbe based upon attendance and a fi nal paper.

授業科 目
C ourse T itle

日本諦表現特別演習 B
A dvanced Japanese (E xpression)B

担当教官 浮 田 三郎
S.U kidaProfessor

目 標
A im s

J畳蛮鏑 轟霊.拍 車鱒 巨瞥讐禍 固宣誓 麦努 醐 抜 足璃

U sing Japanese provvarious countries,antheir descriptions ofexpressions,and w ay雄 aterial,contrastivelan understanding oe w ays ofthinking,in Japanese. モCOhe Vm pare proverbs in?anese culture andun of m etaphorical

内 容
C ontents

毒‥義 務 と比壷.天候

T hrough the cojitrastive com pari son ofrepresentative Japanese proverbs w ithproverbs in various countries,students are asked to give their opinions anddiscuss during class.U sing sim ple quizzes,students are given the opportunity tolearn and think aboutJapanese w ays of expression and look atthe characteristicsand them es w hich various proverbs use.T he follow ing them es w ill Be discussed in the class:1.Sleep 2.Sickness 3.Life and D eath 4.Seasons 5.W eather6.A cadem ia 7.E ducation 8.Justice and D uty 9.A nim als and m etaphors

3.Life and D eath 4.Seasons 5.W eather

テキス ト 自主教材 、金子 武雄 『日本の辞 i ( 1 9 8 2 年 ) 等
T exts H andouts;Takeo K aneko,'N ihon no kotow aza (1982) e.O.

成頼評価 の方 法 授業への出席状況 とレポー トによって評価 す る。
G rading Policy G rading w illbe based upon attendance and a finalpaper.
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授業科目 日本括古文特別済習A
Course Title A dvanced Japanese (C lassical)A

担当教官 多和田 虎一郎
S.Taw ataP rofessor

目 標
Aim s

Br異義警要義姦悪鷲霊若墓芸晶知識を身につける。

The aim of this class is to learn the basicsJapanese classicaltexts.Students w ill
gain basic know ledge to be able to read Japanese classicaltexts.

内 容
Contents

脚 芸濃 登萎要覧畢 甜 摘 僧 門 毒差益

学用 品糟 筆舌百恵蔚警芋碧置欝10)古妻苗哲 <D B 羨望霊堂由等

The class strives to foster the fundam entalability to understand Japanese
恕 霊 盈 while also paying attentiolso m eantto give students霊o relationshipsperience in trie霊th m odern Japanese,age of classicaltexts

as research m aterials.
T he contentofthe classes is as follow s:

1.M odern language and classicallanguage
2.Basic gram m ar of classicaltexts
3.E xam ples of 19th century Japanese
4.E xam ples of 18th century Japanese
5.E xam ples of 17th century Japanese
6.T he basics of kanbun (C hinese classicalliterature)

テキス ト 自主教材 (プリント配布)
Texts P rints w illbe handed out by the instructor.

成横評価の方法 ▼出席、試験
Grading P olicy G rading w illbe based upon attendance and exam ination.

授業科 目 日本語古文特別洪習B
Course T itle A dvanced Japanese (C lassical)B

担当教官 多和田 薦一郎
Professor S.T aw ata

目 標
Aim s

早誉警官墓相 要叢露 営孟 点f摘 轟音夏芽k ゥ糟 .qE習を

Based upon w hat studentspractically learn about cla霊arnt in A dvanced Japanese A (C lassical),they w illcalJapanese texts.

内 容
Contents

望苦学書董誓警姦雪綿 眉題意きろ." 亨宅葺夏も誓究のための資料

(内容)

慧銅鐸 、謝腎聖高相棚 甜解、
T o course aim s to foster students practicalability to read and understand
Japanese classicaltexts.T ogether w ith this consideration w illalso be paid to the
problem s that occur w henD ealtw ith concretely are,M odern Japanese anc憲 ssicalJapanese texts as research m athers,the follow ing topics:Japanese,the gram m ar ofclassicalI…rials,nguage,

reading 19th century Japanese,reading 18th century Japanese,
reading 17th century Japanese,R eading C hinese classics.

テキス ト 自主教材 (プ リン ト配布 )
T exts Prints w illbe handed outby the instructor.

成績評価 の方法 出席 、試験
G rading Policy G rading w illbe based upon attendance and exam ination.
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授業科目 総合日本語上級A
Course Title C om prehensive A dvanced Japanese A

担当教官 田村 泰男
Professor Y .Tam ura

目 標
Aim s

掌轡 芋覧輿 望‡呈き警苛昌醍 音調 拍 触醐 轟警醗

TheJapa芸im ofthis course is to giveese,by practicing the Japa悪 ents a m ore natureadings of C hin霊 ability of expression incharacters,idiom s,

onom atopoeia and m im etic w ords.

内 容 1.漢字の訓読み

Contents 蘭 嘉蛋嘉島馳 句

1. K u n read ing s of K an ii2. So m e grou p s of K anji w h ich ha ve th e sam e K u n read in g

3. V ariou s m etaph oric exp ressions
g: i悪 霊 u sinu sin鍔 hy sical p hrasesn im als and p lan ts

6. 0 n om atop oeia an d m im etic w ord s

テ キ ス ト プ リ ン ト を 配 布 す る 。

T exts P rints a re h an d ed ou t d uring class.

成 績 評 価 の 方 法 テ ス ト、 出 席 、 宿 題

G rad ing P o licy G rad in g is b ased u po n tests, atten d an ce an d h om ew ork a ssign m ents.

授 業 科 目 総 合 日本 語 上 級 B

C ourse T itle C om p reh en siv e A d van ced J ap an ese B

担 当 教 官 中 川 正 弘

P ro fessor M .N aka gaw a

目 標

A im s

.只 否 撃 蒜 誉 定 義 努 爵 最 巨 撃 翫 紹 毒 雛 姦 宗 里 李 詩 を 日 本 人

T h e a im of th e cou rse is to let stu den ts get u sed to spellin g of senten ces in
Jap an ese an d d eepen th eir u n derstan ding of J ap anese by c om p ara tive an alysis of

Jap an ese as spo ken b y n ative sp ea kers an d th at sp oken b y th em selves.

内 容 自分 の 使 う 日本 籍 を は っ き り と 目に 見 え る 形 に す る た め に 、 毎 週 日本 詩 作

C onten ts 文 を提 出 して も ら う。 そ の 作 文 は 自分 の書 い た文 章 と 書 き 直 しが 客 観 的 に
対 照 しや す いよ うに ワー プ ロ縮 集 を して 返 す の で 、 自分 の 日本 帯 の 問題 点
を考 え る。 授 業 で は そ れ らの 日本 栢 作 文 か ら間違 っ て い る 文 、 あ る い は何
か 開国 が あ る文 を例 に選 び 、 時 に は何 通 りも あ る書 き 直 し方 や 関 連 す る さ
ま ざ まな 文 法 、 表 現 の 例 と比 較 しな が ら、 日本 人 の 日本 醇 が ど の よ うな 感
覚 、心 理 、 考 え 方 を土 台 と して い るか を分 析 し 、 さ ま ざ まな 文 体 的 事 象 に
つ いて 解 説 して い く。 前 期 は 日本 語 へ の載 訳 、要 約 を 多 く扱 う。

S tuden ts w i】I have to w rite short com positions each w eek, in ord er to clearly see the
Japanese thatthey use them selves.T hese com positions w illb e edited on a w ord p rocessor
and return ed to students in ord er to objectively contrast this w ith w h at they have w rittert
them selves,as a resu】t studen ts w ill have to get used to think about their ow n Japanese.
In class,in correct expressions from the com positions o r oth er issues w illbe selected and
related gram m ar and w ays to rew rite th e exp ressions w ill be exp lained and com pared w ith
sam ple exp ressions. A t the sam e tim e,w hat kind of percep tions, m en tatlty and w ays of
thinking form the basis of the Japanese of native speakers w illbe analyzed,and various
stylistic phenom en a w illb e explained.In th is class m uch atten tion w ill be paid to w n ting
explanatory com positions and reports.

テ キ ス ト 用 例 の プ リ ン ト を 毎 回 配 布 す る 。

T exts S am ple p rints w ilI b e h an ded o u t each w eek.

成 績 評 価 の 方 法 提 出 作 文 、 テ ス ト

G rad ing Po licy G rad in g is b ased u p on th e com p osition s h and ed in an d tests.
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授業科 目
C ourse T itle

総合 日本晴上級 C
C om prehensive A dvanced Japanese C

担 当教官 石原 浮也
J.IshiharaProfessor

目 標
A im s

The aim of this course are as follow s: 1)P ractice of listening and explaJapanese sounds as they appear in m ovies,2) Increase students'vocabugiving explanation aboutthe m eaning,and usage oflines by actors,3) Iunderstanding of ways of thinking by giving explanation w hy actors rejcertain w ay,4) increase students'Toiow Iedge oFJapanese culture throuftopics dealt w ith in the m ovies. TjnatioularyIncreiact ingh thi'>n ofbyase1ae

内容Contents ≡緒 雷雲禁芸芸芸豊 孟宗芸霊警夢誓芸子語
W eek 1-7:

A fter w atch ing N odo J im an , the classan d exp la nations of, q u estions ab out anan d b eh avior is con du cted . 冒illp r悪 it on ce m o re scene by scen eof the sou n d s, vo cab u lary

W eek 8-15:
A fter w atch ing Sh injuk u ', the class w ill w atch it on ce m ore san d exp lan atio ns of, q u estio ns ab o ut an d p ractice of the so unan d b eh av ior is con du cted . 昌en e b y scen es, vocab u lary

テ キ ス ト プ リ ン ト

T exts P rints are h an ded o ut d urin g class.

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . 授 業 態 度 . レ ポ ー ト な い し 試 験
G ra ding P olicy G rad ing is based up on atten d ance, pa rticipa tion in cla ss an d exa m .

授業科目 総合 日本語上級D
Course T itle C om prehensive A dvanced Japanese D

担当教官 田村 泰男
Y.T am uraProfessor

目 標
Aim s

貰昌招 .芸裏芸貢姦琵薫違開 琴訟軍閥 嘉誓冨欝蔓:i.暮描 憲

The course aim s by tprefixes,suffixes,to iand gain an understa遠 hinrov…idiom atic readings ofC hinese characters,synom ym s,students'Japanese language expression ability,f the subtle difference in the m eanings ofthose

expressions.

内 容Contents 満慧累減 触 蒜 現
1. C h in ese cha ra cters w ith sp ecial read in gs2. D ifferen t read in gs of C hinese chara cters d u e to cp nju gation al en d in gs3. C h in ese ch aracter idiom s w ith tw o d ifferent read ings4. Jap an ese ideograp h s 5 .R ed u plication 6 .S y non ym s7. L ang uag e u sed b y you ng peop le8. W o rd s of foreig n orig in (ga ira igo)9. P refixes an d su ffixes

テ キ ス ト プ リ ン ト を 配 布 す る 。

T exts P rin ts are h and ed ou t d u rin g class.

成 績 評 価 の 方 法 テ ス ト、 出 席 、 宿 題
G rad in g P olicy G rad in g is b ased u p on tests, attend an ce a nd h om ew o rk assig nm en ts.
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授業科 目
C ourse T itle

総合 日本語上級 E
C om prehensive A dvanced Japanese E

担 当教官 中川 正弘
Professor M .N akagaw a

目 標
A im s

島奇襲嘉苦琵轟努締 去巨輿 白裏 盆摘 益撃金 銅 李 詩 を日本人

T heJapaJapa≡憲 of the courseand deepen tas spoken by藍 letstudents getused to spellingunderstanding ofJapanese by cve speakers and that spoken t>y 憲 ntences inrative analysis ofselves.

内 容
C ontents

students w illnave to w rite snortcom positions eacn w eeit,in oraer to cieJapanese thatthey use them selves.These com positionsw illbe edited onprocessor and returned to studentsin order to objectively contrast this¥nave w ritten them selves,as a resultstudentsw illhave to getused to thirDw n Japanese.In class,incorrectexpressions from the com positions or obe selected and related gram m ar and w ays to rew rite the expressions w iand com pared w ith sam ple expressions.A tthe sam e tim e,whatkind of|m entality and ways of thinking form the basis ofthe Japanese ofnativebe analyzed,and various stylistic phenom ena willbe explained.In this clattention willbe paid to w riting explanatory com positionsand reports. 薯 .i

テキス ト 用例 のプ リン トを毎 回配布す る el
T exts Sam ple prints willbe handed outeach w eek.

成横評価の方法 提 出作文 、テス ト
G rading Policy G rading is based upon the com positions hand ed in and tests.

授業科 目 総合 日本籍上級 F
C ourse T itle C om prehensive A dvanced Japanese F

担 当教官 石原 浮也
J.IslnharaProfessor

教室 C lassroom K 308

目 標
A im s

莞 lJ掴 g . 班 、 y ^ tm ゥifw ¥z相 聞

The aim of this course are as follow s: 1) Practice oflistening and explJapanese sounds as they appear in m ovies,2) Increase students'vocabgiving explanation about the m eaning,and usage of lines by actors,3)understanding ofw ays ofthinking by giving explanation w hy actors recertain w ay,4) increase students'Tknow Iedge ofJapanese culture throuIonics dealtw ith in the m ovies. 三

内 容
C ontents

W eek lt7:
A fter w atching 'H asen no m arisu',the class w illw atch it oscene and explanations of,questions about and practice ofvocabulary and behavior is conducted.W eek 8-15: 詣e m ore scene bye sounds,

A fter w atchingexplanations ofbehavior is con藁 憲 doin',the class w iions aboutand pr'IIw atch itonce m ore scene by scene andactice of the sounds,vocabulary and

テキス ト プ リン ト
T exts P rints are handed outduring class.

成蹄評価 の方 法 出席 . 授業態度 . レポ T- トな いし試験
G rading Policy G rading is based upon attendance,participation in class and exam .
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・日本事情

授業 科 目 日本 の社会 .文化 A
C ou rse T itle Japanese Society and C ulture A

担 当教官 中失 礼美
P rofessor A .N akaya

目 標
A im s

昏宴警霊室 賢覧翫 慧芸里姦義 損 芸薫警 警獅 誓誓墾 措 讐

環 蓋 ofthis classsociety andlem s in Japa誓to give internationalstudents a better understanding ofulture through consideration of typicalsocialphenom enafrom sociological,bioethicaland pedagogical points of

view .

内容Contents 乱批 芸書% l
T h e class d iscu ssesW eek 1-2 :J ap an eseW eek 3-4 : "T h e cu 憲 b llow in g topics:gsters' lifestyle a ndof th e M id dle C lass職 o nap a苫0rk

W eek 5-6 : "G end er free'ー
W eek 7: M id -term ex am in ation
W eek 8-9 : B ioeth ics
昔 悪 壬0-123-14 … A spects of th e m od ern Jap a nese fa m ilyM o dern edu cation issu es an d ed u cation al refo rm

W eek 15 : E nd of term ex am in ation s

テ キ ス ト
T exts

轟 手 去 !ま 特 に な し 。 毎 回 の 授 業 テ ー マ に 沿 っ た 資 料 を コ ピ ー し て

N o use o f a tex tb ook . R esearch d ata w ill b e distrib uted each w eek .

成 頼 評 価 の 方 法 出 席 5 0 % 、 試 験 5 0 %

G rad in g P olicy G rad in g p olicy: A tten da nce 5 0% T ests 5 0 %

授業科 目 日本 の社会 . 文化 B
C ourse Title Japanese Society and C ulture B

担当教官 中失 礼美
Professor A .N akaya

目 標
A im s

摘 鍔 望軍賢頴 票等呈轟簸書 芸暮糟 誓鱒 奪開 墾 1iま

T he aim ofthis class is to give internationalstudents a better understanding ofJapanese society and C ulture through consideration oftypicalsocialphenom enaand problem s in Japan from sociological,pedagogicaland anthropologicalpointsofview .

内 容
Contents

接 監 孟 ㌫ 馬 . 観光が作 り出す文化

W eek 1-2:W hatis M edia? W eek 3-4:W hatis Sub-culture?
昔::臣毒‥6:Juvenile delinquency W ee9:W om en Studies and M en Stu旨7:M id-term examies

慧禦 盟 ucationalProblem se anthropology oftoduced by tourismfterm exam inationとSchoolrefusaurism :M echa忠 rom e,C ollapse ofclassesof tourism and C ulture

テキス ト
T exts

轟 亭 主 !ま特 にな し。毎回の授業テーマ に沿 った資料 をコ ピー して

N o use of a textbook.R esearch data w illbe distributed each w eek.

成梼評価 の方法 出席 50% 、試験 50%
G rading Policy G rading policy:A ttendance 50% T ests 50%

-78-



授業科 目 日本 の映像文化史 A
C ourse Title H istory ofJapanese C inem a A

担当教官 今 石 正人
Professor M .lm aislu

目 標
A im s

棋 堅蔓草牽鍋 蓋軍 書孟豆義軍謂 班 重量 聾壷轡 峯 を

T he anim e of H ayao M iyazaki stand outam ong the w orld ofJapanese anim ated
cartoons,w hich are presently gainingby w atching his w ork,students w illth監 監aise allover the w orliutJapanese culture,蕊霊 thisclass,them es,

scripts,characteristics and historicalbackground.

内 容
C ontents

歪露告脚 酔 堀 瀞 軌

A fter an introduction,students w illw atch,M iyazaki's tK aze no tanino N aushika
fま984),kkyuこA m azin'(193;?,芯 shiro R apurenaino guta)'(1986),uta'(1992),'孟鑑arino T otoro'(1988), 'M ajo noI w o sum aseba'(1995),'M ononoke

him e'(1997) and tSen to C hihiro no K am ikakushi'(ZOOl).
D uring the class,students w illalso read interview s w ith the director and discuss
his w ork.

テキ ス ト 上記作品 のビデ オ、ハ ン ドアウ ト
T exts H andouts

成績評価 の方法 出席 25% 、 クラス発言 25% 、 レポー ト 50%

G rading Policy G rading w illbe based upon attendance (25% ),participation in class (25% ) and
term paper (50% )

授業科 目 日本 の映像文化 史 B
Course T itle H istory ofJapanese C inem a B

担当教官 今 石 正人
P rofessor M .Im aishi

目 標
A im s

l聖 賢 ? 星 亨提要姦縞 諸 鮮 苔 畠蔓 畠蒜転萱 晶法 曹 文化 と .

T he objective ofthis class is to deepen students'understanding ofJapanese

culture and society in a broad sense,and transitions in fam ily relationships in a
narrow sense,by w atching a num ber ofpostw ar Japanese m ovies.

内 容
C ontents

J g j (1953), M Bm ¥& tf & ti ¥i ア S 馳 摺 …音芸

還 …class w illstartw ith an introduction,follow ed by wies,A kira K urosaw a's, 'Ikiru'(1952),Y asujiro O zuY oshim itsu M orita's,'K azoku G eem u'(1983),Y oji等窯 ng the follow ingokyo M onogatari'(lada's, 'M usuko'am孟9

M asayukiSuo's 'Shallw e D ance'.A fter w hich,they w illbe com pared.
D uring the class,eground of the era,悪 nations are given regarding postw ar history,the back-directors,them es,actors and the reactions by the public at

the tim e oftheir releadifferences and com mIfthe schedule allow s窪 discussion is expected by students regardis w ith their ow n country's types offam ilyr m ovies w illalso b e w atched. 臥

テ キス ト 上記作 品の ビデオ、ハン ドアウ ト
T exts H andouts

成績 評価 の方法 出席 25% 、 クラス発言 25 % 、 レポー ト 50%
G rading Policy G rading w illbe based upon attendance (25 % ),participation in class (25% )and

term paper (50% )
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授業科 目 日本の貿易 . 経済 A
C ourse T itle Japanese T rade and Econom y A

担当教官 長谷川 伸次
S.H asegaw aProfessor

目 標
A im s

晶査捕 寿讃曹皐昏挙警至 u 空 音1B 真鯛 腎宴賎 盲縞 宇薯 至

T o strenghten practicalknow ledge concerning Japan,by leknow ledge about the position thatJapan occupies in w orldstructure ofthe Japanese econom y. 等rning basicrade and the

内 容
C ontents

10傭 崩 F4酢 体1.
2.
3.
5.
6.
7.
8.
9.

i.ine nisiory ana present situation otI2.G lobalfood and energy problem and3.Shifts in w orld trade 4.T he hist5.T he character and organization of Ji6.T he reality and character ofJapanesproducts8.T he position ofJapanese internation:9.T he presentsituation and future ofJ0.T he enlargem entofim ports of finish一ne w orm s ana japantradeory of Japanese tradeipanese trade and ecoe im ports and exportd other countries andil finance and exchanapan's im ports of rayed Droducts 主.告population groim y>y region andn aterials

テキス ト 必要資料な ど適宜配布。参考書 な ど適 宜推煎。
T exts To be handed outduring class.

成績評価 の方法 試験 または レポー ト (出席点 も考慮 )
G rading Policy Exam or report (H ow ever attendance w illbe taken into accountas w ell)

授業科 目
C ourse T itle

日本の貿易 . 経済 B
Japanese T rade and E conom y B

担当教官 近藤 基隆
M .K ondoProfessor

目 標
A im s

:S *T 蝣」>o T o strengthen practicalknow ledge conceknow ledge about the position thatJapan occupiesofthe Japanese econom y. 詔 ・fcJapan byrid trade a轟 rning basicthe structure

内 容
C ontents

描 冊 数 賢 的推移 と産業 構造1.
2.
3.

.4.5.
6.

trade volum es

テキス ト 必要 資料 な ど適宜 配布 。参考書な ど適宜推薦 。
T exts T o be handed out during cーass.

成約 評価 の方法 試験 または レポー ト (出席点 も考慮 )
G rading Policy E xam or report(H ow ever attendance w illbe taken into account as w ell)
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授業科 目 日本の思 想 .哲 学 A
C ourse T itle Japanese T houghtand Philosophy A

担当教官 橋本 敬司
Professor K .H ashim oto

目 標
A im s

摘 宗萱鮎 管 掌空曹糟 夏鳥措 雪空讐 琶芝苦 言急晶巌 姦農し

てい くこと。
T he objective ofthis class is to have students form their ow n thoughts and
discover Japan and the Japanese,through m odern and historicalinvestigation of
Japanese thought and philosophy.

内 容
C ontents

締 警吏夏空纂管轟 瑠 重義そ主意裏 芸と歴 雪幣 暑姦春 宮空想 .

Students w illexam ine M ujokan,Shiseikan and B iishikiw hich have historically

顎 ported 」ikem ono芸e Japanese T houghtand P hilosophy,by readingatari'and so on. tH oujouki,

テキス ト 随時コ ピー を配布する。
Texts If necessary handouts w illbe given during class.

成横評価の方法 出席 とレポー ト
G rading Policy G rading is based upon attendance and a term paper.

授業科 目 日本の思想 . 哲学 B
C ourse T ite Japanese T houghtand Philosophy B

担 当教官 橋本 敬司
Professor K .H ashim oto

目 標
A im s

鏑 妥署鮎 開 き苦寒契 聖毒完増 望聖篭雷管言 畠晶最 姦農、

してい くこと。
T he objective ofthis class is to have students form their ow n thoughts and
discover Japan and the Japanese,through m odern and historicalinvestigation of
J叩anese thought and philosophy.

内 容
C ontents

溺 軍緋 空 調 畠も澗 縞 t̂ 摘 堅 持 鷲 ち 満 妄た

O n the basis of w hatstudents have learnt in the Japanese T hought and
Phiinv霊 iophyigate 孟 class,selecte thoughtan昌asesphil禁at have aophy of tだpeare Jap芸芸m odiese h詣n pathos andden behind it.

テキス ト 随時 コピー を配布す る。
T exts If necessary handouts w illbe given during class.

成梼評価の方法 出席 とレポー ト
G rading Policy G rading is based upon attendance and a term paper.
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・特定研究

授 業 科 目 日本 語 . 日本 文 化 特 別 研 究 I
C o urse T itle S pecific Stu dy of J ap an ese L angu age a n d C u lture I

担 当 教 官 中 川 正 弘 . 田 村 泰 男 . 石 原 浮 也
P rofessor M .N ak agaw a ・Y .T am u ra ・J .Ish ih ara

目 標
A im s

遠 清 措 甥 甑 誇 皆 曇 芸 よ き 買 駕 晶 迦 舞 姿 ワ妻 花 だ 空 曹 享 の

理 解 を 深 め る 。
T h e a im of th is cou rse ian d J apa n, an d to ob tai昌to learn ab ou t th e cu ltu re an d society a roun d H irosha h igh level k n ow led ge a n d ab ility of J ap an ese th rou誼 a

a series of lectu res, stu dy v isits an d pra ctices.

内 容Contents 漉 照 覧警酔 騨 義嘉義挙禦 摘 化
A s pa rt of the J ap an ese L angu ag e an d C u lture T raining P rog ra m , in a nu m b er of
…ectu res o n Jas con du cted tg an ese Ianincrease冨u ae e an d cu ltu re, research ad vice an d p ractical restu d en ts'u n d erstan d in g of cu ltu re, ind u stry an d so c冒:archety

in and arou nd H iroshim a a nd J ap an a s a w h ole.O rien ta tion ,P resen ta tion b y stu den ts of the stru ctu re of th eir resea rchJ ap an ese la ngu ag e an d cu lture sp ecia l lectu res I-V I, reg ion al research I町

P resen tation of research rep ort.

テ キ ス ト 必 要 に 応 じ て プ リ ン トを 配 布 。
T exts W h en d eem ed n ecessa ry p rints w ill b e h a nd ed ou t in class.

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . レ ポ ー ト . 宿 題
G rading P o licy A tten dan ce, repo rt an d h om e、vork

授業科 目 日本 語 . 日本文化 特別研 究 Ⅱ
C ourse Title Specific Study ofJapanese Language and Culture II

担当教官 中川 正弘 . 田村 泰男 . 石原 浮 也
Professor M .N akagaw a ・Y .T am ura * J.Ishihara

目 標
A im s

這護 完筆写糟 翫 すぎ吉雄 芸蒜歪 買縞 1a) 重要琴星走だ 雪糟 芸漂

解 を深める。
T he aim ofthis course jand Japan,and to obtai:孟to learn about the culture and society around H irosha high levelknow ledge and ability ofJapanese throu宗 a

a series oflectures,study visits and practices.

内 容
Contents

E= 轟慧 喜曇 憂芸描 露 拍 摘 畠最 轟真書買壷 具聖 徒

萱蓋嘉霊読 癖 窮 講義 V II- X II

研修 レポー ト要旨発表
A s part ofthe Japanese Language and C ulture T raining Program ,in a num ber of
lectures on Japanese language and culture,research advice and practicalresearchis conducted to increase students'understanding of culture,industry and society

in and around H iroshim a and Japan as a w hole.
O rientation
Presentation by students ofthe structure of their research paper
Japanese language and culture speciallectures V II-X II
regionalresearch V II-X II
Presentation ofresearch report

テキス ト 必要 に応 じてプ リン トを配布。
T exts W hen deem ed necessary prints w illbe handed out in class.

成梼評価 の方 法 出席 . レポー ト . 宿題
G rading Policy A ttendance,report and hom ew ork
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(霞キャンパス)
・初級レベル

授業科 目 日本拒入門 A . B
C ourse T itle Japanese for B eginners A ・B

担 当教官 渡辺 久美 . 下村 真理子
Professor K A Vatanabe 蝣M .Shim om ura

目 標
A im s

讐署長 篭賢さ蛸 島箪 雪空撃 堕禦 努晶勇 碧海蓋等 雪ぎ得 さ

The aim ofthis class is to give students practicalcom m unication skills and teach
them the vocabulary,expressions and setence patterns necessary in everyday life
and their studies.

内 容
C ontents

書情 景摘 摘 喜蕪 表裏 ど芸拍 晶 弼 瑠 警

In this class,the students w illlearn and practice necessary vocabulary.expressions

and sentence patterns used in various situationsbased upon situations and topics
they m ay encounter in everyday life.

テキ ス ト プ リン トを配布す る。
T exts Prints are handed outin class.

成績評価 の方法 出席 .- テ ス ト

G radi叩 Policy G rading isbased upon attendance and tests.

・中級レベル

授業科 目 総合 日本書き中級 A
C ourse T itle C om prehensive Interm ediate Japanese A

担当教官 渡部 清見
Professor H .W atanabe

目 標 . 日本詩で理解 し、考 え、表現でき る能 力を養 う。

A im s T he aim ofthe course is to foster the abilities to express,think and understand ln
Japanese.

内 容 い ろ.いろな形式の資料 (グラフ、 アンケー ト表、読 み物な ど) を蹟

C ontents 撫 灘 絹 胡 声芸言霊現 芸豊 笠 5;

By using various m aterials (graphs,practice reading and expressing thein class: 孟urveyiselves悪 reading m aterials) students w illfollow ing topics w illbe addressed

1.T ravel 2.Shopping 3.F estivals 4.G iving and receiving presents
5.M ass M edia

テキス ト
T exts

「トピックによる 日本晴総合故習 I 中野 曹 エー ネ ッ トワーク )

T opic niyoru N ihongo sougou enshu - chuukyuu zenki (3A N etw ork)

成横評価 の方法 出席状況 と平常点 、お よび期 末試験 による総合評価 。

G rading Policy G rading is based upon attendance,presence ofm ind during class and
a term paper.
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授業科 目 総合 日本語中級 B
C ourse Title C om prehensive Interm ediate Japanese B

担当教官 渡部 洛見
Professor H .W atanabe

目 標 日本箔 の平 易な文 章を読んで理解でき るようになる。
A im s T he objective ofthe course is to enable students to read sim ple sentences

in Japanese.

内 容
C ontents

銅 由畠警還 し享摘 要昌 書縞 巴孟宗皆讐票哲 描 雲 霞学舎 .< 。

E ach lesson,students wJapan in particular,to i監 read com paratively shortessays about the culture ofprove their practicalability,by review ing elem entary

levelgram m ar and through practices.

テキス ト r日本静 2nd stepj 自帝社
T exts N ihongo 2nd step, (hakuteisha)

成績評価の方法 出席状況 と平常点、および期末試験 による総合評価。
G rading Policy G rading is based upon attendance,presence ofm ind during class and

a term paper.

・上級レベル

授業科 目 総合 日本箔上級 A
C ourse T itle C om prehensive A dvanced Japanese A

担 当教官 下村 真理子
Professor M .Shim om ura

目 標 .
A im s

雪曹竿織 豊鮎 富賢 の聴解 力を向上させ るとともに、 日本文化 に

The aim of the course is to deepen studerand to im prove their listening com preheneveryday life. 霊 understanding of Japanese culturen skills of conversation used in

内 容
C ontents & <b fr U tb M 喜 成 … 童- .

Students w illw atch and listen to Japanese television program s.1.Beforehand,a question sheetabout the contentand vocabulary is handed

out,after w atching the program questions and answ ers regarding the story
and its characters are conducted.

2.Scripts are handed out,and w hile checking the vocabulary and content,
students w illlearn aboutspecific abbreviations,abbreviated w ords,changes
in pronunciation in conversations

3.A fter 、柑tching the program again,students w illgive their opinion.

テキス ト ビデ オ教材
T exts V ideo m aterials

成績評価 の方法 出席 、 レポー ト
G rading Policy G rading isbased upon attendance and a report.
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授業科 目 総合 日本語上級 B
C ourse Title C om prehensive A dvanced Japanese B

担当教官 下村 真理子
Professor M .Shim om ura

開設曜 日時限 木曜 日5l6時限
D ay and Tim e Thu 5-6

教室 医学部小会議室
C lassroom Sm allm eeting room ,Faculty ofM edicine

目 標 日本語の総合的能力を高める。
A im s T he aim ofthis course is to increase students'generalJapanese language ability.

内 容
C ontents ¥M fM ?,T」*$>7-v m <d M m . ・6 fc ^ t & ョ 5 一 言…ffl lt」)tf.ffi 」>蝣. Wif& ~h"E k ¥i/ - N ^ JH Sb -5 菖

A t the start ofthe class,students w illlearn aboutan aspectofgram m ar,after
w hich they w illpractice readingthatstudents w illconverse am on昌nd listening about a certain them e.T he aim iseachother during the class.

急.T he follow ing gram m ar audents know lede and the al昌pects areulity to ex昌ddressed to system aress subtle nuances だallyvar霊 pensituations:

- intransitive verbsand transitive verbs,causatives,passive tenes,synonym s
B .U sing new spaper artic一es and videos of interview s and educationalprogram s.
W hile increasing know ledge and understanding ofphenom ena in m odern society,
students willim prove their ability of expression,Iisteninsion.T hrough learning the readings ofC hinese characteand vocabulary,and w hile taking notes and answ ering tE and reading com prehen-s,idiom atic expressionse question sheets,

students w illget a better grasp ofthe content.

テキス ト
T exts

「里義菅禁詩文法演習ー ボイ スー」 (ス リーエーネ ッ トワー ク)

'M aterials are handed outin class.

成績評価の方法 出席、試験
G rading Policy G rading is based upon attendance and an exam ination.

-85-



3.時間割

A . 学部生、短期交換留 学生

日本語・日本事情　時間割(2002年度前期)

留学生センター(東広島キャンバス)

レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4
レベル 5

日 本 縛 日 本 事 情

月

曜

日

1

2

9 :00-

10 :3 0

3

4

10 :50-

1 2:2 0

日本稀初級 ⅡA

石原 (K2 14)

日本椅 中級 ⅢD

田村 (K2 16)

5

6

3 : 0-

14 :40

椛 霊 特別

7

8

5 :0 0-

16 :30

日本挿 中級 I D

石原 (K 115)

日本栢聴解特別
淳夏 鳥2 14)

火

BS

日

1

2

9 :00 -

10 :30

3

4

10 :5 0ー

12 :20

日本籍初級 ⅡB

松崎 (K 20 9)

5

6

13 :10-

14 :40

星至 の映像文化

今石 (K 2 13

7

8

5 :0 0-

16‥30

日本韓裏現特別
演習 A
浮 EB (K 1 15

水

us

日

1

2

9 :00-

0 :30

日本の貿易 .軽
質会川 (K 10 9)

3

4

0 :50 -

12 :20

日本の思想 .哲
学 A
橋本 (K 20 9)

5

6

13 :10 -

11こ4 0

日本縛初級 Ⅱ C

渡部 (K 209)

日本椅 中級 ⅡF

坂田 (K 30 8)

7

8

15 :00-

1 6 :3 0

日本縛中級 I F

渡部 (K 30 8)

木

S3

日

1

2

9 :0 0-

10‥30

日本の社会 .文
堰 (K 10 9)

3

4

10 :50-

12 :20

日本繕 中級 Ⅱ E

田村 (K2 03)

日本栢古文特別
浜習 A
多和田 CK2 09)

5

6

3 : 0-

4 :40

日本縛 中級 I E

浮田 (K 11 5)

7

8

15 :00-

16 :30
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B . 研究生、大学院生、 (客員研究員)

日本語・日本事情　時間割(2002年度前期)
留学生センター(東広島キャンパス)

レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4
レベル 5

日.本 醇 日 本 事 情

月

曜

日

1

2

9:00一

10:30

3

4

10 :50-

12:20

棉 肝

玉岡 K113)

5

6

13:10一

14:40

日本栢入門B

山中(K216)

翫 霊

7

8

15:00→

16:30

日本締中蔽 I D

石原 (K115

火

曜

日

1

2

9 :00ー

10:30

3

4

10:50-

12:20

讐鑑 芸

5

6

3: 0-

14:40

警鮎 霊 ; 日本の映像文化
史 A
今石 (K213)

7

8

15:00-

16:30

翫 芸96;

水

曜

日

1

2

9:00-

10:30

日本の貿易 .経
鮎 川 (K109)

3

4

10:50-

12:20

日本賄入門A

渡辺(K211)

堅蕪 PX芸冨 苫鑑 冒 彊 の思想 .管

橋本(K209)

5

6

13:10-

14 :40

7

8

15:00-

16:30

日本晴中級 I F

渡部 (K308)

木

IS

日

1

2

9:00-

10 :30

日本の社会 .文
堰 (K109)

3

4

10:50-

12:20

5

6

3: 0-

14:40

日本相中蔽 l E

浮田 a n 5)

午 二∵

7

8

15:00-

16:30

舘 肝 叩

中川 (K 115
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日本語・日本事情　時間割(2002年度前期)

留学生センター(虎キャンパス)

日本醇初蔽 日本縛中級 日本柑上級

月

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

3
4

10 :50ー
12 :20

総合 日本持 中破A
(渡部)

5
6

3 : 0-
14 :40

7
8

5 :00-
16 :30

火

曜

日

1
2

9 :00-
0 :30

3
4

10:50-
12:20

日本持入門A
(渡辺)

5
6

13:10-
14:40

7
8

5:00-
16:30

水

曜

日

1
2

9:00-
0 :30

3
4

0 :50-
12:20

5
6

13 :10-
14 :40

7
8

5 :00-
16 :30

木

曜

日

1
2

9 :00ー
0 :30

3
4

0 :50-
2 :20

日本甜入門 B
(下村 )

5
6

13 :10ー
4 :40

醐 棚 上級A

7
8

15 :00-
16 :30

金

曜

日

1
2

9 :00-
10 -30

3
4

0 :50-
12 :20

5
6

13 :10-
14 ‥40

7
8

5 :00-
16:30
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A . 学部生、短期交換留学生

日本語・日本事情　時間割(2002年度後期)
留学生センター(東広島キャンパス)

レベ ル 1 レベ ル 2 レベ ル 3 レベ ル 4
レベ ル 5

日 本 静 日 本 事 情

月

1

2

9 :0 0-

0 :30

3 10 :50- 日本 縛 初級 I D 日本 縛 初 級 ⅡA 日本 辞 中級 ⅡA

曜

日

4 12 :20 山中 (K Z1 7) 石 原 G U I5) 田 村 (K 2 14

5

6

13 :10-

14 :40

醗 霊 特 別

7

8

15 :00 -

6 :30

日本 相 中 蔽 I A

石原 cm 5)

択 芸 雷 特 別

火

曜

日

1

2

9‥00l

10 :30

3

4

0 :50 -

2 :20

日本 栢 初 級 Ⅱ B

松 崎 (K 2 I7)

5

6

13 :10 -

14 :4 0

日本縛 初 級 I C

下 村 (L2 06)

日本 の 映 像 文 化
史 B .
今 石 (K 2 13

7

8

15 :00ー

16 :3 0

晶 毒管 衷 耶 別

浮 田 (K 116)

水

曜

日

1

2

9 :00-

10 :3 0

日本晴 初 版 I E

ク ')-ク(K 308 )

日本 の 貿 易 . 経
莞 晶 (K U 3)

3

4

10 :50 -

12 :2 0

日本晴 初 級 I B

渡 部 (M l6)

日本 の 思 想 . 管
学 B
橋 本 (K 1 09

5

6

3 : 0 -

4 :4 0

日本 籍 初 級 Ⅱ C

渡 部 (K 20 9)

日本 醇 中級 Ⅱ C

坂 田 (K 308 )

7

8

15 :00 -

16 :3 0

日本 相 中 蔽 I C

渡 部 (K 30 8)

木

曜

日

1

2

9 :00-

10 :3 0

日本 栢 初 駁 l E

ク ')-ケ(K3 08 )

日本 の 社 会 . 文
堰 (K 1 13)

3

4

10 :50-

12 :2 0

日本 繕 初 駁 I A

堀 田 (L 20 7)

日本 絹 中萩 Ⅱ B

田村 (L 107)

晶 毒 管 古 文 特 別

多和 田 (K 114)

5

6

13 :10-

14 :4 0

日本 繕 中級 l B

浮 田 K 2 14

7

8

15 :00-

1 6 :30
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B . 研 究生 、大学院生、 (客員研究員 )

日本詩・日本事情　時間割(2002年度後期)
留学生センター(東広島キャンパス)

レベル 1 レベル 2 レベル3 レベル4
レベル5

日 本 栢 日 本 事 情

月

曜

日

1

2

9:00一

10:30

3

4

0:50-

12:20

瑚 P l

玉岡 (K216)

5

6

13こ10一

14‥40

日本栢入門B

山中(K214)

射 芸冨

7

8

15:00-

16:30

日本栢中級l A

石原 (K115

火

曜

日

1

2

9:00-

10:30

3

4

0 :50-

12:20

警鑑 88;

5

6

13:10-

14:40

警配 荒19号 日本の映像文化
5C B
今石 (KZ13

7

8

15:00-

16:30

鮎 巳木精

深見(K215)

」..---; ._・;;

水

曜

日

1

2

9‥00-

10 :30

日本の貿易 . 耗
淫晶(K113)

3

4

10:50-

12:20

日本縛入門A

渡辺(K209

軋 票 慧航 慧 日本の思想 . 哲
蒜葺(K109)

5

6

3: 0-

14:40

7

8

5:00ー

16:30

日本栢中級 I C

渡部(K308)

木

曜

日

1

2

9 :00一

10:30

日本の社会 .文
堰 (XI13)

3

4

0:50-

12こ20

5

6

13:10-

14:40

日本繕中級 I B

浮田(M l4)

7

8

15:00一

16:30

午 二∵

-90-



日本語・日本事情　時間割(2002年度後期)

留学生センター(蕨キャンパス)

日本 醇 初 級 日本 栢 中 級 日本 籍 上 扱

月

ォ

日

1
2

9:00-
10:30

3
4

10 :50-
12 :20

総 合 日本 陣 中 故 B
(渡 部 )

5
6

13 : 0-
14 :40

7
8

15 :00-
16 :30

火

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

3
4

10 :50-
12 :20

日本 晴 入 門 A
(渡 辺 )

5
6

3 : 0-
14 :40

7
8

15 :00-
16 :30

水

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

3
4

10 :50一
12 :20

5
6

13 :10-
14 :40

7
8

15 :00ー
16 :30

木

曜

日

1
2

9 :00ー
10 :30

3
.4

10 :50-
12 :20

日本 晴 入 PI B
(下 村 )

5
6

3 : 0ー
14 :40

醐 木 綿 上 級 B

7
8

15 :00-
16:30

金

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

3
4

10 :50-
12:20

5
6

13 : 0-
14 :40

7
8

5:00ー
16:30
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日本語研修コース

[修了者]

mi 】t:辛

第 3 4 期 生 名 簿 (2 0 0 2 年 4 月 -2 0 0 2 年 9 月) [ 9 人 ]

氏 名 呼 び 名 I+l r? 専 攻 大 学

V elazquez P iedras C esar Isaac セ サ ノ メ キ シ コ 人 文 科 、広 島 大 、

W ong ,T sz L ine ウ オ イ ギ リ 教 育 心 理 、広 島 大 虐

A lcantara G uarduno M art ha E lena マ ル タ メ キ シ コ 環 境 工 、広 島 大 、

K eaw kaika,Som chai ソ ム チ ャ イ タ イ 企 業 製 造 工 、広 島 大 、

H ua.N goc P huc ゴ クベ ト ナ 海 洋 生 物 生 産 、広 島 大 子

N ikfariam L aleh ラ レ イ ラ ン 免 疫 広 島 大 、

O ral,O sm an オ ス マ 、 ト ル コ u ,j; 山 山 口 大 学

m etuchl,N eiraibelas Polloi ニ ラ イ パ フ 社 会 科 Jg 山 口 大 Jg

H oque,M oham m ad Jiaul ホ ケ バ ン グ ラデ シ ュ 負 iJI U

[修了者]
第35期生名簿(2002年10月　-2003年3月) [15人]

氏 名 呼 び 名 [ii l,7 専 攻 大 学

ran,T hiV an A nn バ ン ア 、ベ ト ナ 金 融 広 島 大

M oham m ad D okhi ド キ イ ン ドネ シ 数 広 島 大

B rydun,A ndreiV iktorovich ア ン ド ロ シ 医 広 島 大

H izon,A m elia Belarm ino ア メ リ フ イ リ ピ 、環 境 化 、広 島 大 、

Bah,A lpha M am adou ア ル フ ァギ ニ 数理 . 情報科 、広 島 大. 、

Zaw W in ゾ ー ウ イ 、ミ ヤ ン マ 生 ▼産 工 Jg 広 島 大 、

K uczynskiT om asz M arian ト マ ポ ー ラ ン ド国 際 経 済 、広島経済大Jg

Son,Seon A (孫 善蛾) ソ ン大 韓 民 玉日 本 .語 教 目広 島 大 、

Lim ,Seung Ju (林 勝珠) リ ム大 韓 民 社 会 科 数 日広 島 大 、

M w agesha,G riffin M asaw e ム ワ ゲ シ ャケ ニ 理 科 教 日広 島 大. 、

K ahi,H ellen Kahenda へ レ ケ ニ 化学 .理科教円広 島 大 Ay

G uo,Jian H ang (郭 建航) カ クケ ニ 比 較 教 育 、広 島 大

Paran,Shirley Zam ora シ ヤ ー リ フ イ リ ピ 、数 学 教 日島 根 大 、

Santillan Franco,Jesus ヘ ス メ キ シ コ教 育 心 島 根 大 、

Penayo Roias,Lizzie G nselda リ ズ イパ ラ グ ア イ英 語 教 日島 根 大 JP
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第34期(2002年4月　-2002年9月)予定表

期 日 行事 / 拭 旗等 特 別研 究指 導 備考

4 / 8 - 4 / 12 4 / 9 火 ) 4 / 9 火 )

l l:0 0 オ リエ ンテ - シ ヨ(K 3 0 8 ) 1 4 :0 0 ホス トフ アミ リI 案 内(K 30 8

4 / 9 火 ) 4 / 1 3 (土 )

13 :30 開講 式(教育 学 部第 3 .第 4 会 鵠

室)

東広 島市 オ リエ ンテ ンテ - シ ヨンパ ス ツア -

4 / 1 5 - 4 / 19 4 / 15 -1 6 -1 7 (月 . 火 . 水)

9 :0 0 - 9 :4 5 コ ン ビユ I タ- 補 習会

4 / 2 2 ー 4 / 2 6 4 / 2 6 (金) 4 / 2 6 金 )

広 島市 4 :3 0 ホス トファ ミ リー対 面式

4 / 2 9 - 5 / 3 4 / 2 9 月) 公 休 日

5 / 3 (金) 公休 日

5 / 6 ー 5 / 10 5 / 6 (月) 公 休 日

5 / l l (土 ) 防災訓 練

5 / 1 3 - 5 / 17 5 / 1 6 (木 ) 第 1 回試験 5 X 14 (火 9 :0 0 - 1 0 :0 0 健康 診 断 (男性 )

5 / 1 5 水 ) 9 :0 0 - 1 0 :0 0 健 康珍 斯 く女性 )

5 / 20 - 5 / 2 4 5 / 2 4 金)

宮 島

5 / 2 7 - 5 / 3 1

6 / 3 - 6 / 7

6 / 10 - 6 / 14 6 / 13 (木 ) 「専 門用語 解説 」 開始

6 / 1 7 - 6 / 2 1 6 / 18 (火 ) 第 2 回試 験

6 / 24 - 6 / 2 8

7 / 1 - 7 / 5

7 / 8 - 7 / 12 7 / 1 2 (金)

マ ツ ダ

7 / 1 5 - 7 / 19 7 / 18 (木 ) 第 3 回試 験

7 / 2 2 - 7 / 2 6

7 / 2 9 - 7 / 3 1

、 Lt,一連扱 Ji‥式各払鋪 き…旨十 一.1 .

一 芸拒鵜竜;ゞ鵠 :汚せ;岩城 藷烹騨 讃、雛 雄 蕊 軍楽 薄 瀬 音

9 / 2 - 9 / 6 9 / 5 (木 ) 第 4 回試 験

9 / 6 (金 ) 特 別 講義

9 / 9 - 9 / l l 9 / 9 -10 -l l (月 . 火 I 火 ) 特 別 講義

9 / 1 3 (金 )

1 3 :0 0 成 果 発表 会 (教 育学 部第 3 l第 4

会富義宝)

1 5 :0 0 修 了 式 (同 上)
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第35期(2002年10月　-2003年2月)予定表

m u 行事/ 試験等 見学 (総合演習) 備考

10 / 8ー10 / l l 10 / 8 (火) 1 0 / 8 (火)

l l :0 0オ リエ ンテーション(K 30 8 )

1 3 :3 0開講式(教育学部第3 l4 会m 皇)

10 / 10 -l l (木 .金)

1 6 : 5 0 - 1 7 :3 5 コンピューター講習会

1 4 :0 0ホス トファミリー案内(K 3 0 8 )

10 / 14 - 10 / 18 10 / 18 (金) 1 0 / 1 4 (月) 公休 日

広島市 10 / 1 8 (負)

4 :30 ホス トフ7 ミリ- 対面式

1 0 / 2 1 - 1 0 / 2 5 10 / 2 6 土)

東広島市オ リエンテーションバスツアー

10 / 2 8 - l l/ 1

l l/ 4 ー1 1/ 8 l l / 4 (月) 公休 日

l l / 5 (木) 創立t己念 日

l l / 9 (土) 国際交流会館防災訓練

l l/ l l - l l/ 1 5 l l / 14 (木) 第 1 回試験 l l/ 1 5 (金)

宮島

l l/ 1 8ー1 1/ 2 2 ー1 / 2 3 土) 公休日

l l/ 2 5 - l l/ 2 9

12 / 2 - 1 2 / 6

1 2/ 9 - 1 2 / 13 1 2 / 1 2 (木) r専門用語解説」開始

1 2 / 16 - 1 2 / 2 0 1 2 / 1 9 (木) 第 2 回試験

,、l{ニュー

1 2 / 2 4 - 1 * ft * 瀞 譜 鵠 宣

1 / 8 - 1/ 10

蝣1 / 13 - 1/ 1 7 1/ 17 (金)

マツダ

1 / 13 (月) 公休 日

1 / 20 - 1/ 24

1 / 2 7 - 1/ 3 1 1/ 3 0 (木) 第 3 回試験

2 / 3 - 2 / 7

2 / 10 - 2 / 1 4 2 / 1 1 火) 公休 日

2 / ー7 - 2 / 2 1 2 / 2 0 (木) 第4 回-d 験

2 / 2 1 (金) 特別講義

2 / 2 4 ー2/ 2 8 2 / 2 4 (月) - 2 7 (木) 特別害兼義

2 / 2 8 (金)

1 3 :0 0 成果発表会(教育学部第3 .4会捕

皇)

1 5 :0 0修了式 (" )
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講師一覧

第34期(2002年4月-2002年9月)

専任　　浮田三郎　グリーク・リークレ　玉岡賀津夫　多和田真一郎

中川正弘　深見兼孝

非常勤　今石正人　尾形典子　茅本百合子　桑原陽子　佐藤道雄

[専門用語解説]

岡田光正(工学部)　小南思郎(総合科学部)　小原友行(教育学部)　鈴木寛一
(生物生産学部)　ティーキヤンへ-ン(経済学部)　長沼毅(生物生産学部)

沼本克明(教育学部)　松見法男(教育学部)　矢野泉(生物生産学部)

第35期(2002年10月　-2003年2月)

専任　　浮田三郎　グリーク・リークレ　玉岡賀津夫　多和田其一郎

中川正弘　深見兼孝

非常勤　今石正人　尾形典子　茅本百合子　桑原陽子　佐藤道雄

[専門用語解説]

朝倉浮(教育学部) 、片上宗二(教育学部)　佐藤尚子(教育学部)　柴雅和(工
学部)　新宮哲司(医学部)　千田隆(経済学部)　高橋勝彦(工学部)　田中春
彦(教育学部)　蔦岡孝則(教育学部)　ティーキヤンへ-ン(経済学部)　藤越
康祝(理学部)　横溝紳一郎(教育学部)
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第17期(2001-2002)

日本語・日本文化研修プログラム
石原淳也

<プログラム概要>

本プログラムは、本留学生センターで受け入れる大使館推薦による「日本語・日本文化

研修プログラム」研修留学生を中心に、部局間協定に基づき教育学部で受け入れられてい

る「日本語・日本文化研修プログラム」研修留学生を加えて運営されている。

98年度(第14期)から01年度(第17期)前期までは従来の体制に倣い、 (1)全学

の留学生向けに「日本語・日本事情」で開設されているクラスから選択履修する「日本語

研修」、 (2)学内外の講師による特別講義および文化施設・文化財等の見学からなる「日

本語・日本文化特別講義見学プログラム」、そして(3)指導教官のもとでの「個別指導お

よび課頗研究」から構成されていたが、 01年度(第17期)後期からは(2) 「日本語・日

本文化特別講義見学プログラム」を「日本語・日本文化特別研究I,II」・としてプログラム

コーディネーター石原に加え、中川、田村両教官を授業担当者として、内容の更なる充実

を図ることになった。

また、研修生は「個別指導および課題研究」での研究経過を「日本語・日本文化特別研

究I,II」の時間中に構想発表および中間発表として発表するとともに.修了式の前に行わ

れる研修成果発表会においてその研究の成果を発表する。また、指導教官と留学生センタ

ーにレポートを提出し、留学生センターではこれらをまとめて研修レポート集として刊行

している。

<受け入れ学生の概要>

第17期の研修留学生の出身国、男女比の構成は次の通りであった(括弧内は、うち部

局間協定に基づく教育学部受け入れ人数。)0

男子3　女子10 (3)

出身国

インドネシア2、韓国2、トルコ1、ニュージーランド3 (2)、ポーランド1、ロシア1、

スログァキア1、中国1 (1)

<特別講義等>

平成13年度後期および、平成14年度前期に実施された01年度(第17期)日本文化特
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別講義・見学プログラム、および、その他の行事は、以下の通りである。

2001年

10月10　日(水)プレイスメントテスト、日本語・日本文化研修プログラムオリエンテー

ション

10月12日(金)開講式、オリエンテーション

10月20日(土)西条オリエンテーションバスツアー

10月26日(金)広島見学&ホストファミリー対面式

11月3日(土) ～4日(日)江田島ジャンボリー

11月9日(金)特別講義「日本語学入門」 (留学生センター石原講師)

11月16日(金)宮島見学

11月30日(金)特別講義「日本語学入門」 (留学生センター石原講師)

12月7日(金)特別講義「観光開発と教育」 (留学生センター中矢講師)

12月14日(金)特別講義「日本文化概論」 (留学生センター石原講師)

2002年

1月18日(金)特別講義「日本の政治と経済」 (留学生センター石原講師)

1月25日(金)マツダ見学

2月1日(金)特別講義「沖縄の文化」 (留学生センター多和田教授)

2月8日(金)特別講義「日本研究入門」 (留学生センターグリーク講師)

3月14日(木)、 15日(金)特別講義「しまなみ・瀬戸内地域見学旅行」

以下「日本語・日本文化特別研究II」として

4月19日

4月26日

5月10日

5月17日

5月24日

5月　31日

(金)オリエンテーション

(金)広島見学

(金)研修レポート構想発表

(金)特別講義「オタク文化」 (留学生センター石原講師)

(金)特別講義「日本語と文体I」 (留学生センター中川教授)

(金)、 6月1日(土)特別講義「古代日本文化と山陰の歴史(松江・出雲見学

旅行)」 (留学生センター石原講師)

6月7日(金)特別講義「現代日本語の語尭I」 (留学生センター田村助教授)

6月14日(金)特別講義「現代日本語の語桑II」 (留学生センター田村助叡授)

6月21日(金)特別講義「日本のアニメ文化」 (留学生センター石原講師)

6月28日(金)福山見学　対潮楼など
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7月5日

7月12日

7月19日

7月26日

8月30日

9月9日

(金)レポート作成

(金)レポート作成

(金)特別講義　「日本語と文体II」 (留学生センター中川教授)

(金)レポート作成

(金)レポート提出締め切り

(金)レポート発表会、修了式
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平成14年度(2002年度)広島大学留学生センター指導部門活動報告

および広島大学留学生支援調査の概要的な結果報告

広島大学留学生センター指導部門

教　授　玉岡　賀津雄

講　師　　中失　礼美

1.指導部門の業務要約

広島大学留学生センター指導部門は,教授1名(玉岡賀津雄)と講師1名(中失礼美)の2名の

専任教官から構成されている. 1998年以降に行ってきた業務を, 2002年現在で要約すると以

下のようになる.

1. 1留学生のためのオリエンテーション

留学生の生活上の指導・助言を効率よく行うために,約40日間に渡る9つのステップから

なる健康管理や防災を含むオリエンテーションを作成し,実施してきた. ①ボランティア・チ

ューターの募集, ②ボランティア・チューターのためのオリエンテーション　　東広島駅-

の出迎えおよび渡日時オリエンテーション(外国人登録や健康保険など) , ④生活オリエンテー

ション(家賃の支払い,ゴミの出し九電話の使用,郵便物の受け取り,長期の不在など), ⑤

全学留学生のためのオリエンテーション(新しく広島大学に入学してきた留学生のための全学

規模のオリエンテーション), ⑥日本語研修コースのオリエンテーション(日本語研修コース履

修者のみを対象に日本語教育担当者が行う), ⑦東広島市オリエンテーション・バスツアー,

⑧健康管理オリエンテーション, ⑨消防・防犯オリエンテーションである.なお, 2003年度前

期からは,さらに中央図書館との連携により,図書のコンピュータ検索などを含む図書館利用

オリエンテーションを行うことにしている(日本括研修生は2003年4月17日の予定).

1.2　留学生支援調査

留学生支援調査によって,留学生の実態を把握し,フィードバックするシステムを確立した.

、 2001年度(平成13年度)前期より,広島大学留学生全員を対象とした満足度調査を実施してい

.る.質問紙には自由記述柵を設けて,そこに問題や不満な点を記述してもらい,留学生センタ

ーの指導部門からの直接の対応を希望する場合には,名前・電話・メールを記載することをお

願いした.そして,指導部門はこれらすべての留学生に,電話・メール・面接で対応した.こ

れは,臨床心理学では「スクリーニング」と呼ばれる手法であり,すべての留学生から問題の
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ある留学生を抽出して対応するという方法である.

1. 3留学生支援のためのボランティア

広島大学に所属する学生・大学院生・研究生が,有償・無償のチューターとして新渡日留学

生を助けたり,会話パートナーとして互いに語学を教えあったりしながら,国際交流活動を行

うためのボランティア制度を1998年6月に発足させた.考の後,ボランティア間のコミュニ

ケーションの手段として,インターネットによる連絡網を作り,円滑かつ効率のよいコミュニ

ケーションを図るようにした.現在の登録者数は400名にまで達している.留学生側から働き

かけるボランティア制度を2001年より確立した.広島大学の全留学生にボランティア希望を

問う質問紙を配布し,ボランティア活動の内容をデータベース化して検索できるようにした.

2002年度は, 156名の留学生がボランティアに登録した.この情報は,教育委員会,地域住民

の国際交流活動,県および市町村の国際交流企画,日本および韓国の放送局の国際交流企画な

どに利用されている.

1. 4留学生支援のためのボランティア

外国人留学生と日本人学生等との交流の推進の一貫として,江田島青年の家で2泊3日の国

際交流活動を過去4回行った.考の内の1回は,全国の青年の集いであり,北海道から九州ま

でさまざまな団体が参加して国際交流を行った.ただし, 2002年度は,江田島青年の家の企画

の変更により実施しなかった.

1. 5広島地域留学生団体育成支援協義会

広島地域の大学関係者などが集まって作っている広島地域留学生団体育成支援協議会の構

成員として,広島県留学生会の支援,広島地域の国際交流の推進,日本での就職についてのガ

イダンス,広島地域進学説明および相談会,留学生関連の諸問題の議論などを行ってきた.

1. 6留学生センター指導郎門のホームページ

留学生センターのホームページの中に2つのセクションを設置した.一つは,留学生の学習

と生活のための情報であり,大学,健康管理,医療関係などが日本語と英語で網羅されている.

もう-つは,広島地域のホームページであるが,これにはr保証人を無くす制度」の一環とし

て,その説明はもちろんのこと,指導教官が記入する書類なども各コンピュータでダウンロー

ドして印刷できるようにした.

1. 7指導教官-の情報提供

「チューター制度の活用」, 「保証人なしでアパートを借りる制度の活用」, 「各種保険-の
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加入」, 「学内の留学生指導・相談体制の活用」, 「留学生の宗教・思想・信条の尊重」など指導

教官のための留学生指導に関する最重要情報を10項目にまとめて,全学の教官に配布した・

また,ホームページでも新着情報として公開している.

1.8キャンパスライフ・ガイドの更新の印刷

留学生対象のオリエンテーションで使用する『広島大学留学生キャンパスライフ・ガイド』

(第2版)を2000年4月に全面的に改訂し,さらに, 2001年4月に第3版の英語版を作成した.

1.9学生チューターガイドの更新と印刷

留学生だけでなく日本人チューター-のオリエンテーションの拡充を図るため, 『学生チュ

ーターガイKJ第1版を2000年10月に,改訂版の第2版を2001年11月に作成し全学に配布

した.

1. 10留学生のための心理相談

玉岡は毎週火曜日の13時から16時までの3時間,中矢は毎週木曜日の12時から16時まで

の4時間,留学生相談の時間を設けている.また,臨床心理士の資格をもつ非常勤の心理相談

負(山崎理央)が,毎週水曜曜日の12時から14時までの4時間,留学生の心理的な面の相談に

あたっている.専任教官の2名は,留学生の「ひきこもり」など精神面のケアについては,留

学生および導教官と面接し,必要に応じて留学生課と交渉して,有償チューターをつけるなど

の対応を取ってきた.留学生による交通事故,無免許運転万引きなどの閏月副こは,警察との

連絡,大学内での対応,そして必要に応じたカウンセリングなどを行ってきた.

i.ii r保証人を無くす制度」の推進

住環境の改善のた桝こ, r保私人を無くす制度」を広島地域モデル事業の一貫として不動産

や家主-の呼びかけなどを推進してきた.

1. 12携帯電話についての情報提供

携帯電話の需要が高まっているため,契約時に必要なもの,保証人なしでも契約ができる生

協のAUについての情報,またショップを紹介したパンフレット(日本罷・英羅)を作成した.

1. 13国際交流パーティーの企画・実施への参加

2001年と2002年の2回,広島大学学長主催の外国人留学生懇親会のアトラクションの企画

および司会を務めた.今年は, 2002年11月11日に実施した.
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1. 14学内の留学生専門教官等の連絡会

留学生センターとともに留学生の相談・指導に関わる各部局の留学生専門教育教官,保健管

理センターとのネットワークを構築するために,連絡会を開催している. 2000年までは月1

回の情報交換, 2001年度からは前期後期各1回程度,相談業務の内容,問題に対する対処法に

関する報告などを行っている.

1. 15緊急医療の英衝通訳ボランティア

日本籍が堪能でない留学生が緊急に病院に行く場合に,病院での手当てや意思疎通を潤滑に

行う手助けをするボランティアが必要とされているた吟,ボランティアを募り,保健管理セン

ターと留学生センターが窓口となって留学生の緊急医療支援を行っている.

2.平成14年度の指導部門活動報告

指導部門の日常的な指導・助音活動の業務などを除いて,主にオリエンテーションを中心と

した指導部門の平成14年度の活動は以下のようなものであった.なお, 2∝)0年度より7段階

からなるオリエンテーションを約1カ月に渡り実施している.

2. 1平成14年度前期の活動

平成14年度の留学生受け入れのための準備は,平成13年度の3月から始まっている.

3月上旬-ボランティア・チューターの募集

平成10年6月の国際交流ボランティア制度の発足(詳細は,玉岡, 1999bを参照)以来, Eメ

ールでボランティア・チューターを募集している.とりわけ,日本冨所粁修生の多くは日本語が

まだ不十分なため,英語でコミュニケーションを図ることになる.特に,アジア圏からの留学

生の多くが英語を話すことができるので,英語のできるボランティアが必要である.

3月28日(木)-ボランティア・チューターのためのオリエンテーション

国際交流ボランティアの希望者から選ばれたボランティア・ ・チューターのために,留学生の

外国人登録,銀行口座,ガス・電気,電話,各種保険,健康診断,一時帰国,アルバイト(資

格外活動)などについて,オリエンテーションを2時間に渡って行った.つまり,ボランティ

ア・チューターに,書類惟成,生活上の諸注意など留学生が直面する多様な間層を知っておい

てもらうためのオリエンテーションである.これによって,各ボランティア・チューターが留

学生の質問に答えられるように準備しておくことができる.大まかなアウトラインを説明した

後,ボランティア・チューターの希望に基づいて自分達で,どの留学生のチューターになるか

を決めてもらった.
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4月2日(月)～4月10日(水)一新渡日留学生の出迎えとオリエンテーション

国際交流ボランティアのチューターと共に∬東広島駅で留学生を迎えた.その日のうちに

外国人登録や国民健康保険など基本的な書類を作成し,今後のスケジュール,国際交流会館周

辺の交通機関,病院警察,市役所,スーパー,レストランなど,すぐに必要と思われる情報

について基本的なオリエンテーションを行った.その際,広島大学留学生センター発行の『広

島大学留学生キャンパスライフ・ガイド』 (第2版)を配布した.

4月8日(月)-国際交流会館生活オリエンテーション

日本語研修生全員と一部の日本語・日本文化研修プログラムの留学生および他の国際交流会

館に住んでいる留学生(留学生センター所属以外の留学生)に対して,国際交流会館に住むため

のオリエンテーションを国際交流会館2階で行った.家賃の支払い,ゴミの出し方,電話の使

鳳郵便物の受け取り,長期の不在など,さまざまな生活上の留意点を詳細に説明した.なお,

このオリエンテーションには,学術交流で広島大学に来ている研究者(国際交流会館C棟に居

住)も含まれている.

4月8日(月)一全学留学生オリエンテーション

2000年度前期(4月)より全学の留学生を対象としたオリエンテーションを始めた.今年度は

2年目になる.新しく広島大学-留学してきた学生のために,日本語と英語によるオリエンテ

ーションを行った.このオリエンテーションでは,留学生相談,ハラスメント相談,健康保険,

一時帰国,アルバイト,車の購入駐車証明など,生曙全般の説明を行った.

なお,防犯対策として広島大学留学生センターでは, 『防犯を防ぐために(To Prevent

Crimes)』 (1999)という日本語と英語の対訳のパンフレットを作成しており,これを配布して,

戸締り,泥棒,ひったくり,自転車泥棒,スリ,性犯罪防止対策などについて説明を行ってい

る.この間題に対する対応は広島県警察本部広報課でも, 『県民のまもり-広島の警察』を日

本語と英語の対訳で出版し,配布して,外国人居住者のた桝こ情報の提供などを行なっている.

4月13日(土)一東広島市オリエンテーション・バスツアー

バスを1台借りて,東広島市のオリエンテーションのためのバスツアーを行った.広島大学

の東広島地区のキャンパス全体や各種の施設,広島国際プラザ,東広島体育館,三つ城古墳,

東広島中央図書館,西条警察署,西条駅,各種病院,リサイクルショップ,東広島駅などを回

りながら,利用方法などについて説明した.これは,大学およびその周辺の環境を体験的に知

ってもらうという企画のオリエンテーションである. 2002年度は特に,バス,列車,新幹線,

航空機の交通機関の使用方法に重点をおいて説明した.
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4月16日(火)-フルブライト大学学長による表敬訪問

フルブライト大学学長による表敬訪問を受け,留学生センターの概要について説明した.

5月9日(木)一健康管理オリエンテーション

このオリエンテーションでは,.日本の健康保険の仕組みについて説明した.留学生が病院で

診察や治療を受けた場合,国民健康保険が,治療費の70パーセントを補助し,さらに,日本

国際教育協会(AIEJ)の外国人留学生医療補助制度により,留学生負担分の30パーセントの内

80パーセントまで補助することができる(詳細は,広島大学留学生センター, 2000を参照).

その結果,留学生の負担分が,治療費のわずか6パーセントになることを説明した.その際,

日本国際教育協会が発行してし.、る『留学生のための健康のしおり』 (第2刷1999年)を配布し

て,説明に利用している.また,.東広島市にある主な病院および外国語が通じる病院について

の一覧表を配布して,情報提供の徹底を計った.さらに,健康診断に必要な書類の記入を英語

で説明し,保険証といっしょに携帯するよう指導した.

5月11日(土)-防災・消防オリエンテーション

春と秋の年2回,留学生がある程度生活に慣れてきて,来日後1カ月くらい経った時期に,

賀茂広域消防署の協力を得て,国際交流会館で消防訓練を行っている.梯子車による7階から

の脱出訓練,消火器操作訓練などの実地訓練を含んでおり,訓練を通して,留学生に防災の知

織が身につくように努めている.

5月15日(水)広島地域留学生団体育成支援協議会

広島地域レベルでは,広島地域留学生団体育成支援協議会で広島地域の大学関係者などが集

まって,留学生関連の問題,支援,交流,研修などを実施してきた.これは,モデル事業が終

了した2001年度も継続している.ほぼ2カ月に1回くらいの割合で開催し,地域レベルでの

留学生支援を行っている.

6月11日(火)国立大学留学生指導研究協議会

全国レベルでは,国立大学留学生指導研究協議会において, 1年に2回の会議,同協議会の

インターネットによる情報交換をおこなってきた.今回は,東京大学にて協議会が開かれた.

6月下旬　平成14年度前期　広島大学留学生支援調査の実施と対応.

7月2日(木)一留学生センター教官および阿学生専門教育教官等連絡会

留学生センター,各部局の留学生専門教育教官および保健管理センター教官の活動報告を行
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った.特に,チューターオリエンテーションについて具体的に現在の問題解決に向けて討議を

行った.また,それぞれが受けている相談件数および相談内容それに対する対応方法について

も報告と討議を行い,今後さらなるネットワークの癖築に向けて,一同の理解を得た.

8月29日(木)一広島大学第18回学生生活担当者研究会

「留学生を取り巻く環境と問題点について一指導教官のための留学生指導に関する10項目

-Jを発表した. (発表内容詳細は,資料参照)

2. 2　平成14年度後期課程の活動

前期と同様,後期も新渡日留学生に対するづ垂のオリエンテーションおよびさまざまな大学

や地域の行事を実施した.

9月上旬　　　ボランティア・チューター募集

10月1日(金)ボランティア・チューターのためのオリエンテーション

10月2日(月)-10月8日(水)新渡日留学生の出迎えとオリエンテーション

10月8日(火)国際交流会館生活オリエンテーション

10月8日(火)全学留学生オリエンテーション

10月26日(土)東広島市オリエンテーション・バスツアー

10月19日(土)東広島市留学生フリートーキング

11月9日(土)防災・消防オリエンテーション

11月14日(木)健康管理オリエンテーション

11月11日(月)広島大学学長主催・広島大学外国人留学生懇親会

毎年恒例となった留学生交流会が,ホテルグランダイア広島の4階「悠久」で行われた.今

回は,学長挨拶,来賓紹介,来賓代表挨拶,留学生代表挨拶,乾机食事・歓談に続いて,留

学生および日本人のアトラクションが行われた(アトラクションの内容は添付資料を参照).

広島大学留学生センター指導部門は,会場の設営,プログラムの作成,アトラクションの企画・

運営を行った.本部の留学生課との共同作業による本懇親会には,約1000名に上る留学生お

よび日本人が参加した.

11月17日(木:)　HUSAプログラム留学生の会話パートナーマッチング

10月から国際交流ボランティアに呼びかけ, HUSAプログラムの留学生の会話パートナーを

募集し, 27人の留学生と27人の日本人学生のオリエンテーションとマッチングを行った.双

方の会話能力の向上と国際交流を目指すプログラムとして非常に有効である.その後も留学生

の要望により,追加4人の会話パートナーをマッチングしている.
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11月22日(金)節-回講演討論会

午前中は「国際交流の将来構想」について講演・討論が行われ,午後は, 「学内外の国際

交流について」討論が行われた.まず,学内の国際交流として, 「広島大学留学生国際交流ボ

ランティア制度とその実践」を留学生2人に体験報告してもらい,その後「市民の国際交流活

動の場から留学生紹介を依頼された場合どのように対応するか」についても討論された.次に

「学内の国際交流」として, r広島大学国際交流ボランティア制度とその実践」を日本人学生

の国際交流ボランティアのメンバー1人によって体験報告がなされ,中矢が補足説明を行った.

そして「日本人学生と留学生の活発な交流をすすめるにはどうすればよいか. 」について活発

な議論が行われた.

12月4日(木)国立大学留学生指導研究協議会

前期に東京大学で行われた協鼓会が,後期には大阪大学主催で開催された.今回は, 21世紀

の留学生交流施策と期待される留学生指導,独立行政法人化に伴う各大学留学生センターの組

織改変の問題が議論された.

1月7日(火)防災講演会

国際交流会館2階で行われ,留学生23名,教職員3名が参加して,西条警察署より防犯に

関する講演をしていただいた.

1月29日(水)広島地峡留学生団体育成支援協議会

広島市留学生会館にて,留学生を支援するための協議会が行われた.

1月中旬　第二回留学生支援調査

3月11日(火)留学生専門教育教官等連絡会

放題は, 「留学生相談体制の紹介について」と専門教育教官の方からの提案による「私費留

学生の不公平感にどう向き合うか」であった.

3月27日(木)香港の新聞・ラジオ局記者との交流会

日本政府外務省の招きで香港から10名の新聞・ラジオ局の記者が広島大学東広島キャンパ

スを訪れた.日本の若い世代の人達と話したいという記者からの要望に応えて,留学生課が企

画・実施を担当し,留学生センター指導部門が国際交流ボランティアから10名の日本人学生

および大学院生を募集した.午後1時40分から3時5分まで,英語および中国語で,中国や

香港に対する印象被爆者,大量殺致兵器,西洋文化と日本文化の違い,世代間格差,教科書

開場など多様なテーマについて議論した.さらに,午後3時10分から午後4時までは,場所
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を広島大学本部の5階会議室に移して牟田泰三学長と懇談し,広島大学の理念,大学改革,独

立行政陪人化の問題などを話した.

2.第3回および第4回広島大学留学生支援調査結果の概要

2002年度は, 2回の留学生支援調査を行った.これらは,通算で,第3回および第4回目の

調査となる.詳細は,この報告の後に,添付した資料を参照のこと.

2.1調査の目的

調査の目的は,第-に広島大学留学生の全般的な満足度を定期的に把握すること,第二に全

留学生の中で問題を抱える者,その内容を把握し,組織的,個人的に対応することである.

2.2　調査の方法

広島大学留学生課から入手したリストに従って,全員に配布した.配布方法は,各部局によ

って異なるが,多くの場合,指導教官に配布依頼の手紙を添えて,指導教官から留学生に渡し

てもらうようにした.回収は,同封の学内便封筒を用いて各部局の留学生担当係を通して行っ

た.

2.3　調査の内容

「指導教官による助言」 「自分の研究」 「研究室の人たちによる助言」 「カリキュラム」 「授

業」 「図書館」 「日本での生活」 「留学生センターからの情報」についての満足度と「広島大学

での授業・研究に対する総合的満足度」 「日常生活に対する総合的な満足度」の10項目につい

て, 5段階で答えてもらった.
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2002年前期広島大学留学生支援調査の方法と概要

調査対象:広島大学留学生課より入手したリストに従って, 2002年5月1日の現在で広島

大学に登録した留学生の763名(女性345名,男性418名)全員に質問紙を配布した・この

内,質問紙に回答したのは257名であった.これらの回答者の学籍は,大学院生が163名,

学部生が18名,研究生が59名,その他が15名であった. 2名の留学生は記述がなかった・

出身国・地域は,中国が107名,韓国が29名,台湾が12名,マレイシアが6名,インド

ネシアが16名,その他が86名であった.女性が130名で,男性は, 127名であった・ま

た,私費の留学生が135名,国費の留学生が119名で,無記入が3名であった・使用言語

は, 150名が日本語と回答しており,これは回答者数の58.4パーセントに当たる・英語は,

83名で32.3パーセントであった.その他が24名で9.3パーセントである.留学生256名

(1名は未記入)の平均年齢は, 29歳7カ月で,標準偏差は5歳4カ月であった.最も若い

留学生は, 19歳で,最も年長は46歳であった.

手続き:各留学生の名前を記入した封筒に,質問紙と学内便による返信用の封筒を入れて,

留学生の管理部局から配布していただいた.また,各管理部局には,質問紙の回答箱を用

意して,入れられるようにした.さらに,返信用の封筒の表に留学生センター長の名前が

印刷されていたので,学内便でも返送が可能であった.

有効回答率:質問紙を配布した広島大学留学生763名のうち257名の回答があった.した

がって,全体の有効回答率は　33.7パーセントであった.

質問紙:質問紙には,留学生の属性として,性肌年齢,出身国・地域,学籍,所属,私

費・公費,専門,在籍年数,使用言落を記入する欄を設けた.質閉は,留学生が不満を抱

きそうな項目について8種類(2001年度後期の調査で質問項目を選定)に絞って, 「全くそ

う思わない」が-2点, 「そう思わない」が-1息「どちらとも言えない」が0息「そう思

う」が1点, 「とてもそう思う」が2点で集計した.この配点であれば,マイナスが不満で,

プラスが満足を示すので,分かりやすい.また,総合的に判断して,広島大学での学習と

生活および大学の授業や研究に満足しているかどうかを同様に判断してもらった.したが

って,全体では10種類の質問項目である.

分析の概要: 10種類の質問について, -2点から2点までの連続変数であると仮定して,平

均,標準偏差を算出した(表1を参照).すべての質問項目でマイナスはなかった.全体的

にみて,留学生が満足していることを示している.プラスで1点以上になったのは,指導

教官の研究に対する適切な助言と図書館が利用しやすいという項目であった.学部,大学

院,センターごとの満足度は表2と表3に示した通りである.

-Ill-



表1満足度質問項目の平均と標準偏差

差
の研究に対する

2留学生の研究に関する知識
3研究室の人達の助言
4カリキュラムの適切性
5授業の内容の理解
6大学図書館の利用

251

253

247

245

253

257

7日本での生活を楽しんでいる　　　　256
8留学生センターの情報提供　　　　　256

1. 26　　　　0.87

0. 69　　　　0.94

0.87　　　　　0. 90

0. 54　　　　　0. 93

0. 57　　　　0. 84

1.01　　　　0.91

0. 83　　　　0.91

0.61　　　　0.91

に対する 足　　　　　　　256　　　　0. 88　　　　0. 84
10日常生活に対する満足　　　　　　　　256　　　0.68　　　0. 89

mi-. iから10までの質問項目の満足度は, 2から-2までの変数である.
澄2:指導教官の指導と大学図書館に対する満足度が高かった.
53:カリキュラムと授業-の満足度は低かった.
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2002年度前期留学生満足度調査.自由記述に書かれた個別問題に対する対応
自由記述回答者は63名であり、そのうち49名が対応を求めて連絡先を記入していた.アンケヰ回収後、約1ケ月で49名全
mEamZsBM

1 学籍国

文

/
私

魯

H嶺 自由記述内容 対応

2大学
院生

臥
R

質

早

坐

mm 画集を出版することについて悩んでいます。 8l1 電話で話す。いろいろ

助成金を探したが、いまのと

ころいい情報はないので、
何かあればメイルで伝え

た。研究.=ついては、問頗

なく、うまくいっているとのこ

とだったh

3学部

学生
国 お詫ずつと前のことなんですが、私はこの機会を利用して、英語を教えてくれる人7.18.メイルで現在の状況

費 ぴ を紹介してもらいました。その時′{イトなどで忙しくて、なかなか連絡できな について聞く。7.25 奨学金

留 かったのです。せっかくセンタ.の方が親切に紹介してくれたのに自分でい ももらい、9月には院試験を

早 いチャンスを逃してしまって、今とても後悔しています。ご迷惑をおかけして、受けると返事がくる。

隻 すみませんでした。

4学部

学生
国 かJ 1foundtheprogramdidnotprovidsenoughassistanceonmyfieldof 7.22.メイルにて、今後も努

焚キユラresearch.Ithasbeenveryfrustratingthatmostofthecoursebesides 力してプログラム改善するこ

B ム Japanesehavebeenbettersu托edtotheotherHusastudenits.This とを伝える。

早 semesterthoughIhavefoundtakingclassnotonHusabi止inpottery.

坐 sculptureanddesiginalotmoreeryoyabーeーIthinkmorehelpisneededto

enabーestudentstotakeactualJapaneseclasses.Iwouldimprovemixingof

internationaーsandJapanesestudents.

5研究

.坐

国施設A-OtofcockoarachesintheroomsintheInternatiOnalHouse.Iwouldlike 国際交流会矧こ問合せ。ゴ

費

B
早

坐

toseesomescannersinthelibraries. キブリホイホイと切りタイプ

で対応e○○さんにも既に
対応済み。7.22.メイルで確

認事項を伝えるe

6研究臥 日本現在いちばん大切な問題は言葉です。日常の会話がなかなかできないので7.10.電話で話す。留学生セ

坐 費 括 不便な場合が多いです0特に授業を受ける時、内容がよくわからないので困ンタ一の授乗を受けている

w

早

坐

ります。 ようなので、時間のある時に

研究室に来るようにお顧

い。

7学部臥授業①充分な学習時間を確保したいです。○学部の学生としての勉強は、難しい7.17.電言引こて、現状を聞く0

学生焚 料免日本語そのものを相手に、日本人学生でさえ難しい学問とも言われています現在は奨学金をもらってお

留

学

坐

除.奨が、私のような留学生の場合は授業を順調に進めるために普通の日本人芋リ、問題なしeただ、98年は

学金.生より2倍ないし3倍多い学習時間が必要になります。そうでなければ、普通 腎学生全員が奨学金をも

図書の法学部の授集についていけなくなります。しかし、現状は厳しい生活の中らつており、経済的な問冠は

館 =やむを得ず多くの時間がアル′くイトにとられて、しかも肉体的にも疲れて、ないと99年の試験説明会で

サ. 不本意ながら自分の学習に影響が出てしまいます。したがって、留学生の授聞いたとのこと。また留学生

ビス菓料免除や、奨学金の選考に携わった先生および事務の方々 は法学部留 センターにもつと身近な支援

学生にその特別事情への配慮がありませんでしょうか。②図書館の本の貸 を要求。法学部担当教官森

し出し期間が、留学生の場合は敵手等にもうちよっと延ばして欲しいです。そ川先生にも伝える。7.23 就

の要諦は留学生に特別な扱いだと誤解されるかもしれませんが、同じ分最 鞍とアル′くイト情報の探し

の文献を普通に統み上げるとすれば、留学生の場合ですと、普通の日本人方について、メイルで伝え

る。の倍以上の時間がかかるから、今の要諦がその客観的な必要性があるゆえ

に、けして、留学生に特別な扱いではないと思います。
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8 学部 国
費

冒

学

坐

進 路. Iju st w an t c o m m ents abo ut m y stud y in J ap a n. A ctua lly I do n't c h oice 7.10 .電話で吉舌す。授業の レ
学生 学習 Japa n, Iw o uーd m ore ーik e to g o to A m e rica or Ingg eris. S inc e I in H iro sh im a ベルが低 いこと、評 価が甘

方法 unive rs ity a bo ut 3 y ea r 6 m o nth t d id n't fin d w ha t I lik e to stu dy. It's いこと、母国では日本緒 が

noth ing I le arne d in he ar th at re ally In ee d fo r m y study . T he J ap an ese a is 役立たないことなどを聞く。

so d iffic ult a nd I ca n't u nd e rsta n d the clas s ve ry w e ll. It's no th in g I get just 経済学 部留学生担当教官

only p ass fo r e xam . B ut w he n I too k the E cO no m io c la ss in E n gーish it so T E E先生に報 告すると、既

Very e asy to m e an d I c an get A in e xam . A ctua lly the le ctu re Itak e in に対応しているとのことで
H iros him a U nive rsity is no t d iffic uーtto co m pa re w ith U .K or m y co untry あった。卒業単位数の不足

unive rsity . B ut the J ap即tess la ng Uag e is the robーem tO m e . A n d aーso .w h en が問頓とのことだった。

Igrad from H iro shim a u nive rs ity o ne m o re trou ble to m e a bo ut lang uag e.

W hen 1 ba ck ho m e to m y c o untry I n ot m ore use m y J apa ne se ーangu age , and

m y J ap an ese ta ngu age n o m Ore u seful. B ut E n glish is so im p ort a nt to m y

c ou ntry tO find jo b b e ca use us usa lly the re are use E ng lis h in co m pa ny .
N ext ye ar I w…grad frO m H iros him a u nive rsity b ut m y p oints it stiーIno t

e no ugh ,this s em e ste r I hav e to st udy ha rd . T he ーfl otu rs in H irOsh im a u niv er

9 研究

坐
臥
R

留

早

d=

経済 私は、今研究生です。そして定期券を作ることができません。家から学校 へ 7.29 メイルにて、励まし。
的問 の通学費 (一日の往復券は1700円)は高 いので、私 留学生 .:対してはたい

l 僧 へんなことです。

10 学部

学生
臥
餐

留

早

坐

学習 私は今年の3月に卒 集したはずだけど、2年間留年になってしまった。どうし 7.1一.玉岡先生が指導教官
困難 てかというと、勉矧 こついてわからない事が多くて、非常.= 困る。前 から考え に連絡し、3年生 のチユー

てきたけど、退学しようと思います。このままだったら、自信 がなくなった。どう タ- をつけることとなった。
にか 、私を助 けてください。 7.16 .中矢 が連 絡し、そのこ

とを本人 に報告し、また経済

学部の留学生担 当教官森

元先生を紹介する。本 人は

非常に書んでいた。

ー1 学 部

学 生

臥

ft

質

早

隻

日本 学習.=関して微分学と積分学 を高校時代ならわなかったので今の数学と物 7.18 .日本括の学 生を学 習支
梧 理との撰集はほとんど撤積分学 をつかってやる授 業ですか ら、すこしずつ 自 摸ボランティアとして紹介 し

た。学している私には大変です。生活のほうは授業料を半免されましたが、生活
変と接桑料のために、アル′くイトしなければならないです。さらに広島市内に

住んでいますので通学するには毎 日約3 時間もかかります。ですから勉強で

きる時間 はほんとうにすくないものです0 これで困っています。

ー2 短期
プロ

ゲラ

国 かノ Istud y o n O O prog ram a nd m y stay a t H iro sh im a U n ive rs ity is o ne ye ar. 1 7.2 5 メイルにて、授 業のコメ

B キユラ find th at so m e o f the grad uate -c ou rse s I'v e b e en ta kin g a re v e ry use fu la nd ントに対する今後の対応 と
留 ム has a go od le ve l. T h e lan gua ge cーasse s I'v e b e en ta king at the Internation al お礼 以前紹介した会話

ム 早

坐
stud ent c e nte r hav e aーso b ee n q u ite go o d. U nfo rtu nately I d on 't find m an y パI トナーについて開く。

ofth e un dO rg rad uate co urse s re ac h ing th e lev eーIh ope d for. I do in m a ny

ca ses no t fee lv ery e nc o urage d to stu dy▼esp ec ia lーy since it is v ery p os sib le

to p ass th e cーass w itho ut stud ying m uc h. I d on 't th in k this is a p roble m

so le ly at H iro sh im a U n iv ersity b ut a gen e raーare a t Ja pa ne se unーve rsitie s.

13 研究

生
臥
費

留

早

坐

運転 こまかくてつまらない開缶がありますが総合的に指して、言いにくいね 。たと 7.1 .電言舌をして研究室に来て
免許 えば、私の国の 自動車免許、どうすれば 日本の免許に換えれますか。できま もらう。情報を細かく醗 明

せんか ? どんな手続きが必要ですか ? し、必要書類 や地図を渡
す。革んで帰 る。

14 研 究
坐

臥
党

留

早

坐

英括 留学生の生活について、いろいろご心配 をかけさせて、まことにお世苦言にな 7.25 募集する。未だ応募者
学習 ります。大きい閉店はありませんが 、いろいろなことを考えてみたら間男副ま少 なし。8.2 8 .手紙にて、今後

なくありません。最初は、学生宿 舎のことで、共同の水道料金が非常に高い も募 集を続けるが、今のとこ
ことです。水を買って飲んでもそんなに高 くないと思います。また私のように ろボランティアが見つからな
母国で外国巧として日本緒を勉強 しましたが、大学院に入学試験 は外国語 いことを伝 える。
は英括 ですから、私は今英語を教 えてもらいたいですが、なかなかできませ

ん。よろしかつたら、英巧の教授の支接をもらいたいです。お願いします0
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15 大学
院生

国
費

B
早

坐

日本 Isu gge st if d u ring tect ures a nd se m in ars ,the ーangu喝:e of instru ctiO nS 7.ー5.メイルで励まし。

語 sho uld b e deliv e re d in En glish so th at w e ca n u nd erstand e asily ,

16 大学
院生

臥
R

留

早

坐

お礼 やはり 計の都合で、守乗 (留学を′.、える迄の時間)への不安が ります 7.15.メイルで励まし。近況を
ね。自分よりも四苦八 苦している多くの留学生の先輩 .後輩のことを思えば、 聞く。

自分はまだ(そこそこカナ)恵まれているほうだと思いますけど、まあ具体的

な問題 はそれなりに努力すれば、解決 できるという自信があります。この前 、

中矢先生からご連絡をいただき、相談役を引き受けてくださったことに感謝し

ております。先生方の皆さんはご多忙の 中、いろいろときづかつてくださつ

て、私たち留学生のためにわざわざ休憩時間さえ割いてくださったことにか

んL やしています。悩みを聴いてくださっただけでも、だいぶ楽 になりました。

婚しかつたです。乱文乱筆 をお許しください。

17 研究

坐

私

辛

質
早

卓

宿 舎 学生用の寮をもつと作って欲しい。 7.25 寮建 設を今後も要請 し

ていくことをメイルで返事 。

18 大学

院生

国

R

留

早

坐

研究 D ea r S ir/ M ad am : I w illb e co nd ucting m y rese arch in the P h ilip pine s. It 7.2 5 大学内にはそういう支

cOu ld b e a littーs b it eXp e nsiv e in m y p o int. M y tra ve lreq uires m u ch m o ne y

s inc e it▼s a n inte rn atio nal stud y. If yo u c o uld a ssist m a in 何nding so m e

,,
助成
金

*O l = fc d ;;i5 i
も合う条件がなかったこと、fun ding institution s to h elp m e p ro vide fina nciat assistan ce fo r m y re se arc h▼助成金に関するホームペ-

Iw ouーd be h app y en ou gh for th e s up po rt . T ha nk y ou ve ry m uc h an d m o re ジアドレスを扱 える。また、

pow e r! アンケート中に「生活で満足

することなどないjという妃

速 の意味が 気になるので、

返事を待つというメイルを送

る。7.2 9.メイルへの感謝と
「満足することはありえない」

という哲学 的内容のメイル

を受け取る。

19 大学
院生

国
費

質

早

隻

奨学 I'm w on de ring w hy o ur stip end h as b e en re du ce d fro m Y 18 5,0 00 to ¥ 18 4.00 0 7.8 .留学生課に問合せする

金 w hen the ann ua ls tate s th at w e sh ou ld b e rec eiv in g ¥ 1 85 .00 0 untilM arc h と、惰抑 ま各部局の留学生

2003 . W illth ere b e ano th er re d uction ? W e ho pe w e w …be info rm e d a he ad 担当係に文書で流したとの

so th at w e co uーd m ake the ne ce ssary a djustm e nts . こと。教育学部に屯托する .

と、そんな絹報 は知 らないと

のこと。情報をもう一度送っ

てもらい、留学生に情報を
確実に伝 えることをお願 い

する。7.1 5にメイルで軍学生

には説 明。返事 があり、納
得してもらった。

20 大学

院生

私

5

経 済 経済的な問規 まず、今は学校の寮 に住んでいるので、ここの近くでアルバ 7 .1 5 携帯の留守電。メイ

的な イトを探そうとしても募集しているところが少ないし、募集してても留学生は困 ルで励まし。

留

早

隻

問題 ると言われました。広 島市内だったらけっこうあると聞いたのですが 、そつす
ると交通費や時間がかかります。市内に引っ越そうと思うと高い家賃や交通
費 や時間的に勉強がまったく出来ないのです。しかも、一年生のときは奨学

金はもらえないと言われたので、今、ちょっと苦しいですね。広島にきたばか

りなので、まだ、慣れてないし、ここは草がないと自由に動くこと(Jくスとか利

用しても終バスが早いのでゆっくりできないことや 、国 (韓国)に帰るときは朝

の便 しかないので、早く出なければいけないのにバスがなくて、タクシーを使

うしかないがタクシー代が けっこうかかるなど)ができなく、ひ苦のときでも

ずつと家にいなければいけないの がつらいですね 。

21 研究 臥

費

管
早

坐

S 3* おそれいりますが、一つの 問頂があります。今、私 は広島に住んでおりま 7.30 メイルにて、各方面に

坐 的 問 す。だからJR で西条駅まで牙いて、後 はいつもバスで広大まで行きますeバ お願いすること、またホーム

近 ス料金 が高すぎて今困ります。広大自分の学 生のための′{スがあったらもつ ペ- ジで答えること、原付を
と便利だと思っています。そうなら勉強と研究 にも役立つと思ってます。私 の 利用する人もいることをアド

希望なんですけど、どうぞよろしくおねがいしますe バイスする。
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22 大学 私

焚

質

早

坐

日本 I'm e age r to im p ro ve m y J a pa ne se c on Ve rs at io n lev el and fin d so m e pa rt- 7.ー5- メイルにて金言舌パI ト
院生 fs

AR tim e job tO tea ch E nsーish a nd C h ine se. B ut no w ,I h ave n't g ot ch an ce tO ナ- の提案。7.1 7お願 いの

practice both . ーn ad diti○n,I'm interested in h om e stay to le arn m o re a bo ut 返事07 .2 3会話パl トナー

Japa ne se cu lture. のマッチング。

23 研究 臥

費

留

早

坐

アル 自分の日本語能力を生かして、通訳 かまた細訳の仕事あるいはアルバイト 7.2 9 電話 で、アルバイト情
坐 バ イトをしたいです。いまは研究生なので、奨学金がないため、アル′くイトは主な 報 の探し方、翻訳や通訳の

収入 になっていますe アルバ イトの時間はかかりすぎると勉 強が出来なくな 言舌がある時 は回すことを説

る試験 を控えて、できれ ば短 時間のアルバイトをや りたいです。 明する。電話を喜んでくれ

た。

24 大学
院生

国
費

留
早

仕

家族

O R
育

rega rd in g m y w ife 's e d uc atio n 7 .16 センタ- で言舌す。子 ど
もも保育国に矧 1 、奥さん

は今年9月に院試験 を受け
る予定 。

25 大学
院生

私

焚

日本 今、私は 日本語がまだ下手なため、学習の方面 において、多くの困難があり 7.2 9 国際交流ボランティア
!五
I3口

ます。たとえば、論文を書くとき、特に日本言吾の表号別こついて困っています。 の一 人が支援することにな

留
早

坐

よろしければ、日本人のボランティアを招介 していただきたいと思います。よ リ、電話で留学生の家族 に
ろしくお尻いします。 伝える 8.5ボ ランティア側

からと習学生側 から順調に

行っている旨のメイルを受

ける。

26 大学

院生
私 日本 学習 :輪文に書いてある難しい日本語が理解 しにくいところ、生活 :奨学金 が 7.2 9 メイルにて励まし。
費

留

早

仕

捕.鐸

済 的

問題

ない上に、授 業料を全轍支払わなければならない。

27 大学

院生
私 奨学 私は私費の学生です。勉強に関しては、つらいとか大変とか、というのは学 7.1 8 電話で15分間括。自
費 金 生として当たり前なことで自分の 努力次第だと思います0 指導教官との関 由記述は関係者に伝えるた
B 係、学 生との関係、図書館の利用や留学生センターの 利用も個人の 問額で め、改 善につながること。奨

早 あって自分 で頑張れば人間関係も日本での生活もよくなることが できると恩 学会制度について説 明をす
坐 います0 しかし、奨学 金や授 業料免除に関 しては納得いきません。何 年か前 ると随分その難しさについ

までは博士抹程 後期が前期 学生より有利だとか何かの基準があったそうで ては理解してくれた0
すが、最近はまったくわけが分かりません。奨学金も¥ 18 5 0 0 0 から¥ 3 0 0

0 0まで色 々あるし、どのような基準で退ばれるのでしようか。韓 国の場合、

日本に来る前 に試験を受 けてもらう国東奨学金は試験で決まるから納得す

るけど、日本の大学に入って私費留学生が後からもらう国葵 奨学 金は理由

がわかりません。どんな人がもらえるのでしようか。留学生の問では、運 か指

導教官の力だとか言っています。このようなものでいいのでしょうか。授業料

免除も留学生 は日本人より事頬が簡単で本 当の生活 がそれだけでわかる

わけがありません。本当に困っている人がだめになったりするのです。みん

なが高較奨学金をもらって、授 業料免除 にならないなら、その理由を、選ぶ

基準を公開してください。それなら納 得できるかもしれません。私 更留学 生で

ありながら何らかの奨学金をもらったりすることは大変ありがたいことです
が、あまりにも金鮫の差がはげしいことにはみんなの不満が高まるばかりで

す0 何とか解決方法 はないでしょうか。

28 大学

院生

臥

費

留

早
d=

経済

的問

伝

私 費留学生 として経済 的困難がありますe 8 .1 電話で話をする。奨学

金ももらっているので、大丈

夫とのことだったe電言舌した

ことに対して喜んでくれた。

29 研究

坐
臥 宿舎 今広島市 内で住んでいますか ら、大学に授 業を受けに来るの はすごく時間 7.2 9 メイルにて空いている
費 がかかります 。さらに経済的な閏月 が一杯あります。ですから池の上の学生 部屋 にすぐには入れない理

留 寮に入居したいと思います。でも「来 日1 年以上」という理 由でなかなか入居 由を説 明する。8.2.納得した

早 できません。自分が受付を遅いですのでそれも断る原因です。でも空 き部 屋 こと、説明に対する感謝 のメ

坐 はまたありますので経済的な問題ある学生 に入居してあげるのはありがた イルを受 ける。

いことだろうと思います。よろしくお願いいたします0

30 大学

院生
臥 n m 私は○○研究科 碩士抹程 〇年の者 です。アルバイトをして生活を支えてい 7.3 0 メイルにて、最 近の厳
責

冒
早

年

的問

局

る現況ですが授 業料 免除 ができなくて困っています。 しい状 況を説 明し励ます。
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3 1 大学
院 生

臥 アル 大学院 に入つてから授薬が増えて塵の′くイトに出られなくなりました。夜の 7.29 メイルにて、アルバイ

焚

留
早

韓

′くイトJくイトを紹介してもらいたいのです。 トの情報の収 集方法を伝え

る0

32 大学 臥 研究 Ihave m a ny now ide as in m y d eg ree stud y.○○.s om e p os sibーe ne w 7.29 メイルにて、研 究助成

院生 費 助成 m ed ic als. B ut I ca nn ot c Om p lete th e stu dy a s q uickーy a s I e xpe ct be ca u se 金に関するホームページア

冒 金 the instru m en ts ne ed ed fo r e xp erim e nts a re not av aila ble in H iro shim a ドレスを穀つか紹介する。

早 U nive rs ity . B e sid es th e fi n nan ia ls upp o rt (73 00 0¥′m o nth)ts not e no ug h fo r 7 .2 9アド′くイスにしたがって

隻 m e t○co nc entrate o n res earch w ith o ut ca ring fo r m y fam ily. トライすること、感謝 している

とのメイルを受け取る。

33 大学
院生

臥
費

留
学

d=

奨学
金

奨学金はありませんので生活がたいへん苦しいです。 8.1 手紙で奨学金の説明
と励まし。

34 大学 私 英富吾 私は今年広大大学院○○研究科に入学して、専門は○○です。私は中学校 7.2 9 霞キャンパスの学生さ

院生 茸 学習 から日本指を第 一外 国吉吾として日本 語を学んで大学 卒集まで11年間 日本語 んを対象に英書き学習支援ポ

留 の授業を受けました。英富引ま日本へ来る前 日分ひとりでちょっと英貫吾を勉強 ランティアを募集 。8.17未だ

早 しましたが、英語は全然だめですともいえます。しかし現在 、大学院での学習 応募者 がいないため、状況

隻 と研究を言えば、英語 ができなけれ ば学 習と研究が進まないと私は考えてい 説明の手紙を出す。8.28 .応

ます。現在 、自分ひとりで初級英語から勉韓 していますけど、なかなかうまく 募者があり、マッチング。

できません。現 在、′くイオ実験をはじめましたが、英語 論文が読めないのが

I 般大きな問項です。実験、そして専門科 目の勉漣もたいへんなことですか

ら、英富吾の勉強 は能率が よくないです。私焚 留学生ですか ら、アル′くイトをし

て学習生活を支えています。 奨学金も受けられない状況で、麦軟と生 活は

非* に厳しいです。それで英語の勉強をもつと能率いいようにするなら、今

の実験と学習と役に立つと思っています。もしいい勉強方法、あるいは 、英

語のボランティアについての情報があれば提供していただきたく思います。

よろしくお願いいたします。

35 大学

院生

臥

費

留

早

it

奨学

金

奨学金を来っていないから生活 には 困っています。 8 .1 携帯でもつかまらない

ため、メイルにて奨学金の

fJt明と励まし。山岡先生の

連絡先も伝 える。

38 大学

院生
私
費

留

早

d=

経済

的 問

顔

生活面でたいへん困っています。 7.29 留守番電話にメイルを

魯くと入れ 、励ましのメイル

を送る。

37 大学 臥 日本 ①0 学部 (昌キャンパス)での日本富吾教皇 が少ないのでちょっと困ります。去 7.29 研究室に電話をする。

院生 焚 盲吾.霞 年、留学生の皆さんが同じことを言いましたが、今年も全 く同じです。② 英語 ①については、無理である

留 キヤン C la ssを解説することが難しいですよね。③ 中学人が多いですけど、初めて日 こと。② については、イン

早 パス 本に来られる留学生が寂しいです。西条は違うと思いますが、人によって違 ターネット上のプログラム活

隻 の 留

学 生

交流

うと思いますが、何かやつてあげたいです。なにかをやってくれたらいいかな

。

用をアドJくイス。③について

は、山岡先生を紹介。また

中矢にいつでもメイルを書 く

ようにと励ます。とても感謝

してくれた0

38 大学 臥 経 済 今結婚 したばかりですが 、二人で生活するのがなかなかむずかしいです。奨 8 .1 携帯に数回電言吉する

院生 焚 的問 学会も家も民間アパート(15 rTf)でまずしい生活です。勉環 もアル′くイトも二 が出ないため、メイルで奨

留 題 人の生 活…いろいろで工夫しないとできませんから、精神的につらいです。 学金の説 明と励まし。

学 その中でもいちばんの 問題 は生活費 のほうだと思うのですeなんとか奨学金

坐 の補助 がほしいです0

39 研 究 私 専 門 私 は○○研究科 に研究 生として、院生試験を勉強しています。しかし、もとも 7.2 9 工学部留学生専 門教

生 早 学習 とは経常学部出身なので、回路 や難しい数学 を勉 強したことがありませ ん。 育教 官森元先生が数学の

留 今 自学しているけど、やはり分からないところや解 けない問預があります0 学習支援をしてくださること

早 P .S .私のチユータ- は親しいけど、彼女も経営 出身なので、難しい問預をちや になる。大変喜んでくれた。

坐 んと教 えられてくれませ んe
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40 大学 臥 日本 私は広島大学に来たのはもう一年半に経ちました。専 門のほうは順調に進 7.24 会話パートナーを見付

院生 焚 括 んでいるんだけど、なかなか 日本椅会話 は上手 になれなかった。もし会話だ け、双 方に連絡する。

留

学

tfe

けでおしえてくだされる方がいられ ば、本 当に助かります。

41 大学 臥 m m 昨年責と長 男は家族滞 在で来 日し、私と一 緒に住むようになりました。責は、7.24 . 日本吉吾の公開講座と

抗生 費 の日 日本語を勉強したいですけど、毎 月、自分で学 んでも、やっぱりなかなかうま 学外の情報をメイルで送

質 本括 くなりませんでした。最 近、日本吉吾の 先生を探 しているのですが、日本人の友 る。7.2 4 問題 は解決 したと

早 達がいないから、できないようになりました。よろしけれ ば、日本語の先生を 感謝の返事がくる。
坐 紹介していただけませんか ? よろしくお願い申し上 げます。

42 研究 私 住居 一番問題になるのは部屋を探すということです0 私費で、奨学金もないから、7.29 携帯電話。アルバイト

坐 費 寮の数が少なくて敷しいです。10月以後はどこに住めるか、今は未知のこと 中のため 、メイルで国際交

留

学

隻

で心配しています。 流会館の延長や情報収集

についてアド′t.イス。

43 P h .D 国 図書 M ost d ata in J a pan e se u sing lib ra ry fac ilitie s is trO ubーeso m t∋to im p os sib le 7.29 メイルにて、図書館 に

stud 焚 ft th erefore,I ca n n ot us e a ny soft o r h ardw ares. P lu s,s ea rc hing in ーibrary 問局の改善をお願いするこ

ent 留 co m p ute r syste m us ually le ad s to a Ja pa ne se ap pーic ation (p age ) w h ic h とを約束 。

早 stops m e to co ntin ue . I onーy use internet o r m y se n sei library , w h ic h is, n ot
坐 of c o urse pn Vate .

44 大字 私 アル 今、奨学 金なしで生活しています。学校でのアルバイト機会があれば、ぜ ひ .7.29 電話で話す。最近3万

院生 守

留

早

坐

バイト教えて下さい。 円の奨学金を得たが、足り

ないためケーキ屋でバイト。

なんでもいいので大学内の

バイトも紹介して欲しいと言

われる。生協のバイトも勧め

る。

45 大学 国 日本 The m a in probーem I am fac in g h ere is o nーy the lang ua ge. 1. W hen I go tO 7.23 .電話 で日本人のボラン

院生 費 貫吾 ibrary ,I c o uld n O>t exp la in a nyth ing in J ap an ese ,b e cau se I d o n t kn ow ティアが必要か聞く。国際交

質 Japa ne se la ngu age. W he n I e xpーam in E ng lish, th e ‖brary as sistan ts co uld 流ボランティアから支援者を

早 not u nd erstan d. S o la ngu age is th e prob le m in u se of ーibrary . In m y op inio n, 募集し、マッチング。8月2日

坐 th ere m ust be so m e e m p lo ye e s (ーib rary a ssista nts) w ho kno w E ngーish w a ll. に既にボランティアとコンタ

Sim ila rly, th e re m ust b e s om e n ec essa ry bo ok s an d J o urna Is in E ng lish. 2 . クトがとれ 、順調 .= いつてい

It is said th at O O is onーy th e E ngーis h sp ea king p latfo rm . B ut m a ny るとの報告メイルを受 ける。

teach e rs in O O (an d othe rs w h O tea ch O O subjects) te ac h in J a pa ne se

a ngu age . S om e give ha nd ou ts in E ng lish a nd sp ea k in J ap an es e. S o m e

te ach e rs g iv e so m e ha ndo uts in J ap ane se an d so m e ha nd outs in E ng lish

and aーso sp eak so m etim e s in E nglis h a nd som etim e s in J ap an e se. F ro m

th ere state m ents, it is c le ar th at t he stu de nts w ho kn ow on ly E ng lish c o uld

not u nd erstan d c om pーete ly . S im iーarly the re a re not e n oug h E nglis h b oo ks

and jou rn aーs in lib ra ry so tha t th e stud e nts ca n s tu dy th erm seーve s w ith out
de pe nd in g o n th e te ac he rs w h o ttea ch in the H U farm (liv estoc k) for

re sea rc h w o rk w e fac e the sO m e prob le m . 3. A bo ut d aily ーife a lso▼th e lang

46 大学 国 研究 M y k即ーik yu- sh itsu is reg uーarly no isy . I a m oft en distrac te d b e cau se of th e 8 .1 メイルにて、「直接注

院生 R

留
早

坐

宝 nois e. 鼓するように」、またr何か

あったらいつでもメイルをす

るように」と伝 える。8.7.助言

に対する感謝 のメイルを受

I_L T
47 研究 国 か J T he h ou rs o f inten siv e c o urse is too m u ch a nd w e ha ve tO SP en d m ost of 7.16 . 直接話をすると、既に

生 n キユラ our tim e in cーass s o w e d o n't h ave tim e to rev iew w h at w e are taug ht o r 日本富吾の教官にはお願 いし

冒

早

一一.

ム hav e tim e to practic e in so ciety. たとのことだった。

48 研究 つ. 国際 Ia m stay in g in ーnterna tion al H ou se a t H iro shim a U niv ersity c am p us. B ut 7.22 直接話を聞くe 国際交

坐 交流 there is n o v e nd ine m a ch in e in fro nt of this ho u se. S o ,w e allinternation al 流会矧 =電話で伝 える。す

会館 stude nts face s a ll tim e so m e p ro bーem s o n d rinks sna ke s etc. E sp e cially a t ぐに官学生課が 自販棟の設

night o n c o ld sea son . S O. w e w …be be arf iled if the auth ority m a ke o n 置の検討に入る。8.2 3 .設

de cision to p ut at ve nd in e m ach ine in front o f the Internation al H o use . 置 。

49 研究 国 健康 なかなか力出して勉 強して夢 中になれません。しかし、助けを求めるわ けで 7.18 . 直接話 を開くe 夏ばて

隻 辛

質

早
也

はありません。自分で頑張るしかないでしょう。 だと分かり、食事等のアドバ

イスをする。
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w 下は∴連絡先を記 入していないI自由盲fifl i 十

50 大学

院 生

臥

焚

留

宿舎 .

奨学

金遇

① ○○所属 ですが、研究室がなくてとても討っています。② 池の上学生寮の申請制度はとてもおかしい !

一体何を基準としているのでしょうか。去年、私は入学するとき、国際交流会矧 こ半年住んでいたから、寮
は申請できないといわれました。が、今 年またがらりと変わって、新入生だったら誰でも申請 できるようにな

早 考基

翠 .成

績評

りました (しかも全 員入居)。それ はunfa irではないと、何なんでしょう? ? ! !今年制度を変えたのは、去
坐 年のは不合理だつたということでしよう。だったら、去年の犠牲者である私たちに対 して、I 貫もお詫びがな

く、ただ「新入生のみを対 象としま」すの一 言で、あまりにもそっけないではないでしょうか 7 ? i (もつと

価 腹が立ったのは、今でも池の上に空室 があるそうです (そこにすむ友達 の矧 こよります)。なのに、真性さ
え受 けないなんて、学生課様は何を考えていらっしゃるのか本 当にわ かりません。③ 何回も何回も言いま

したが、何 の効 果.改善も見られなくて、また言い出すなんて本 当に私もいやになってしまいますが、広 大
の奨学金制度は本当におかしいです。例えば、滞 日年数を基準 の一つとされているらしいですが、その理

由がよくわかりません0 去年の10月に広大の留学生を応援する会 の奨学 金を申請 しましたが、落ちまし
た。私と同じく中国人のM 1で、経済学部の学生 (2人)が 受かりました。なぜなら、彼 らは二年間研究 生をや

りましたが 、私は半年だけです。しかし、誰でもわかると思いますが、研究生の期間が長かったの は、彼 ら

は′1.イトばかりやつていて、全然勉強 していないからなかなか院 に受からなかったからです。なのに、滞 日

年数が長いからと言って、奨学 金を与えたなんて、それつて本 当に「奨学金」なのか疑 問に思いますe 広大

の成緯制度もおかしいと思います。倭をもらっても私全然嬉しくありませんeなぜ なら誰でも全然頑張らな
かった人でも優ですから(勿論厳しい先生方もいますが、極 々少数です)。そのため、奨学金 の最も重要 な

基準は実は空になってしまいました。ドクターの場合、また論文や発表が ありますが、マスターの場 合 (特

にM 1)、そんなことはほとんど出来ないのは事実です0 成緯制度とともに、奨学金制度の改菅を考えていた

だきたいです。広大 に対する不平.不満 はあと10ページくれてもたぶん書ききれないでしょうが、私にもそ

んな畷ありませんし、今 日は主に以上三つの問題を述べさせていただきました。広大はr国際化」を唱えて
いますが、私の 目から見ると、それは見栄えだけを重んじているような感じを受 けています。

留学生 は700人を超えたとか 、800人突 破とかで喜んだりしても何の意味もないと思いますe 留学生たちに

最 大限 の力を発 揮させ、研究に励ませているのでしょうか。そうではない限り、本 当の咽 際化」には達し

ていないと思います 。今広大の制度では、留学生を- 生懸命勉強させるのではなく、一生懸命 ′くイトさせ

ていると思います。寮にも入れてくれないし、奨学金もくれないし、家賃と生 活費 、また学費 (授 業料免除の

難 しさも周知のようです)だけで二つの′くイトをやってもぎりぎりです。広 大はある意味でr国際化」が進ん

でいますe それは世 界各地から労働 力を輸 入し、近くの飲食店やスーパーに国際色になるよう貢献 してい

ますe広大の国際化 は学 問的な国附 ヒではなく、労働的な国際化と言えるでしょう。私もその労働者の I
員ですが、しかし、r広 国際輸出所」の成立を見たくないんですね。最 後に、このアンケートを分析すると

き、国費と私 費、短期と長期に分 けて考えていただきたいと思います。そうしたら、たぶん広 大留学 生にお

ナる著しい不均衡 が見えてくると思います。また、指導教官個 人に対する満足度と広大全体に対する満足

度もW 換えて考えていただきたいです。

51 大学
院生

臥 図書 帰国後、もし広島大学 のアドレスや図書館の材料を利用できれば、大変 に役立つと思いますが、でも、

焚
留

学

坐

鰭 今、そのような措置 がない。よろしければ、センタ- が学校にこの意見を出してください。

52 大学

院生

臥 かノ 今、留学生センターの授業 はⅤ以上のランクはないんですが 、Ⅳ以上の人は全部 V に入っているのが現

費 キユラ 状です。先生も上級 の中に日本言吾力が低いほうの学生に合わせ授業をしています。Ⅴ以上のⅥ、Ⅶ でも
質

早

生

ム 設けていただきたいと思います。例 えば、聴解 とか、新 聞の解読、ドラマの搭 乗や表現 とかの解説とか 、V
以上の人でも受けられるもつとハ イレベルの授業を作っていただきたいと思います。回答 はホームペI ジ

でお厭いします。

53 大学 臥

費

留
早

卓

経済 自費留学生として、年齢はみんなよりちょっと上で、○○学 科で大学院生として全部3 年でいい奨学金はも

院生 的問

荒百

らわない。子どもは起 生活でアル′くイトの 時間もないし、生活はむずかしいです。

54 大学 臥

費

留

早

仕

研 究 研究室にエアコンがないので、夏になるととても暑いです。また、自分のパソコンを持っていても、LA N はな

院生 室 く、インターネットが開 けるパソコンは3台しかないので、不便です。

55 大学 臥

費

留

早
坐

経 済 研究が忙しくて、たいへんです。また、私費留学生なので、学 費の問矧 こ対してもずつと心配 ですeやっぱ

院生 的M り生活の面 でサボI トしてくれれば、もつと研究に励むことができると思います。(たとえば安いアパートの

堤 斡旋などです)また、広島大学の保証人いらない制度でぽくらは本当に助 かりました0ありがとうございま

+ ,

5 6 大学

院生
国
費

留

早

隼

問題

なし

Every thing is O K . I a m no t fac in g an y p ro ble m re late d to m y liv in g or learn ing en viro nm e nt.
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5 7 大学
院生

国

IS
留

早

Lt

指導
教 官

研究のレベルが低い。もつと高いーeVe一にいきたいですが、先生がその指導能力は十分ありません。

58 大学 私 指導 この間 、卒集論文の調査で四に帰った。日本 に戻ったのは先 生の決まった期限より二 日間オーバーだけ

院生 R 教官 で、指導教官に「あなたの人格が悪い、l 生だれにも信用されない」とひどいことを貫われちゃった。その

B ショックですぐ国 に帰ろうとした。勉頚をことを言われるなら、かまわないが、あのぐらいのできごとでr人格

早 が悪い」と音わ れるのは絶対に言い過ぎだと思 います。しかもその指導教 官には人の人格を疑う資格を

坐 もっていないと感じる。実は 自分お名前を出したいが 、もし指導教官にばれたら卒業できなくなると心配 し

ています。解 決は望んでいない、恐らく解決できないだろうが、ただ訴 えたいのです。留学生活はもともと

経済的文化的な原 因で大変なのに、自分の人格まで否定されると自殺まで考える人は出るかもしれませ

ん。肉体的な疲れは我慢できるが、精神的な侮辱 は耐えられません。人間の経でも自尊心はあるから。も

ともとはアル′くイトなどで大変なのに、留学生活を楽しんでいると思っていたが、今 はつらくて、速く卒 業し

たいと毎 日祈 っていますe

59 大学 臥 授業 現在 では、学習と生活 には、授業料を免除するのは、すごい問題になると思う。外国から留学生の授 業料
院 生 費

冒
早

母

*4 を免除するのは厳しくなったが、留学生にとって大変ことだと思う。

60 大学 園 日本 T he m a in prob le m is t he la ngu age fo r d aiーy co m m u nication in da ily ーife. B eca use m y N iho ngo is p oo r. I
院 生 ft

留
早

d=

括 fac e little b it p ro bー0m ▼but fo r O ve raーIth at is no t a big p ro bーem . I c an enjo y ーiv e at J ap a n (H irO sh im a).

81 大 学 国 日本 T he re are s ou rc e c o urses th at w o uld h ave b ee n v e ry u sefuーtO m e in m y re se arc h a nd g ene ra lk no w led ge
院 生 R 括 im p ro ve m en t b ut the la ngu ag e is p urely J ap an es e,th is pla ce s a kin d of re stric ho n o n m e a s fa r a s the

留

早
坐

cho ice of co urses is c o nc erne d.

62 大学 国 日本 M y p rog re ss in le arning J a pa ne se lan gua ge is v ery slow (I o nーy atten d J a pa ne se c la ss in S un squ are o n ce
院生 貴 1$ a w e ek an d Inte rn atio nal H ou se o n ce a w ee k) b ee au se I c an not a tten d th e J ap an es e c la ss h eーd b y

留
早

坐

Fac u lty of E d uc ation . It is ve ry d ifficu lt to liv e in J a pa n w itho ut m a ste ring Ja pa ne se la ngu age .

63 研究 臥 日本 私 は日本 に来て、一 年間経ちましたが、広大 に留学することはたった2ケ月過ぎです。研究生の生活を始

坐 費 括. めると、とても不安の感じを持っています。例えば、日本符の聴力が弱いので、ときどき質問を答えできま

習 チユ- せん。或いは、研 究の ことよく分からないとき、だれが助けてくれられるか、分かりません。友達 から聞い
早 ター て、学校 は留学生のために、チューターがいます。チユI タI は留学生 にお世話できるのに、こちらの

坐 チューターはぜんぜんしませんです。周りの留学生もこんな困ることがあるらしいですから、チユI タI は

ちゃんと留学生たちにお世 括にしてくださるほしいんです。よろしくお願いいたします。
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留学生支援調査自由記述で指摘された問題点

<表の見方>　問題:自由記述の中の問題のキ-ウード。
頻度:問題が指摘された延べ数.
対応部局:今後対応すべき部局。対応策:とるべき対応策。

問 題 m i喜i 対 応 部 局 対 応 策

1 日本 語 13 留 学 生 セン ター 日本 語 .日本 事 情 クラス の 広 報 、国 際 交 流

ボ ランティアの マ ッチ ング

2 英 吾吾学 習 2 情 報 メデ ィア教 育 研 究 セ ンター

3 学 習 方 法 1 各 部 局 、留 学 生 センター 助 言

4 学 習 困 難 3 各 部 局 、留 学 生 センター 助 言 、補 習 、チユ. ター の マッチ ング

5 研 究 室 1 個 人 の 問 題

6 カリキュラム 4 各 部 局

7 成 績 苫平価 1 各 部 局

8 指 導 教 官 2 各 部 局 、留 学 生 センタ- セ ンター は 指 導 教 官 の 理 解 を図 る対 応 済

9 経 済 的 問 正喜 ー0 就 職 課 、留 学 生 セ ンター 適 切 なア ル バ イト情 報 提 供 の 拡 充

10 授 業 料 免 除 2 大 学 募 集 段 階 での 基 準 等 の 明 示

l l 奨 学 金 6 大 学 募 集 段 階 での 基 準 等 の 明 示

12 研 究 助 成 金 2 各 部 局 、留 学 生 セ ンター 情 報 提 侯

13 宿 舎 3 大 学 宿 舎 の 増 設

14 ア ル バ イト 3 就 職 課 、留 学 生 セ ンタI 情 報 提 供 の 改 善 は 対 応 済 み 0 さらな る充

15 国 際 交 流 会 館 2 留 学 生 課 ゴ キブ リ駆 除 、自 動 販 売 機 の 設 置 等 対 応
済 み

1 6 図書 館 3 図 書 館

1 7 進 路 1 各 部 局 、留 学 生 セ ンター 助 言

18 運 転 免 許 1 各 部 局 、留 学 生 セ ンター 情 報 提 供

1 9 チ ユI タI 1 各 部 局 チ ュー ター オ リエンテ ー ションの 徹 底

20 留 学 生 交 流 1 留 学 生 セ ンタI 情 報 提 供

2ー家 族 の 教 育 1 留 学 生 セ ンター 情 報 提 供

22 家 族 の 日本 吉吾 . 1 留 学 生 セ ンタI 情 報 提 供
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2002年度後期　留学生支援調査結果報告

広島大学腎学生センタ-　指導部Fl

この調査の目的は、留学生のキャンパスに対する満足度の把握(必要とする支援の把握) 、疑
問・問題を持つ留学生の探索にあります.その結果をもとに、支援の重点項目についてより効果
的な支援を実施し、問題を抱える留学生に個別対応を行い、学内の諸関連組織および関係者ら-
報告し、改善を目指すものであります。

後期の調査でも引き続き、 「指導教官による助言」 「自分の研究」 「研究室の人たちによる助
言」 「カリキュラム」 r授業」 「図書館」 「日本での生活」 「留学生センターからの情報」につ
いての満足度と「広島大学での授業・研究に対する総合的満足度」 「日常生活に対する総合的な
満足度」の10項目について、 5段階で答えて頂きました。さらに今回は自由記述形式の質問をこれ
までの「あなたの学習と生活に何か問題がありますか」に追加して、 3点、 「日本人学生・指導
教官・留学生同士との関係で、文化や宗教の違いで困った経験を書いてください」 「今年の春に
卒業・修了し、帰国する予定の方は、帰国前に必要な情報があれば書いてください」 「学長にお
願いしたいことを一つだけ書いてください」を質問しました.有効回答者数は、 806名中211名
(回答率26.1%)でした。回答者の属性および10項目の質問に対する回答は以下の通りです。
「私の指導教官は、研究について適切な助言をしてくれる」では、 「とてもそう思う」 「そう思
う」はあわせて86%、 「大学の図書館は利用しやすい」では、 「とてもそう思う」 「そう思う」
合わせて80%と8割が満足しているようである。広島大学での授業・研究に対して総合的に満足し
ている」とした留学生は「とてもそう思う」 「そう思う」と答えた人は77%と高いものでした。
「日常生活に対して総合的に満足している」とした留学生も70%となっていました。その他の項
目に対する満足度としては、 「とてもそう思う」 「そう思う」と答えた人の割合は、 「自分の研
究」 69%、 「研究室の人たちによる助言」 66%、 「カリキュラム」 55%、 「授業」 52%、 「日本
での生活」 70%、 「留学生センターからの情報」 55%となっていました。

留学生センター指導部門では、留学生センターからの情報発信、支援の強化のため、オリエン
テーション、個別対応、各種情報提供の拡充などに努めています。また調査の結果と苦情をまと
めたものは、各部局や各種委員会などに報告し、改善を求めています。留学生の疑問や不安、問
題を訊ねる自由記述欄には63名から回答があり、センターからの個別対応を求めて連絡先を書い
ている19名については、直接電話、メイル、手紙の後に極力研究室での相談対応を約1ケ月間以内
に行いました。よくある問題や疑問については、指導部門ホームページに前回の「自由記述に対
する回答一覧」に追加して掲載する予定ですo
l文化や宗教の違いで困った経験」については、 29名からの回答がありましたo Lかしそのうち

13名は問題なく楽しんでいるという内容のものでした。言語能力によって起こる問題、コミュニ
ケーションのとり方(日本人的な友達づきあい、質問) 、宗教-の理解などについては、その予
防対籍のための冊子の作成を平成15年度の指導部門の活動として行い、改善に役立てていきたい
と思います。

r帰国前に必要な情報」については、 12名からの回答がありました。回答先が書かれていなかった
ため、直接本人に必要な情報を伝えることはできませんが、来年度には帰国前に必要な情報とし
て、情報を収集し、配布したいと思います。

「学長に一つだけお願いしたいこと」については、 50名からの回答がありました。これらの要望
は、留学生センター長から学長に報告し、対応をお願いします。
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1.回答者の属性

所属

35
30
2 5

人2 0
数 15

ー0
5
0

II II i .i i . i i r「 n . n ,n 一「i ,n ,∩ .【 I一 . - .

エ 国 教 故 医 社 エ 生 理 先 総 留 医 生 文 文 医 無 理 歯 法 権
学 際 育 育 歯 会 学 物 学 場 合 学 宇 物 学 学 学 国 学 宇 芋 済
研 協 学 学 薬 科 部 圏 研 物 科 生 部 生 研 部 研 答 郎 研 勧 学
荒 宗 覧 部 警 芸 等 宏 科芸 芸 雪 害 悪 霊 監 部

究 科 研 究 研 学 タ 郎
科 究 科 究 研 一

科 料 究
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広島大学での在籍年数
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2.項目別満足度

2.3わたしの研究室の人たちは、いろいろな
助貫をしてくれる

全くそう思

転回等　　わない　そう思わな

とてもそう
思う
24X

Tち晶
ffiwm

2.2わたしは、自分の研究に関する論文
をじゆうぶんに読んでいる

全くそう思
無回答　　わない

そう思わな

どちらとも
いえない

とてもそう

ァE

fiV ヰ
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3.総合的な満足度
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日本人学生・指導教官・留学生同士との関係で、文化や宗教の違いで困った経験

1
私 は 、 食 べ 物 を箸 か ら箸 に 渡 す こ とが タ ブ ー だ と は 知 りま せ ん で したC

2

問 題 は あ りま せ ん 0 多 分 、 先 生 や 日本 人 学 生 は 、 私 た ち が 特 別 だ と思 っ て 、 そ の よ う に扱 っ て い る

の で し よ う。 私 た ち は こ こ に い て 、他 の 人 と同 じ よ う に扱 わ れ る こ とを 期 待 して い ま す 0 だ か ら、

教 官 が 英 語 で 話 した り、 気 を 遣 う必 要 は あ りま せ ん 0 同 じ よ うに 勉 強 を しま し ょ う !

3
私 の 乏 しい 日本 語 能 力 の せ い で 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は お 互 い 簡 単 で は あ りま せ ん O

4
交 流 チ ャ ン ス が 少 な い の で 、▼ま だ そ うい う経 験 が な い 0

5

日本 人 と友 達 に な って ほ しい と思 っ て い る ん で す け ど 、 中 国 の よ うに うま くい か な い で す 0 考 え方

な どが 違 うか らだ と思 い ま す 0 や は り文 化 の 差 で す 。 も ち ろ ん 友 達 は で き ま す け ど仲 良 し は難 しい

-ナまJ .

6
教 官 や 日本 人 学 生 と文 化 や 宗 教 に つ い て 交 流 す る こ と に つ い て 、 ま っ た く問 題 は あ りま せ ん 。

7

日本 人 学 生 と の 関 係 は とて も楽 しい が 、 指 導 教 官 とで さ え、 言 葉 に よ る 問 題 は 多 く あ る 0 しか し、

指 導 教 官 か ら研 究 に 関 す る 重 要 な 支 援 は 得 て お り、 全 体 的 に は 満 足 して い る。

8

フ ィ リピ ン を 一.そ ん な に よ くな い 軌 と明 確 に 言 及 す る あ る 〇 〇 〇 の 教 官 で す 0 一 つ の 悪 い 経 験

は 、 フ ィ リ ピ ン 全 体 が 悪 い こ と を 意 味 して い て は い ませ ん 。 彼 は 、 特 に 、 留 学 生 に 講 義 を して い る

際 、 常 に フ ィ リ ピ ン が 悪 い と こ ろ だ と言 及 す る の をや め るべ き です 0

9

な い O で も学 校 以 外 の 日本 人 の 友 達 と トラ ブ ル が あ りま した 0 日本 人 は病 気 で も人 に 病 名 を 聞 か れ

た くな い の は初 めて 知 り ま した 0 た だ 病 名 を 聞 い た こ と と占 い の結 果 を 教 え た こ と だ けで 絶 交 され

ま した O

10
文 化 や 宗 教 の違 い は勉 強 に な りま す 0 問 題 で は あ りま せ ん0

ll
山 ほ ど あ ります が 、 川 に流 し、 毎 日楽 し く勉 強 して い ま す !

12

日本 人 学 生 と の 間 に は 言 語 に 関 す る小 さな 問 題 が あ りま す 0 私 は ま だ 日本 語 を は なす こ とが で き

ず 、 彼 らは 英 語 を知 らな い か らで す 0

13
生 活 の活 動 の 中 で 、P日本 人 学 生 と留 学 生 の 間 に は 壁 が あ りま す 0

14
日本 人 学 生 は 少 し恥 ず か しが りや な た め 、 深 い 関 係 を 築 くの は 難 しい で す 。

15

日本 の あ い さつ の 事 で 頭 が 痛 い で す 。 例 え ば 、 私 の 研 究 室 の 先 生 た ち は 毎 日忙 し く研 究 して い ま

す O だ か ら私 は 外 に 出 か け る時 や 家 に 帰 る と き な ど先 生 た ち に r先 に 失 礼 しま す 」 と か 、 「食 事 に

行 き ます j とか 、 一 日中 に も何 度 も 言 わ な け れ ば な ら な い 言 葉 が お 邪 魔 に な る こ とで は な い か と

思 っ て 言 わ な か っ た が 、 先 生 た ち は 、 「○ さん は 一 日 中 ど こ に 行 く か 、 い つ 帰 る か 全 然 わ か りま せ

ん 」 とい わ れ た の で す 0 私 が 住 ん で い る と こ ろで は 、 よ く呼 ば れ る こ とが な い 場 合 に は 、 こ の よ う

な 必 要 が な か っ た の で す 0

16 差 別

17
イ ス ラ ム 教 で は な い の で 特 に 困 っ た経 験 は あ りま せ ん 0

18

勉 強 とい うの は 自分 の こ とで す か ら 自分 の 事 情 に よ る ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て る こ とが あ りま す が 、 そ

れ が た ま に 先 生 と 日本 人 学 生 に 誤 解 され た こ と が あ りま す 0

19

約 半 年 前 、 私 の 乏 しい 日本 語 に よ っ て 、 耐 え 難 い ほ ど恥 ず か しい 経 験 を しま した0 実 験 室 5 で 日本

人 と一 緒 で した 。 そ の 学 生 は とて も 失 礼 な 態 度 で 、 決 して 忘 れ ま せ ん 0 彼 の 質 問 は 、 な ぜ 私 の 日本

語 が そ ん な に 流 暢 で は な い か … 等 で した 0

20

関 係 は と て も よ く、 日本 人 学 生 は優 し く助 け て くれ ます 0 教 官 は ま あ ま あ で す 0 これ に 関 す る問 題

は あ りま せ ん 0

2 1 日本 人 が 私 の 友 達 の 自転 車 を 盗 み 、 見 つ か っ た こ とが あ りま す 。
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2 2

時 々、母 国で は習慣 にな ってい るよ うに、教会 へ平 日で もい くこ とがで きませ ん0 研 究室 に夜ま で

い る よ うに期待 されて い るこ とです。 同僚 には理 解 しがた い ことです0

2 3 私 は、イ ス ラム教 徒で 、食 べ物 の制 限に よ り、パ ーテ ィに参加 す る ことは非常 に難 しいです0

24

日本 人学生 、指導 教官 と留学生 の関係 は いいです。 コメ ン トは あ りませ ん0 もち ろん 、文化や 宗教

は異 な ります が、 共有で きるこ とはいい こ とです0

25

日本人 学生 、教官 、留学 生 との関係 におい てそ の よ うな問題 はあ りませ ん0 私 と母国 は違い ます

が、 ガイ ダンス を支 援 して くれ た年 上の留 学生が い るこ とを とて も幸 運 に思 って います 。. また、私

の学科 の 日本 人学生 や技 術者 は、多 くの手紙 の翻訳 を手伝 って くれ ま した0 教授 . 助教 授 と もに英

語 が上 手で 、ま った く問暦 は あ りませ ん。

26

これ は重要 な問題 では ない と思 います。 来 日す る留 学生 は、文 化的 l 宗教 的な違 いに気 がつ いてい

るべ きです。

27

文化や宗 教 の違いで 困 った経 験 は別 にない です が、 人間 関係は とて も重要 だ とい われ ま した0 二度

目日本 に来た ので、 環境 に対す る新鮮感 もだんだん な くな り、 その 上、学習 上の 悩み及 び不安 定な

状 況 にいるか ら、 なん とな く人 間関係 も うま く営 まない よ うな気 が します0

28

特 にな いです。 い ろい ろ違 いが あ りま した が、皆で 話 を して、お 互い に理解 と交 流を探 めてい きま

す0 特 に困 りませ ん で した。

29

日本 人学 生、教 官そ してす べて の 日本人 の博愛 的 な態 度 に とて も喜ん でい ます 。将 来 もそ うで いて

ほ しい です0
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今年の春に卒業・修了し、帰国する予定の留学生が、帰国前に必要な情報

1

この春ではな く9月 に 広 大 を去 るが 、 広大 でもつと勉強を したい (20 03年 10月 か ら2 00 3年 2
月) 。応募で きます か ? い く らか か ります か ? A IE Jの奨学金やほかの奨学金 を得 ることが
できますか ? ビザ は どの よ うにす べ きで す か ?

2 初等 . 中等学 校 にお け る数 学 教授 方 法 の革 新

3 家具 ご と引越 しした い とき、海 外 の家 まで 運んで くれ る信用のある業者 を知 りたいです 0

4 母国の就職情 報 が必 要 で す 0

5 留学生 に奨学 金 を提 供 す るオ フ ィ ス0 特 に科学領域 にお ける留学生 の短期研 究プ ログラ

6

留学生 との関 係 は 、英 語 で 会 話 が で き るた め、便利 です 0 日本人学生 と指導教官 との関係
には、言語に よる 問題 が あ る0 実 際 、彼 らは優 しく、助 けて くれる0

7

この春 に私は 修 了 します 0 英 語 に よる学 位 記に関す る情報が必要です 0 卒業後に もらえる
ものなのか、 そ して 、将 来 、 この 証明 書 を法線上正統 と認め るための手続 きは どうで しょ

うか0 多分、 将 来 、何 か に応 募す る際 、学 位記が必要で 、大体それ をコピー して、その証

明書 が出た期 間 か ら認 めて も らい ます 0

8
帰国す る とき、 引越 し会 社 につ い て の 情報 がほ しいです 0

9

帰国 して から、 広 大 あ る い は広 大 留 学セ ン ターの情報 を続 けて注 目したいですが、広 大留

学生セ ンター は 、H om ep a geが あ ります か 0 もしあった ら知 らせ ていただけませ んか ?

10
来期 に 日本語 の集 中 講義 を して ほ しい です 0

l l
中国で仕事 を見 つ け た い ので す が 、私 の 専 門 (池質学) は、 日本で も中国で も難 しいで

す..

12
研究プロジェ ク トに お い て、 日本 人 教 官 と共同 して働 く機会 について知る必要が あ りま

「卜
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学長-の要望事項

1

広島大学には多くの留学生がいます0 少なくとも、各場所に海外と多くの関係があり、英語
を話すことのできるスタッフを一人紹介 してくださいO

2

24時間利用できるコンピュータ設備は必要ですがなんでないでしょうか ? パソコンを持たな
い学生は、9時までしかレポー トを書くことができません0 時々、まったくできません !全

員が24時間使用できる研究所とコンピューター施設が必要です0

3
通勤バスがあったら便利です0

4

教員研修コースを修了す る学生に対 し、母国で昇進することを可能にする証明書を与えられ

るべきです0

5

日本で学ぶ全学年の留学生について知るためには、サンプリングによるインタビューをす る
ことが最善の方法の一つです0

6 控え室が狭くてこまっています0 何とかしてくださいO

7 より文化的な活動をするものを留学生に提供 してください。

8 控え室が狭い L A N がほしい0

9

①冬のスキーツアーを毎年行 うようにお願いします0 雪の知らない留学生にとってすごくい
い体験だと思いますD ② レベル 5 以上の日本語の授業を設立してほしいです。上級になって
ももつと日本語力をレベルアップ したいものです0

10
院生研究室をもう少 し広 くしてください0

ll 勉強専念のた桝 こ授業料免除を是非お願いします0

12 毎年の懇親会だけではなく、もつと身近に留学生と交流してほしい !

13
卒業したら、学校と連絡を取れるまであるいは、学校がどのくらい留学した人を活用するこ
とをお願い します0

14
短期留学生、新入生の留学生だけ優遇することについて検討 していただきたいです0 学部の
留学生担当教官に大いにお世話になっています0 ありがとうございます0

15

留学生と日本人学生 (社会人学生を含む) 間の交流を促進 してくださいO

16
広島大学の国際交流 (例えば、中国北京師範大学との姉妹関係など) がうまく進むように

祈っています0

17
Ph.Dのために奨学金を延長すること0

18
母国からの奨学金は修了 しま した0 もしかまわなければ、そ して、機会があれば、博士課程
進学のための奨学金の情報を教えてください0

19

私の夫は私費学生で、生活や学費については、私の奨学金に頼っています0 今期、夫は学費
免除を受けることができませんでした0 一部でさえ、免除されませんでした0 その金額は、
私たちの収入の約4分の1です0 将来設計において、来期の学費も払わなくてはならないかど
うか、事前に教えてもらえるととても助か ります0 このような結果を、学期末ではなく、学
期の始桝 こ教えてもらうことは可能ですか ? そ うすると、支払いに6ケ月間ありますO 少な
くとも、継続するかどうか、選択することができるようにもな ります0

20
医学部で 日本語の授業はほとんどありません0
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21

母国イン ドネシアに帰国後、また帰って期待です0 イン ドネシアからのもう一人の学生は、

広島大学で勉強をしています。将来、留学生のカリキュラムは今より寄 りよくなっていると
信じています0 そ うすると、広島大学での生活を楽しむことができます0

22 医歯薬学部に経済的に苦しい学生のた桝 こ寮を作ってほしいです0 よろしくお願いしますO

23 日中医学の交流をお願い申し上げます0

24 学長に奨学金をお願いしたいです0

25
留学生に関連するものは、英語での表示も提供 してください0

26
工学部の駐車場を拡大 してもらえば嬉 しいです0

27 留学生が就職 したい場合に助言と手伝いが必要です0

28

広大の卒業生は、社会人になったらその競争力が低くなるといっていますが、できるだけ学

校から社会の激 しい焼争に対応できる能力を身につける環境を作づてほしいですO 例えば、
日本語以外の外国語が勉強できる環境がほしいです0

29
学生が自分の研究に適 した研究室を選ぶため、教官の研究業績を更新 してください0

30 シラバスをもつと現実に即 して書いてもらいたい0

31

留学生センターのホームページでもつといろんな生活に役に立つ情報を載せてほ しいです0

特に、アルバイ トと、地方団体との交流会などです0

32
夫婦がともに留学するため、申し込める奨学金の機会がほしいです0

33

授業料免除の範囲を拡大 してほしい !毎月七万円の奨学金をもらっている人と奨学金のない
人が同じように半額免除というのは公平だと思いますか ?

34

教授された内容や教官の仕事について、クラスか教官評価組織に審査させてほしい0 シラバ

スに記述された内容について、そのコースの目標が達成されたかどうか、評価する0 授業の
質の向上のため、期間中または期間の終わ りに生徒か第三者によって行なわれる0 授業で使
用される資料が時々異なっており、そのコースの目標以下であったことに私と私の友達が気
がつい+,か Ftて毒す一

35 研究を続けるための奨学金が必要です0

36 図書館で、英語版のカタログを作ってください0

37 大学院博士課程への進学をしたい0

38

2 月上旬にミャンマーへ調査に帰るのですが、学生健康保険組合に加入 したい 2 0 0 2 年
4 月に入学 したが、その時は入 らなくてもいいとい うことを聞き、入会 しませんでした0 で
すが、 2 0 0 3 年 1 月の留学生の家族の】人が事故でなくなったことをとても残念に思って

います0 もし自分が加害者になったら、そのご遺族のため、被害者につなったら愛する人々

のため、な ど考えているのですが、よろしくお願いします0

39

母国に帰国後、習得 した知識やスキルを応用することを可能にするような、日本語コースの

修了書とは別の資料を発行してもらうことは可能ですか ?

40 国際交流会館でインターネット接続サービスを提供 してください0

41

いま、授業料の免除がますます厳 しくなっている0 もらっている奨学金が高いほど、免除さ
れる可能性が低い0 また、奨学金がないのに免除してもらえないケースもある0 同じケース
でも広大の方が厳 しい0 ほか、留学生を受け入れる時、出身大学、経歴などに関して十分な
検討を行った上で受け入れるべきだと思 う0 最近、勉強 目的を持っていない、金稼ぎなどの

目的で広大に来る留学生が多い0

42
広島大学の第二病理学研究室で学ぶイン ドネシア大学からの学生がいたらと思います0

43 奨学金をもらうのが難 しいのでもつと多くの奨学金があった ら留学生活に役立つと思いま
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44

自身でパソコンを持たない限 り、国際交流会館で自分の部屋からインターネットに接続する
ことは非常に困難または不可能に近いことがわかりました0 また、各部屋直接つながる電話
もありません0 国際交流会館にコンピュータールームを設置するか、各部屋からインター
ネットを接続することを簡単にする施設を整備 してください。

45

3 で書いた件 (授業料免除の件) は今年だけではなく、ずつと論議 されてきた問題です0 留
学生たちにとって一番深刻な話題だ と理解していただき、其剣に解決対策を考察していただ
きたくお願い申し上げます0

46
教育開発に関する英語の図書や資料をもつと買ってください0

47
広島大学の学長が、広島市の市長 となって、大学にいろいろなことをもたらしてくれた らと
艮らA

48
学長がベ トナムを訪問 し、ベ トナムの学生が私費で日本で勉強する機会を開いてくださるこ
とを望んでいます0

49 留学生に対して奨学金をもつと提供 してください0

50
特に、バングラデシュなどの南アジアの途上国からの研究者を優先 していただけると大変有
難いです0

-134-



2002年度前期留学生満足度調査　自由記述に着かれた個別問題に対する対応

1 学籍
′国
ft R 自由記述内容

対応

2

研究

生
四 毎週、日本措の授業時間はあまり少ないです。外国人と日本人一緒に勉強する枚会が 1月20 日に支援者を

費 とても少ないです。経か 日本括の学習を助けてくれる人を持つ機会があればと思う。 募集して、翌日マッ

チング。

3

研究

隻

一番悩んでいることは、大学院に入つてから出す授業料です。去年の9 月未に日本に来

て文部省から外国人の留学生にくれる1 5 万円の生活安定費ももらっていないんです。

一月27 日電話をして

研究室に来てもら四

ft 日本の経済が不景気だからしようがないです。今は、研究生で何の奨学金ももらってい う。16時から40分

ません。アルlくイトをしていますけどただ生活費しか稼げないんです。まわりの人から授 間、現在の状況を聞

菓料も全免とか半免が難しくなると聞きました。バイトをしたら、疲れて思うように勉強す く。研究室や指導教

ることが大変です。外四で私費で勉強することはやはり大変だと思います。以上は今- 官には間規なく経済

筆先になっている問視点です。よろしくお厭いします。でも自分の夢のために頑張りま

す。

的なことのみ問題。

経済支援の状況や

奨学金資料提供と

説明をし、励ます。

その他質問に答え、
何か援助が必要と
なれば、いつでも応

えることを伝える。

4

大学 臥 日本と母国の間での教授システムはとても異なっています。それは、ここでの教官の班 名的のみの把載で

院生 負 輪は、時々、r閉鎖的」だからです。つまり、教官には確かな視点しか提供されないので あったこと、現在問

す。日本人学生は、時々、自分の意見や考えをまったく述べません。現在、日本のシス 局はないとのこと
テムについて知っているし、より理解しているのでいいですが、最初のころは難しかつ で、対応はしていな

た。現在、すべては大丈夫です。 い。

5

研究

坐

私 時々、センタI やレストランで、青葉による問題や異なるメニユI による問規に直面しま

8 す。研究室に日本人の友達はいますが、それ以外にはいません。以前、削 、物も難しい

とおもつていましたが、今は大丈夫です。ほかにも問恩はありませんが、問題は、日本の

宗教や生活には慣れていないことです。

8

大学 私 1 . 新しい留学生がきたら、教官や日本人学生が鴎錯なく英巧で話してほしい。r異なる 3月6 日電話 (留守番

院生 費 搭乗」を使いながら日本棺で括されるより、完全な発音でなくても英曙で臆したほうがい 電括)、その後も電

い。2 . 私は3 年前、文部省より奨学金を受け、博士課程で勉強する夫についてやつてき 話をする留守番電
ました。息子が大きくなったこともあり、4 ケ月前から広島大学へ私も来るようになりまし 括のみ。

た。私は奨学金を得ることができず、自費です。夫や妻が文部省奨学金を得ていても、

少なくとも授業料だけでも、配偶者にはほかの奨学金を受けさせてください。さらに、私

の場合、3 人の子どもがおり、育児費が必要です。身体検査のため、皆見キャンパスの

医学部の学生が、東広島キャンパスへ行かなくてもいい。

7

大学 園 私にとって大きな間組は昔緒です。大学だけではなく、もつと大きな環境において、英語 名前のみの妃載で

院生 辛 の指示や掲示板などを増やすべきだと思う。しかし一方で、これが留早( 日本での)にお あったため、対応は

いて私が直面すべきリスクの- つだと気がついた。 していない。
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8

研究 園 夫とともに来日し、広島大学○○学部で中国社会の○○問題を明らかにするため留学 2月27日13:00-14 .00
隻 費 生として学びましたOでも、日本にその資柑 ま少々ありますから、たくさん資料は中国か 電話で連絡をとった

ら手数料コピI 代も要るし、今から中国に論文のために調査に行きます0研究費用は高 後、研究室に来室し

いです。夫は、広大0 0 学部博士後期課手引こ在学しており5年生から学位の免除はなく てもらい、話をした。
なりました。また博士輸文を完成するため多忙になり、アルJくイトも柿小しなければなり 他の野学生の奨学
ません。さらに、子ども中学I 年生になり、- 屑出費も多くなります。生活は- 段と厳しさ 会や授業料免除の
を増すと思われます0奨学金を希望するよろしくお願いします。 状況を説明し、励ま

した。園学生は
「すうきりした」と

貰って帰った0研究
室では心配をかけ

たくないため、辛い
状況にあることさえ

貰えないでいるとい

う。

9

大学 私 生活において何よりも困る問題は、私費留学生として生活費ですアルバイトでもやって 3月7日メイルでアド

院生 喪 お金を稼ぎたいのですが、研究に邪魔になると思います。予想した留学期間は4年です Jくイス。返信なし。

が、1年もつと研究しなければならないですので、授業料とか生活費がすごく負担になり
ます。それで、安い寮で生活できるようにお願いいたします。

10

大学 m 私の問題はとても単純です。私はアルバイトに多くの時間を過ごさなくてはなりません0 3月7日にメイルで
院生 焚 しかし、常に授業のレポートや宿題をし、研究をしなくてはなりません。ほとんど、アルバ rいつでも相吾刺こ乗

イト先と大学しか行っていませんeしかし、文句は貰いません。日本での生活は楽しんで るので、連絡をくださ
います。将来、r努力は実る」と信じています。. つ助けていただきたいことがあL}ます0 い」と伝える0返信
日本で仕事を探そうとしていて、すでにもみじから、私に適したパソコン会社を見つけま 待ち0

した。しかし、その会社の応募の仕方がわかりません(指示を理解するだけの 日本語能
力が足りていないからです)。留学生センターによやくをして、アド′くイスや情報をいただ

けたらうれしいです0

ll

学部 私 約3ケ月駒に広島へきました。私の直面している問矧 ま、昔括に関連する表現の難しさ 3月5日に手紙でアド

学生 費 です。国際首臆としての英措くまたは、どの音乗でも)が、どこでももつと受け入れられた /くイス0
ら、留学生にとつてよりよいでしよう。また、日本語について、今、ひらがなとカタカナを学

んでいます。しかし、どこでも漢字が優先されており、これは、日本括学習の壁になって

いますeどの程度感じを勉強できるかわかりません。結局、私の考えを表現できなかつ
たら、とてもショックなことです。もつとレクリエーションや楽しみの範囲を持つべきだと思

いますe

ー2

大学 電子工学の領域では、英語によるゼミはありません。英矧 こよるゼミがあつたとしても、 連絡中0

院生 情報は適切なものではありません。

13

学部 私費 (私の問規を解決していただけるかはわかりませんが)もちろん最大の問題はお金で 2月17日にメイルを

学生 す。私はA IEJの奨学生ではなく、A IEJの友達と親密になることは難しいです。奨学金を 送るがアドレスの変
得ることができる人は、ほとんど、英括を母指とする人たちです。だから、チユータI など 更があったようで、

のアルJくイトを得ることは簡単です。しかし、私はそうではありません0短期留学生にとつ 連絡がつかない0プ

て、アルバイトを見つけることはとても難しいです。なぜなら、長期で働く人が求められて 口グラム担当者に報

いるからです。とにかく、いつも私は友達と付き合うときお金のことを心配してしまい、親 告して、指導を依輯
しい友達を作っていません。もちろん、毎月学校から5万円持ていますが、E]本ではまだ している。
不十分で、いつも母にお金のことを頼むのは申し訳なく感じています(例えば、寮焚とし

て、毎月2万円払わなくてはなりません)。もう一つの問硯は学習です。私の専門につい
ての情報を得ることは難しく、日本人の友達を作ることも難しいです。だから、音譜能力

や 自分の専門に対する能力を伸ばすことができなくて、少し落ち込んでいます。しかし、

すべてのことはうまく貰っていて、何とかやつていますe周囲の皆さんに惑tm しています。
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14

大学 国費 海外で経もが直面する問題はコミュニケーションに関する問題です0各国がその国に即 これまでもメイルで3

院生 した規定を定めているため、その園に来る人は新たな生活に適応していかなくてはなり 回相扱に応じてお

ません。たいてい、適応とは、他者との相互関係によるものです。宮古割こ関する如拙を リ、会話パートナー

得ると、その生活はより条に、そして楽しいものになります。私は、広島大学の留学生セ も探して、双方の相

ンタI は、日本語教育においてとても努力を払っていると思います。しかし、ほとんどの 級にのつている。3
新入生は、入学抑 こ入学拭験を受けなくてはならず、同じようにそれを得ることはできま 月1日にこのアン
せん。ここで私が貰いたいのは、研究生の期間が生徒にとってとても重要だということで ケ- トの回答とし

す。しかし、よい持具を達成する時間を管理していくことはとても難しいことです0 て、メイルを送り、研

究室への来室をお

願いする。その後返

信はない。

15

研究

生

私費 私は結婚しており、妻を連れてきたいと思います。安い家賃の住居について知りたいで 3月5日に電話をした

す。2人以上の家の家賃は高く、重荷になることが考えられます。助けていただけたらと が通じないため、手

思っています。 紙。3月7日メイルで

感桝の返事。

ー6

大学 国教 以前、国際交流会矧 こ住んでいたときは、保虹人が必要なかつたが、今住んでいるサン 1月19日メイルでアド

院生 スクエアでは必要とされます。今、教官に保証人になっていただいていますが、引つ趨す バイス。メイルでお

ときは違う人を探さなくてはなりません。奨学金の畦が減っており、サンスクエアに家族 礼の返事。アド′くイ

で住むのは高いため、そこにすむことはできませんeそこで、県営か市営のアパートに住 ス通りにしていると
むことを検封していますが、保鉦人を探さなくてはなりません。2月に応募したいので、至 のこと。

急助けていただけたらと思います0

17

大学 私費 去年の10月に大学院に入学した私費留学生ですが、入学金と授業料すべてが免除され 2月26日メイル。返

院生 ていないです。半年で50万円以上の負担額プラス生活費用はとても重いです。日本に 情なし0

来る目的がすぐれた学習環境で研究に集中することでしたが、今の状況では不可能で
す !はっきりした免除決定基準があればまだ納得できますが、現実的には運に任せるし

かないです。日本政府が作った留学生ー0万人受け入れ計回がたとえ数字的に実現した

としてもその実際の効果がどこにあるのでしょうか ?

8

大学

院生

私費 経済面の余裕がないので、研究にも影響が出るような感じます。 3月5日手紙を出し、

3月10日感謝のメイ

ルO

19

大学 国費 統計の方法に関する英単語が使われたらいいのにと思っています(ID EC )。博士課程の 3月15日メイルを送

院生 学生としては、国際学会で発表しなくてはなりませんが、自然科学の分野の学生とは達 るが、返信なし。

い、とても重荷になっています。社会科学の学生にも手厚い扱いをしていただけたらと思

います0

20

大学

院生

国費一日常生活、研究生活ともに特に開法はありません。 問題がないため、連
絡をとっていない0

.′l一 黒 革 絡先不明 年

21

研究

隻

臥
費

他県へ引っ越さなくてはならないが、安価でよい場所を見つけるのは、複雑である0

22

学部 国 全体的に、日本での生活はよい。しかし、ある意味では限られている(部分的には、私の日本措能力の限界

学生 費 によるものだが)。非常に限られた資金でやってきた個人の客員研究員として、十分な生活を営む概会が 多い

わけではない。実際、私の日常生活は構造的ではなく、いくつか授業を受講したりするだけであり、日本での

旅鼓は高いため、旅行をすることは財政的に困難である。ここでの生活において、むしろ孤立していると感じる
こともしばしばある0しかし、私の指導教官との経験は非常に価値のあるものと感じている。若木先生は、まれ

に見るほど思慮深く、寛容な人で、私は、先生が指導教官であることにとても感謝している。彼は、私の日本

での経験のうち、最もポジティブな側面である。彼から多くのことを学び、芸術教育について放輸したり、様々

な広島の学校を訪問したりするなど、ともにすごした時間をとても楽しんでいるeすばらしい教育者というもの

がどういう人なのか、彼は体現しており、広島大学教育学部に多くの貫献となっている。
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23

研究 国 いろいろ奨学会について申し込んでいますが、なかなか受けることができません。安心して研究するには奨学

坐 辛 金は必要です。

24

研究 私 今期、受講期間が一週間もなかった。私は、通常の日本語の授業を受講したかったが、指をした先生は、その
坐 費 授乗に私が加わることを気遣っていた。また、文学部以外、シラ′くスは日本語で書かれていた。これはあまり

親切ではないと思う。だから、シラバスをより早い時期に配布するか、授業をチェックして、先生と相談したりす

る時間をもつととってほしい。また、私のちチューターや指導教官は、r忙しい」らしく、すべてのことを自分でし

なくてはならない。今は、システムについて知っているから、することができるが、そのときはこまったね !

25
研究

M-
園

呈;

日本語の問題があります。どりよくすれば、だいじょうぶだと思います0

26

学部 臥 教師教育カリキュラムは、生徒に対する最大限の学習と利益を与えるためによく明確にされるべきである。可
学生 費 能であれば、少なくとも週. 回の授業があるべきだ。

27

研究

坐

私 私は、時々、寮で孤立しているように感じることがあるが、これは、多分、英国と日本の文化的な違いだと思う

費 (私は、多くの人と集団として生活することに慣れている)。受講することにとても関心を持っていた授業は、私
の来 日したときには、もう存在していなかった。しかし、全体的には、受講している授業に満足している。その

授業は、母国の大学で専攻しているT ザインに関係ないが、そう思っている。しかし、来 日前、それが問鼠に

なると分かっていた。全体的に、日本での生活は楽しんでいます。ありがとう!

28
学部

学生
国
費

今の学習と生活には、先生とクラスメl トのおかげでだいたい慣れていて、全然閉局がないと思う。

29

研究

生

私 中央図書館には、西図書館にあるようなコンピューターのサービスがない。マッキントッシュのコンピュータ-

費 があるだけである。留学生の中には、W indow sのコンピューターが使いたい人もいる。

30

宇部 国 字音は満足していますが、やはり薄弱な経済で生活の負担が重くて奨学金をちゃんともらえばなんかたいへ

学生 費 んたすかリます。

31
大学

院生

私
費

私は、日本にきて約5年になります0ここでの家族の生活に大きな問矧 まありません。

32

研究

坐

国 研究室での研究雰囲気がうすい。互いにどんな研究をどこまで進んでいるかすらわかりません。研究経費に
喪 関しては、どんな場合、研究費から払えるかなど不明です。

33

大学
院生

臥
費

周りには(同じ専門では)留学生ばかりで、論文のネイティブチェックが頼めない。

34

大学 臥 友人から開いた括ですが、ある地方の国立大学の博士謀損では、無料で留学生に- 台ずつノ- トパソコンを

院生 戟 配っています。また、図書代も支援しています。これについて、広島大学では、留学生への学習支援金はいつ

さいありませんか ? 毎年、文部科学省から留学生への津金が出ていると思いますが、それはどのように使わ

れていますか? 留学生用のアンケート‡周重はいろんなところで行われたが、結局結果はどうなっているんです
か ? 留学生の生活と学習問規が本当に解決されましたか ? アンケート調査つて何かの効果がありましたか ?

失礼なことを申し上げているかもしれませんが、どうか理解していただいたら幸いです。下手な日本語、大変

失礼しました。

35

大学 園 留学生に対する方略は年々変わります。ゆるかつたり厳しかつたりしています。(寮の住居許可、延長許可、

院生 費 授業料の免除、奨学金の給与など)戸惑います。

36

大字 私 私党留学生 (中国などアジアから)の場合、ほとんどは、アルバイトしてギリギリ生活しながら勉強している常

院生 n 用ですO半年一回の授業料が免除できなくなると本当に因ります0
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37

大学 匡) 留学生にとって- 番田つているのは言葉と経済です。日本語がわからないと日常生活が非常に困ることは首

院生 費 うまでもないです。次は、経済ですが、特に、今は、日本の不景気であって、アル′くイトも少ないし、たとえあっ
たとしても、自給が低いです。このような状況の中で、授業料から生活費まで全部自分で稼ぐのはすごく大変

だということをわかってほしいです。もし、授業料の免除か奨学金をもらったら勉韓に役立ちうまく卒業できると

思います。そうでないと、日本での留学生活は意味がないと思います。

38

大学
院生

臥
費

基本的に、日本ではすべてのことが便利だと思う。ただ、環境に適応するため、少し時間がかかるだけだと思

う。

39

大学 国 私の 自宅は、県営住宅です。ここでは、何人かの外国人(学生ではないかもしれないが、中国人が支配的)那

院生 費 住んでいます。私の近所の中国人家虚と(私たちや他の留学生も含めた)留学生との関係は、あまりよくあり
ません。指定された場所以外の駐車など、迷惑することがあります。徒歩であろうが、運転していようが、通り

抜けることができません。もう一つは、夜になるといつも賭け事の遊びをしていることです。時々、外にある私

や私の家族の物がなくなってしまいます。

40

大学 国 受け取るほとんどのお知らせは、日本語のものである。私は、日本梧学習の必要性に気がついてはいるが、

戻生 s 受け取る資料のほとんどは、私の統解能力の限界を超えており、いつも誰かに何をしなくてはならないか、教

えてもらうために頼っている。多くのものは、本当に重要なものではない。重要な書類をr重要な」ものとするこ

とは、そんなに難しいものではないだろうし、他者への依存を軽減するだろうと思う。

4ー

研究
隻

臥 日本人の大学院生に対してはみんな先生と呼ぶんだけれども、留学生の大学院生を呼ぶときは～さんと呼ぶ

負 人が多いし、臨床の仕事はやらせてもらえないんだけど、0 P E の時の手伝いでもいいし、見学でもいいし、な
んかを勉強できるようにしてもらいたいんです。そして、医局会とカンファレンスとかも参加させてもらいたいん

です。日本人の大学院生と留学生の大学院生を白と黒に分けているので、楽しくないんです0

42

研究

坐

a 主な問題は、昔語の問題です。私の先生は、日本緒で教え、みんなが発表する学会では、日本語で繕地をし

費 ます。私は、英語とビルマ括しか括すことができません。ミャンマーでは、私はすべての医学教科を英曙で学
ぴました。しかし、今は、できるだけ日本語を学ぼうとしています。

43

大学 国 日本人の学生は、完全な発音ではないが、英括で托すことに鋳緒しない。難しい括臭については、日本箔より

院生 」 も英語で話したほうがいい0

44
大学

院生

国
費

図書矧 こ、日本括を学ぶための図書が足りません。

45

研究

生
ft この大学において残念な点は、留学生の資金などについては考えているが、私たちの安心については考えて

費 いないことです。日常的な私のキャンパス生活において、自分 自身の安全を確保するための問Blに底面して
います。留学生のためだけの掲示板がありますが、しばしば、それらは日本緒で軌 、てあります。どうして革

務官の人は外国人が 日本語を諌めることを期待できるのでしょうか? 多くの情報は日本精で、英括のものは

ほとんどありません。これによって、会計がとても得意な外国人は、ここではコミュニケーションにおいて無力

で、障害を負っているのです。私たちは、しばしば、推かに頼らなくてはなりません。日本人や中国人に助けを

求めさせられます。少しでも変えることができるのなら、すべての外国人留学生にとって大きな助けになるで

しよっ。

46
大学

陪生

臥

普

工学部の駐車場が足りません。

47
大学
院生

臥
曹

私は、研究者としてしたいことができませんでした。教官から耳われたことをしなくてはなりませんでしたe

48
大学

S*

国
費

学費の免除を心配している。もしこれから免除が不許可になったら困る。
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49

大学 私 - 年間、日本 (広島)で生活してみて、まったく困難なことはありません。一つだけあったこととしては、博物館
院生 乗 や歴史的な場所では、日本人が必要だったことです。この間矧 こついては、もうすぐ改善できることを望んで

います。

50
大学

院生
国
香

留学生について僻見を持つ医者と会うこと。

51

大学 国 授業料半績免除、奨学金もらったこと如しの二年間の留学生活を送ってきた。アルバイトをしながら、輪文を

院生 費 書くつらい日々、まわりの親しい友達がいろいろ助けてくれたおかげで今日まで日本に残った。

52

大学 四 教育学部の授業は、私の学部の授業と重なっています。そのため、とるべき日本括の授業には、完全に出席

院生 焚 することができませんでした。その結果、日本語能力はあまり高くなりませんでした。同じ日本語の授某を異

なった時間帯にしてもらえるとよいと思います。そうすると、留学生は、自分の時間割りに合わせて時間を選ぶ

ことができます。.私のチユ- タ- は、いつも忙しいようです。あまり助けを求めやすくありません。チユ- タ一
は、ボランタリー.=選ばれることを提首します。l日本人の教官は、狭く、特殊な領域にのみ知っていたり、専

門であったりするように感じます。教官の狭い専門領域に会わない学生に対しては、あまり指導できません。.

さらに、教官の中には、とてもよく知っている人もいます。しかし、彼らはそれらの知陣を生徒に与えることはで

きません。これによって、授業はとてもつまらなくなります。.集中講義の中には、宜と畳がとても低くて、まった

く集中的ではないため、非効果的ではないものがあります。

53

大学 園 ゼミのペI パI のほとんどが 日本語で、理解しにくいため、期待してきたものにあっていないものがあります。

院生 費 しかし、ID ECの特別プログラムに入ることを許されたため、英語の授業を受けています。

54 大学 国 国際会班出席のために、政府が旅費を出してくれることを希望します。

55

大学 国 Q )日本椿で小的文を書くので、どうしても日本椿をチェックしてくれる方がいるのです。いつでも日本箔をチエツ

院生 費 クしてくれる方がいれ ば、いいなあと思います。②各学部.研究科の講演.発表などを校内のB B Sで登録し、

いつでも見られるようにお願いしたいです。 .

5 6

・7 国 日本語を学習する時の問Blは、貫桔の実践的側面です。この官語は、環境によって応用される語乗が非常に

費 多くて、時間が足りません。私の留学生の友人も私と同じレベルです。だから、同じような間違いをします。日

本括会括のほかのグループは、音語を知っているか知らないか、推測します。前者の場合、彼らは、新しい雷
棺をどんどん加えながら、日本籍で結します。一方で、退出するとイギリス人になろうとします。私の先生だけ

が、私のニーズや能力を理解してくれますが、一緒にすごす時間は非常に限られていて、あまり達成すること

はできません。学習した文法などを使いながら日本括金指を実践する時間が授業のほかにもあればいいと思

つ。

57
研究

隻
四
着

部屋でインタl ネットを使いたいです0

58

大学 国 大学周辺があまりにも寂しい。何か生活を楽しめるところがないのが、ちょっとストレスたまった時とか友達と

院生 8 会ったりするときは、車がないととても不便ですね。私は東京から来ました。来て1ケ月間は、抑うつ状態でし

た。来たばかりは知り合いの人もいないし、車もないし、近くに何か楽しめるところもないので…。学校字体は

すごくいいのですが、あまりにも孤立してしまいますね。日本の大学の中で、自殺率一位だというのが気にな

りますe

59

大字 臥 研究においても生活一般においても、大体、広島大学ではすぱらしい経験をしてきた。私の教官は、とても的

院生 B けてくれ、私にオープンで、広く木も多いキャンパスはすぱらしい生活環境を提供してくれている。また戻って
きて、もつと滞在したいものです。
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60

大学 私 私の持つすべての問題は、日本語をあまり理解できない事実によるものです。私が受け取るお知らせや緒求

院生 費 書は、日本語で書いてあります。一つの例として、文部省奨学金の更新用書類があります。私の奨学金の更

新について、あまりよく教えられておらず、期日までに提出しないことは、更新ができなくなることを意味してい
ました。書類の記入をすぐにはしておらず、約束の時間のために出かける直前にその提出のことを聞き、急い

で提出せねぱなりませんでしたeそのときになってやつとその重要性がわかりました。日本での勉強は、奨学

金によるものであり、その用紙がそのためのものとは知らず、軽く考えていました。

61

研究 国 現在の最も大きな心配事は、入学試験です。私は、去年1 0月に広島大学へきて、2月の入学拭験を待つこと

坐 費 になっていました。しかし、範囲が広すぎて、数ヶ月では、ほとんどそれを網羅することはできませんでした0私
は、試験を9月に受けることにしています。率直に昔うと、古代時代の日本人教官とうまくやるのはとても難し

く、ID ECのような科に変えることすら考えさせます。しかし、私は文学部を選んだのであり、日本において日本
箔で学ぶことは意味がありません(ID ECでは英語で論文を書きます)。再度申し上げると、大学院入学後、解

決し得ないようなもつと大変なことがあるのではないかと考えざるを得ず、最初から学部l学科を変えるほうが

賢明かもしれません。○○笥 部の入学試験に合格する自身はまったくなく、文部省奨学金を受けている学生

の中で、2回も試験に不合格し、1年半後.=帰国させられるたった一人の学生になりそうなことを心配していま
す。しかし、学部を変えることは深刻な閉局でしよう。文部省や○○政府の承認を受けなくてはなりません。ま

た、1年以内に大学院に入学しなければ、奨学金を延長できないといううわさを聞きました。もしこれが本当な

ら、9月が私にとってたった. 度のチャンスになります。私の不十分な日本括能力で、文学部でどのように勉強

していつたらいいのでしょう。それとも、最初から間違った決断をしていたのでしようか? この4ケ月間、経験して

きたことを表すことのできる言葉がたったI つ、ストレス、です !私の学習に対する不確かで困難な状況(また
は、決断)により、とても悪い気持ちで、夜あまり眠ることができません0文学部で勉強をうまくしている留学生

のことを考えると、なぜ私ができないんだ? と思います。文学部でリスクを犯すことにより楽観的にならないと

いけないのかもしれません。これは、避けられない経験の過程で、最善の訓練なのでしょう。読んでくださつて

ありがとうございました。

62

大学 私 授業料免除について疑問を持っています。多くの留学生も同じ疑問を持っていると思います。年々留学生の

院生 費 数が増え、また日本経済の不景気などの原Ea で授業料免除の許可が難しくなっていることは経でもわかって

います。しかし、免除の審査に関して、不透明で基準がはっきりしないのは、留学生の間でよく論語されていま
す。もしかしたら、不公平、うらでもあるか、まで噴かれています。知っている限り、いい奨学金をもらえなが

ら、授業料免除も許可される人も少なくないです。一方、奨学金をもらえず、授業料免除ももらえない人も大勢

います。書類審査は、一体どこまで意味があるのかわかりません。ちゃんと書類を審査していらっしゃるので
しようか、という疑問も湧きます。授業料免除の許可は、難しいと知っている上でこの問題を提出します。難し

いだからこそ、公平かつ透明な審査をぜひともお願い申し上げたいと思います。みなが納得できる審査基準を

明示していただきたいと思います0何卒よろしくお尿い申し上げます。

63

大学 私 たった一つの閉式副ま、学習したい人のために、図書館がもつと遅い時間まで会館しているべきということです。

院生 費 また、日曜日の夜も開館してほしい。

64

研究

生

国
費

図書館のEq音や雑箆は十分ではない。工学研究における文献が特に限られている。
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指導教官のための留学生指導に関する10項目

広島大学留学生センター指導部門　玉岡賀津雄・中失礼美

1.チューター制度をご活用ください。

①ボランティア精神と留学生との相互学習意欲の高い学生をチューターとして選んで下さし㌔

(む学部内で行われるチューターオリエンテーション-参加させ、役割を認識させて下さし㌔

③チューターの役割を遂行しているか確かめ、留学生と日本人学生双方の教育・指導を行ってくださし㌔

④問題のある場合には、留学生センターにご相談いただければ、広島大学国際交流ボランティアに支援
を求めるなど、いろいろな対応をいたしておりますこ

2.保証人なしでアパートを借りる制度をご活用ください。

①慌狂人なしでアパートを借りる制度があります。必要があれば、ご活用くださし㌔指導教官は署名捺

印をしなくてはなりませんが、法的な責任はありません♭保証人がいないかわりに、留学生センター

および留学生課の電話なども記載してあり、全学で留学生の指導をするようになっておりますふ

②留学生に、内外学生センターの住宅総合保障に加入させた上で保証人になるという方法もありま+0

3.各種保険-の加入をご指導ください。

(王:国民健康保険-の加入をご指導くださし㌔ (これで医療費の70%が保証されま1.)さらに、日本国

際教育協会により残りの24%が保障されますこ最終的な留学生の自己負担は、 6%になりま+.た

だし、留学生の家族は、 70%の保障までですのでご注意下さし㌔なお、東広島市の外国語が静せる医

師リストが留学生センターのホームページにございます。また、英語の通訳が必要な場合には、緊急
の医療英語通訳ボランティアという制度もありま+.保健管理センター、留学生課、留学生センター

にご連絡下さし㌔

②アパートを借りる際に、生協の火災保険-の加入をご指導くださし㌔ (費用2000円は広島大学後援会
が負担しますので、留学生は支払う必要がありません。 )

③自動二輪や自家用車を使用している場合、自賠責保険はもちろん任意保険-の加入もご指導くださいO
㊨ 「留学生救済者費用保険」がありま10これは、特に留学生が死亡した場合に、遺体を火葬せずに母

国-過般する際に有効です㌔宗教などの理由で、火葬をしない留学生の場合には、負担が大きいので

加入を勧めております。手続きなどの詳細は、留学生課にご連絡下さいO

⑤どうしてもお金が必要な場合は、大学が10万円まで無手l仔で貸しておりますこ留学生課で必要な手
続きを取るようにご指導下さL・㌔

4.運転免許の切り替えをご指導くださし㌔

①運転免許の切り替えを行っているか、ご確認ください。

②運転技能検査なしで、切り替えができる国は限られています。たいていの留学生には、学科試験、実

技試験、適性試験が言果せられていますので、ご注意下さし㌔

5.学内の留学生指導・相談体制をご活用ください。

①学内の留学生に対する指導・相談体制をご活用ください。

○留学生センター　○保健管理センター　○各学部・研究科の留学生担当教官

○学部・研究科の事務局　○留学生課　○セクハラ委員会,など
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②留学生にも相談体制を認識させ、問題の未然防止あるいは初期解決を目指さなくてはなりません0

6.日本語クラスをご活用ください。

①少なくとも、日本語で日常会話ができるようにご指導下さし㌔

②留学生の日本語能力を高めるために、留学生センターの日本語クラスをご活用くださいO日本語能力

に合わせてレベル1から5までのさまざまなクラスがありますこ

7.各種奨学金制度をご活用ください。

①広島大学には、様々な奨学金制度がありますので、ご活用くださV㌔

②具体的には、日本蜘符奨学金制度(国費外国人留学封および私費外国人留学生-の民間団体等の奨学
金制度があります。ただし、民間団体等の奨学金は、広島大学に在籍中の人を対象にしていますので、

外国にいる場合、まだ広島大学に入学していない場合は応募することができません。

③奨学金申し込みの窓口は、各学部・研究科等の担当係となっておりますム

8.留学生の宗教・思想・信条をご尊重ください。

①留学生の宗教・思想・信条の自由を尊重し、それらを侵害する発言や行動をとらないようにお掛、し

ま+.例えば、イスラム教徒の学生に対してお酒を強要することなどは控えてくださho

②留学生はさまざまな社会、政治、文化圏から来ております、政治的な発言にもご留意下さい。

9.アルバイトと資格外活動に関する指導をお願いしますふ

①留学生は、学習と研究を目的に留学してきております。まず、アルバイトが勉学に支障がないかをご
7蒲・'"I,'ださい,

②留学生がア>wlイトをする際には、資格外活動許可を得ているかをご確認くださいO許可の申請は、
留学生課が担当しておりますので、そちらにご照会ください。

③留学生のア/i,バイト時間が週28時間を超えないようにご指導くださいo

④留学生が法的に禁止されているア/I,バイトを行わないよう監視・指導をお願いします。

10.留学生の一時帰国・国外旅行届が提出されているかご確認ください。

①一時帰国あるいは国外旅行は、まったく自由というわけではありません。指導教官の許可を得たこと

を証明する「一時帰国・国外旅行届」を各学部留学生担当係に提出するようご指導くださし㌔

②脚隈などで一時的に日本を離れる場合は、出発前に必ず広島入国管理局で再入国許可を受けなくては

なりません。また、再入国許可期限が切れると、新たに入国手続きをしなければならないので、必ず

期限内に日本に戻ってこなくてはなりません。

③特に、奨学金をもらっている留学生は、 1ケ月以上日本を肉伽.ると、その月の奨学金が支給されなくなり
ますので、ご注意下さい。

これらに関する詳しい情熱ま、留学生センターのキャンパスライフ・ガイドに記載して

おりますので、ご参照くださいOそのホームページ版は、以下のアドレスで九

http : //www. i ie. hiroshima-u. ac. jp/center/c誠pus/index, html
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2002年8月29日(木)「30日(金)
広島大学第18回学生生活担当者研究会　西条共同研修センター

留学生を取り巻く環境と問題点について
一指導教官のための留学生指導に関する10項目-

広島大学留学生センターt指導部門・教授

玉岡賀津雄

広島大学留学生センター

日本語教育部門　6名

(教授3名、助教授2名、講師1名)

留学生指導部門　2名

(教授1名、講師1名)

教育交流部門　2名

(助教授1名、講師1名)

留学生センターのパンフレットを参照
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広島大学のチューター制度

チューター制度には、有償と無償の2種類があります。 (もと
もとは、有償のチューターだけだった。 )

有償チュータ二は、各学部・研究科等で入学後につけること
ができます。大学がその費用を負担しております。

無償チューターは、ボランティアです。日本人学生または留
学生が、留学生センターでボランティア登録をして、インター
ネット上で連絡を取り合うシステムです1998年6月12日に設
立され、現在の登録者数は、約350名になりました。

原則として、有償チューターのオリエンテーションは、学部・
研究科等で、無償チューターのオリエンテーションは、留学
生センターで行っております。

(チューターのためのガイドブック)

3

`1.チューター制度をご活用ください。

①ボランティア精神と留学生との相互学習意欲の高
い学生をチューターとして選んで下さい。

②学部内で行われるチューターオリエンテーション
へ参加させ、役割を認識させて下さい。

③チューターの役割を遂行しているか確かめ、留学
生と日本人学生双方の教育・指導を行ってください。

④問題のある場合には、留学生センターにご相談
いただければ、広島大学国際交流ボランティア(顔
償チューター)に支援を求めるなど、いろいろな対応
をいたしております。
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2.保証人なしでアパートを借りる制度
をご活用ください。

①保証人なしでアパートを借りる制度があります。
必要があれば、ご活用ください。指導教官は署名捺
印をしなくてはなりませんが、法的な責任はありま
せん。保証人がいないかわりに、留学生センターお
よび留学生課の電話番号なども記載してあり、全学
で留学生の指導をするようになっております。

(契約書はホームページからダウンロ-ドできる。 )

②留学生に、内外学生センターの住宅総合保障に
加入させた上で保証人になるという方法もあります。
崖サンスクエア東広島は保証人が必要である。

3.1各種保険への加入をご指導ください。

(彰国民健康保険への加入をご指導くださいO (これ
で医療費の70%が保証されます。 )さらに、日本国
際教育協会により残りの24%が保障されます。最終
的な留学生の自己負担は、 6%になります。ただし、
留学生の家族は、 70%の保障までですのでご注意
下さい。

なお、東広島市の外国語が話せる医師リストが留
学生センターのホームページにございます。また、
英語の通訳が必要な場合には、緊急の医療英語通
訳ボランティアという制度もあります。保健管理セン
ター、留学生課、留学生センターにご連絡下さい。

6
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3.2　各種保険への加入をご指導ください。

②アパートを借りる際に、大学生協の学生総合共済の火災
保険への加入をご指導ください。これは、学生宿舎・民間ア
パート等、他人の部屋を借りて生活している者が、家財の火
災・水漏れ・風水害等で加入者の持ち物が損害を受けた場
合、家屋が全焼・全壊したときの臨時費用見舞金、火災や水
漏れ事故を起こし大家さんから損害賠償を請求された場合に
補償する制度です。

保険金は、広島大学後援会の補助により留学生は支払う必
要はありませんので、所定の書類を留学生担当係へ提出し
てください。

この火災共済を利用するには、広大生協に加入出資金2,000
円を出して組合員になる必要があります。この出資金は卒
業・修了・帰国時には返却されます。

7

3:3各種保険への加入をご指導ください。

③自動二輪や自家用車を使用している場合、自賠責
保険はもちろん任意保険への加入もご指導ください。

④「留学生救済者費用保険」があります。これは、特
に留学生が死亡した場合に、遺体を火葬せずに母国
へ運搬する際に有効です。宗教などの理由で、火葬
をしない留学生の場合には、負担が大きいので加入
を勧めております。手続きなどの詳細は、留学生課
にご連絡下さい。

⑤どうしてもお金が必要な場合は、大学が10万円ま
で無利子で貸しております。留学生課で必要な手続
きを取るようにご指導下さい。

8
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4.運転免許の切り替えをご指導ください。

①運転免許の切り替えを行っているか、ご確認ください。

②運転技能検査なしで、切り替えができる国は限られていま
す。たいていの留学生には、学科試験、実技試験、適性試験
が課せられていますので、ご注意下さい。

試験の一部免除特例国(受験又は適性試験のみ)アイスラン
ド・アイルランド・イギリス・イタリア・オランダ・オーストラリア・
ギリシャ・スイス.スウェーデン・スペイン・デンマーク・ドイツ.
ニュージーランド・ノルウェー・フランス・フィンランド・ベル
ギー・ポルトガル.ルクセンブルグ・オーストリア

上記特例国以外の国には、知識確認(10問の学科試験)、技
能確認(実技試験) 、適性試験が課せられます。

5.学内の留学生指導・相談体制を
ご活用ください。

①学内の留学生に対する指導・相談体制をご活用く
ださい。

○留学生センター

○保健管理センター

○各学部・研究科の留学生担当教官

○学部・研究科の事務局

○留学生課

○セクハラ委員会　など

②留学生にも相談体制を認識させ、問題の未然防止
あるいは初期解決を目指さなくてはなりません。

10
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6.日本語クラスをご活用ください。

①少なくとも、日本語で日常会話ができるようにご
指導下さい。確かに、理科系では研究には英語を
使うことが多いようですが(半端に日本語ができるよ
り、英語ができる方がよいという考えも研究の上で
は納得できますが)、日本での生活には、やはり基
本的な日本語能力が必要ですので、 「日本語は必
要ない」という指導はご遠慮下さい。

②留学生の日本語能力を高めるために、留学生セ
ンターの日本語クラスをご活用ください。日本語能
力に合わせてレベル1から5までのさまざまなクラス
があります。

11
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7.各種奨学金制度をご活用ください。

①広島大学には、様々な奨学金制度がありますので、
ご活用ください。

②具体的には、日本政府奨学金制度(国費外国人留
学生)および私費外国人留学生への民間団体等の
奨学金制度があります。ただし、民間団体等の奨学
金は、広島大学に在籍中の人を対象にしていますの
で、外国にいる場合、まだ広島大学に入学していな
い場合は応募することができません。

③奨学金申し込みの窓口は、各学部・研究科等の担
当係となっております。

④入学金免除や授業料免除の利用もご指導下さい。

13

8.留学生の宗教・思想・信条を
ご尊重ください。

①留学生の宗教・思想・信条の自由を尊重し、
それらを侵害する発言や行動をとらないように
お願いします。例えば、イスラム教徒の学生に
対してお酒を強要することなどは控えてくださ
い。

②留学生はさまざまな社会、政治、文化圏か
ら来ております、政治的な発言にもご留意下さ
い。
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9.アルバイトと資格外活動に

関する指導をお願いします。

在留資格が「留学」の場合は、原則として就労活動(アルバイ
ト)をすることはできない。そのため、留学生がアルバイトをす
るためには、資格外活動の許可を受ける必要があります。

①留学生は、学習と研究をEl的に留学してきております。まず、
アルバイトが勉学に支障がないかをご確認ください。

②留学生がアルバイトをする際には、資格外活動許可を得て
いるかをご確認ください。許可の申請は、留学生課が担当して
おりますので、そちらにご照会ください。

③留学生のアルバイト時間が週28時間を超えないようにご指
導ください。

④留学生が法的に禁止されているアルバイトを行わないよう監
視t指導をお願いします。

15

資格外活動の許可

風俗営業又は風俗関連営業が営まれている営業所などでの
アルバイトは、例え皿洗いや清掃業務であっても認められま
せん。

餌　　　%mMm 」liEim関田闇露匡詣
1週につき14時間以内(ただし、広島大学の長期休暇中に
あっては1日8時間以内)

通
み

や
含

演
は

請
人

ヽ
又

蝣
f
t

許可書がないまま、収入や報酬を伴う活動(ただ
な

ません。 )を行った場合は、処罰されることがあります。
手続き(手数料不要)は、広島大学留学生課の職員が、月に

議事拡臓醒紺粛糟繁
を提出してください。

訳などの謝金、小説・論文の賞金などの臨時的
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か ノキユラム と研究 の進 展が

留 学生 の満 足度 を決 める。

T ab te 3 . R e su lts o f D isc ri m in an tS tu de nts ふ く ed ic tin g th e S atisfa ctio n of Intern ation al

V D isc ri m in an t F unari a b les C o e fficien ts も M ah alan o b is'D ista nc e F -v aーue S i巳

Su itab ility o f C u rri c uー 0.79 0 2 .3 8 5 9.37 0 * *

P ro gres s of R es ea rch O .6 12 2 .55 2 5.6 11

A G oo d F ri en d 0 .60 8 2 .54 8 5.70

C ultural A da p ta tio n 0 .60 3 2 .6 0 5 4 .42 8

P a rt-tim e J ob s ー0 .4 4 8 2 .5 7 6 5.06 4

N o te /: * p く.0 5. * * p く.0 1.

N o teZ : n = 2 97 . 12 ca s es n 止of 3 0 9 d id no t a n sw e r th e 'Y f y f 'N o ' qu e stio n of

s atisfa ctia∩-

アル ′{イトと留 学生 の 済足 と

は逆 の予測 となっているe

17

10.留学生の一時帰国・国外旅行届が

提出されているか確認ください。

①一時帰国あるいは国外旅行は、まったく自由というわけで
はありません。指導教官の許可を得たことを証明する「一時
帰国・国外旅行届」を各学部留学生担当係に提出するよう
ご指導ください。

②休暇などで一時的に日本を離れる場合は、出発前に必ず
広島入国管理局で再入国許可を受けなくてはなりません。
また、再入国許可期限が切れると、新たに入国手続きをし
なければならないので、必ず期限内に日本に戻ってこなくて
はなりません。

③特に、奨学金をもらっている留学生は、研究・調査以外の
目的で1ケ月以上日本を離れると、その月の奨学金が支給
されなくなりますので、ご注意下さい。

18
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留学生に関する情報

これらに関する詳しい情報は、留学生センターの
キャンパスライフ・ガイドに記載しておりますので、
ご参照ください。

そのホームページ版は、以下のアドレスです。

Ⅵ∩;vw.iie.hiro shima-

u.ac.jp/center/campus/index.html
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平成14年度

The Year 2002

広島大学学長主催

Hosted by the President of Hiroshima Uni versi ty

広島大学外国人留学生懇親会
Friendship Party for Hiroshima肋iversity International Students

日時:平成14年11月11日(月18:∞-20:∞

Date: 18:00-20:00, Monday, November ll, 2002

場所:ホテルグランヴィア広島4階悠久

Place: Hotel Granvia, Hiroshima; "The Yukyu" (4th Floor)

連絡先(Contact Tel ephone) : 0824-24-6184広島大学留学生課

International Student Division, Hiroshima University
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プログラム

・SSSSmSL

開会(18:00-)

学長挨拶

来賓紹介

来賓代表挨拶

留学生代表挨拶

乾杯

食事・歓談

アトラクション

閉会挨拶

閉会(20:00)

Opening

President s address

Introduction of guests

Guest representatives address

International student s address

Toast

Meal and conversation

Performances

Closing address

Closing

㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥
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アトラクション・プログラム

物w for Performances

1,日本一「祝い太鼓」(呉市在住伊藤邦彦)

Japan - Drums for Celebration performedby Kunihiko /to of伽的′

2.中国人留学生学友会(会長張元)一民族舞踊と歌

chinese International Student Association伽Zha0秒Traditional and ethnic dancing

and singing

広島大学では,中華人民共和国からの留学生が半数近くを占めています。今回は,学友会が4

つのプログラムを用意してくれました(1)中国新羅民族舞踊をYilidanaさん, (2)中国チベット民族歌

謡r青蔵高原」をWu Yen Gao Waさん, (3)ジュ蝣Tイ・オングのr魅せられて」をPiao Hong Me繕ん, (4)

中国の歌「康定情歌」と「夜来香」をWang Jing, Wang Xue, Ge Yi, Zhang, Yi Nan, Xu, Jing Ji, Yang

Huan Huanの6名が歌ってくれます。

Nea巾ha汀of international students at Hiroshima University are斤Tim the People s Repub一ic of

China. The association organized four programs: (1) an Ethnic dance by Yllidana, (2) an ethnic song in

Tibet by Wu Yen Gao Wa (3) Judy Ongu's song `Bing Attracted by Piao Hong Mei sung in both

Japanese and Chinese and (4) two Chinese songs by six Chinese students, Wang Jing, Wang Xue, Ge

Yl, Zhang, Yi Nan, Xu, Jing Ji and Yang Huan Huan..

3.カザフスタンー　映画「タイタニック」のテーマとカザフスタンの伝統曲

Kazakastan- Singing of幼erne fromTrtanic, 'My heart willgo on and aねd'rtional song in

Kazak, Kusni一触'

Zhumadilova, Anara Zhaxybaevna他2名。

休憩Into血ion

(ストリート・パフォーマー「遊技団」 ;山下究,他1名

Busker Tugidan'; Kiwa皿u Yamshita, and one other)
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4.パラグアイー伝統的な民族舞踊

Paraguay一加地JEthnic Dancing

Lizzie Penayo R.さんが.パラグアイの伝統的な民族如酢Guyra Campana」を踊ってくれま

す。この踊りは,くるくる回る動きが特徴です。

Lizzie Penayo R. performs a traditional ethnic dance, `Guyra Campana, meaning `the Bell

Bird. The dance is characterized by its rounded movements.

5.フィリピン-バンプー踊り

The Philippines - Bamboo Dancing

6.ミャンマーー新年の祝いr水のフェスティバル」の歌

Myanm且r -A song血a New Yearをceremony calledも昭由^festival'

美しいマンダレイの町について描いた新年の祝いの歌で,若者達が水をかけあって昨年の不運を

追い払う.

The song is composed about the beauty of Mandalay City and the young people who are

happily tossing water to purify last year's bad luck.

出演者伊erformers): Ms Thidar Htwe Win, Ms Moe Moe Nyein, Ms Kalyar Kyein, Ms Ei Ei

Khin, Ms Sue Lian Htan, Ms Thaw Tar, MsTin New Soe, MsTinTin Khine, MrZaw win,

Mr Thiha, Mr Soe Thein

7.日本一神楽『塵倫』広島県山県群千代田町r八重西神楽団」(団長塚本勝労

sa〝甘d Japanese Music andKagurォDance, 'Jinrin 'by αか血cho 'Yaenishi伽血〃 I

約1800年前の大和時代の頃.身に翼があり,空を自由自在に駆けめぐる悪鬼が異国よ

り九州に攻めて来たとき.第14代仲哀(ちゆうあい)天皇が征伐された物語。舞台の側では.

古事記の神話に登場する「八岐大蛇」(やまたのおろち)が舞う。

This dance is based on a tale斤om the Yamato period (about 1800 years ago). The story

describes a flying devil that came to conquer Kyushu. The14th emperor Chuai chastises

this devil. Beside the stage, the eight-headed dragon described in Kojiki (Record of

Ancient Matters) can be seen circling around.
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教育交流部門

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

堀田泰司

(広島大学留学生センター教育交流部門.助教授)

活動の経緯と目的

広島大学短期交換留学プログラムは、短期留学推進制度の一環として、特に日米文化教育交流会議(カ

ルコン)においてジュニア・イヤー・アブロード・プログラムによる留学生の受け入れを積極的に推進す

るよう勧告されていることもあり、アメリカ合衆国を主たる対象国としながら北米、オセアニア、アジア・

ヨーロッパ諸国の大学(短期学生交流協定校)に在籍する学部学生で、本学に一学期若しくは一学年皮の

短期間留学を希望する者を対象とするもので、特別に「英語による授業細目」を開設することでもって、

本学で教育を受ける機会を提供し、もって学生交流を活性化させ、本学の一層の国際化に資することを目

的とするものである。そのために特に本学では、総合科学と言う観点から特色ある専門的科目や日本・ア

ジア理解を推進する専門的科目を提供し、将来、日本やアジアの事情に通じた人材の育成に貢献するとと

もに、本学の学生の国際感覚の養成と海外留学を活性化することが出来るようなプログラムを提供する。

また、交換留学プログラムを通じて、広島大学の学生を積極的に海外へ派遣し、 2 1世紀の社会に貢献で

きるコミュニケーション能力と国際感覚を身に付けた大学生の要請を目指している。

一昨年からは、こうした交換留学事業がより効率的且つ効果的に行われるよう　UMAP (University

Mobility inAsiaandPacific)事業にも参加し、単位互換制度においてもtW事業が提唱するUCTS (UMAP

Credit Transfer Scheme)を適応している　HUSAプログラムは、国際交流委員会の下部組織である短期

交換留学実施部会によって統轄されており、部会は、合計15名の各学部代表委員並びにその他委員によ

り構成されている。但し、実務的な管理運営にあたっては、留学生センターの教育交流部門並びに留学生

課がその主たる業務を担っている。また、協定校からの留学生の受け入れ、並びに、英語による授業科目

の開講は、各学部が実施している。

I.受け入れプログラムの概要

・受け入れ期間: -学期又は、一学年

・募集人月: 50名

・募集方法:学生交流協定を締結している(締結する)各国の大学に対し募集要項を配布し、
公募する。

・応募資格:

(1)本学との間に学生交流協定を締結している大学の学生または学生交流について双
方が合意した書簡がある大学の学生

(2)原則として自国の大学の正規課程3年次の学部学生(協定校によっては、院生も含
む)

(3)学業成績が優秀で日本留学に熱意を持つ者

(4)非英語圏から応募する学生にあっては英語による授業を履修できるのに必要な英

語力を持つ者

・選考方法:短プロ実施部会において、協定大学の推薦とUMAP学習計画書を参考にしながら、
書類をもって選考する。
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学生の身分と受け入れ方法:学生は、留学生センターで総括しながら、それぞれ専門に応じて
本学の指導教官を定め、各学部で「特別聴講学生」 (広島大学学生交流規程)として受け入れ

る。

授業料等の不徴収:交流協定に基づく、特別聴講学生として受け入れるので、授業料等を徴収
しない。 (なお授業料については、協定の中で「相互不敵収」について合意する必要がある)

カリキュラム:授業科目は、 3つの形態から構成されている. 「特設科目」は、 mSAプログラ

ムの学生のために特別に開設された英語による授業であり、 「常設科目」は、すでに学部で開

設されていたものに、 HUSAプログラムの学生が登録した場合.1英語を交えた授業にするという

条件のついた授業であり、日本人学生と共に履修するものである。第3に「日本語関係科目」

は主に教育学部が開設している日本語・日本事情の科目である。また、授業科目はそれぞれの

学部が開設しているものであり、その統轄は各学部で行われている。以下が2002-2003年度に

開設された授業科目一覧表である。

2002-2003年度(2002年10月　-2003年7月)授業科目一覧

1.特設科目

授 業 科 目 名 単位.数 開講学期 備 考

総合商社論 2 単位 秋学期 総合科学部

アジアの思想と宗教 2 単位 秋学期 文学部

比較教育学 3 単位 秋学期 教育学部

教育課程開発 2 単位 秋学期 教育学部

日本文化 .教育論 2 単位 秋学期 教育学部

日本のスポーツと文化 3 単位 秋学期 育学部

国際理解教育教材開発論 2 単位 秋学期 学校教育学部

地理学演習 2 単位 秋学期 学校教育学部

日本のひびき.普 .敬 2 単位 秋学期 学校教育学部

国際法入門 2 単位 秋学期 法学部

日本経済論 2 単位 . 秋学期 経済学部

日本の金融制度 2 単位 秋学期 経済学部

物質科学への招待 2 単位 秋学期 理学部

日本の農業と農業科学 2 単位 秋学期 生物生産学部

深海生物学概論 2 単位 秋学期 生物生産学部

平和と人権 2 単位 春学期 総合科学部

仏教文献研究 2 単位 春学期 文学部

教科教育学 2 単位 春学期 教育学部

日本の生活 2 単位 春学期 教育学部

開発教育学 2 単位 春学期 教育学部

財政制度研究 2 単位 春学期 経済学部

生命科学入門 2 単位 春学期 理学部

野外巡検 2 単位 春学期 理学部

応用化学 .生体工学概論 2 単位 春学期 工学部

応用微生物学 2 単位 春学期 生物生産学部

特別課題研究 4 単位 秩 .春学期 各学部
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2 . 常設科目

授 業 朴 E 名 単位数 開講学期 備 考

現代演劇映画論 2 単位 秋学期 総合科学部

児童文学論演習 2 単位 秋学期 総合科学部

計算機インターフェース論 2 単位 秋学期 総合科学部

環境科学 2 単位 秋学期 総合科学部

現代社会学演習 2 単位 秋学期 総合科学部

ジェンダー.スタディズ演習 2 単位 秋学期 総合科学部

日本語 . 日本事情B 2 単位 秋学期 総合科学部

日本音楽研究 2 単位 秋学期 教育学部

日英文化比較研究 2 単位 秋学期.. 学校教育学部

地学実験Ⅲ 1単位 秋学期 学校教育学部

生物学実験Ⅲ 2 単位 秋学期 学校教育学部

数学概説B 2 単位 秋学期 理学部

現代演劇 .映画論演習 2 単位 春学期 総合科学部

言語応用論演習A 2 単位 春学期 総合科学部

言語思想論 2 単位 春学期 総合科学部

現代詩論演習 2 単位 春学期 総合科学部

量子力学演習I 2単位 春学期 総合科学部

生体防御学 2 単位 春学期 総合科学部

現代法演習 I 2 単位 春学期 総合科学部

環境科学野外実習A 1 単位 春学期 総合科学部

日本語 . 日本事情A 2 単位 春学期 総合科学部

木材加工Ⅲ 2 単位 春学期 学校教育学部

幾何学Ⅲ 2 単位 春学期 学校教育学部

初等理科教育法Ⅱ P 2 単位 春学期 学校教育学部 .

物性物理学 2 単位 春学期 学校教育学部

英語コミュニケショーン論 2 単位 春学期 学校教育学部

3 . 日本語 .日本事情関係科 F

授業科目名 単位数 開講学期 備 考

日本語 I A 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語 I B 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語 I C 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語 I D 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語ⅢA 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語ⅡB 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語ⅡC 1 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語ⅡD 1 単位 秩 .春学期 留学生センター
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・受け入れ体制の整備: (l)学生福舎(日本人・留学生混住型)を用意するとともに、ホーム
ステイ受け入れ家庭との交流も促進する　(2)日本人学生チューターを事前に配置し、受け

入れ開始と同時に留学生を支援する[3) a本譜学習の補助として日本人学生の会話ハエト
ナーを紹介する　(4)入国時身元保証人としては、各指導教官に依頼しないで、校閲保証(広
島大学)とする。

II. 2002-3年度HUSAプログラム受け入れ状況

2002-3年度は、アメリカ、カナダ、オーストラリア、イギリス、スウェーデン、ドイツ、ポーランド、
ロシア、インドネシア(新規)、タイ、フィリピン、マレーシア、韓国、中国、の22大学(前年度19大学)

から計39名(前年度36名)の留学生を受け入れた。期間は、殆どの学生が1年間の滞在を希望しており、
男女別で見ると男子学生18名、女子学生21名であった。

2002-3年度全協定校と受け入れ実感
大学名

アラバマ大学

ネバダ大学リノ校

ハワイ大学

フロリダ州立大学

ミネソタ大学

メリーランド大学

ランドルフ・メ-コン大学

カルガリー大学
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III. 2002年度mSAプログラム受け入れ活動

申請と選考:2002年度募集要項は、昨年1-2月中に派遣大学へ配布され、 3-4月に各大学

から参加希望者が推薦された。そして、 4月には、本学の選考委員会によって正式決定された。

また、今年度から、 4月受け入れもはじめたため、 1月の段階で2名の受け入れを決定し、その

うち1名が4月に来日した。今年度は、新たに、受入留学生の申請において、 UMAP学習計画書

も申請書類の中に組み込み、選考や奨学金の推薦の参考資料として利用した。また、来年度の

申請をオンライン登録できるように2002年度予算でソフトを開発した。これにより、来年度の

申請者のデータベースは、学生が直接、情報を協定校にいる段階で入力するだけで、自動的に

作成されるようになる。
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渡目前の情報の提供:渡目前のオリエンテーションを兼ねて広島大学及び留学生生活に関する

情報を網羅した英語版の「短期交換留学生用手引き」を各学生に送付した。また、学生の個人

的な質問等には、ホームページによる情報の提供と電子メールやファックスを活用し直接、個々

のケースに対応した。

チューターオリエンテーション:日本人学生チューターに対し、今年度も2回の説明会を行っ

た。第1回目は、チューターとしての全般的な支援活動の内容について説明し、第2回目は、

渡日後1週間の事務手続き並びに寮へ入居するまでの具体的な支援活動についてオリエンテー

ションを行った。

見学・体験学習:短期留学生を対象に毎年10月から11月にかけて、宮島見学、酒祭り見学、

文化交流のための学校訪問、稲刈り体験学習、ホームステイ等の課外活動を実施している。ま

た、 2003年の春学期にも花見、泥んこバレーボール大会に加え、今年度から禅寺での研修プロ

グラムへの参加も計画している。

授業科目の開設状況:短期プログラム用の開設科買数は、毎年、全学から開講され、今年度ち

82 (一般52科目、日本語教育30科目)もの科目が短期留学生の為に開講された。また、今年

度から、特別科目、常設科目、日本語教育科目に加え、日本語上級者が積極的に履修するよう

大学の通常科目の一部も英訳をつけ、我々のパンフレットに掲載した.さらに、今年度からは、

より専P叩勺に履修計画が立てられるよう、今までの学期ごとに区分けされた開講科目リストを

分野別に整理し、紹介した。

履修状況:今年度の履修状況は、過去6年の状況と概ね同様で全員が15単位前後、授業科目

数にして、 7-8教科授業(平均、日本語4-5、その他3科目)を履修している。多くの学生は自

分の専門分野以外の教科にも積極的に参加しているが、日本語の履修の比率の多さは、例年通

り、顕著に現われている。しかし、今年度から日本語教育に関しては、 2学期目(2003年度、

春学期)もプレースメントテストを実施し、本来の実力に即した形で日本語教育科EIを履修さ

せるよう、ある程度の規制を設けた。それにより、今まで全体的に日本語を履修しすぎていた

傾向が是正され、特別科目、短プロ用常設科目、そして、 I-般学生用の通常科目の履修が増加

している。

文化交流支援活動:今年度は、口和町ホームステイプログラム、並びに、新規に開始された忠

海高校主催のホームスティーブログラムへの参加、東広島ホストファミリークラブとの交流会、

クラブ活動への参加の支援等を行って来た。また、当留学生センターの指導部門による国際交

流ボランティア馴鹿を利用し、日本人学生の会話パートナーを短期留学生に紹介している。会

話パートナーとの交流は、留学生の日本人学生との交友関係をより充実したものにしており、

近年では、留学生の精神面での問題は、ほとんど起こっていない。
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IV.　2002-3年度mSA留学生派遣計画

本校の短期留学生派遣は、 2002年度までに既に6回実施されており、また、 2003年度派遣留学生の選

考も既に終えている。昨年より、 1月初旬に応募者の選考試験を行い、 1月中には実施委員会で選考、 2
-5月に受け入れ大学へ推薦という日程で選考・推薦を行っている。以下は、派遣学生の募集に関する資

料の一部を抜粋したものであるO

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

派遣学生の募集について

1　制度の趣旨:
短期交換留学プログラムは、学部生・大学院生が短期学生交流協定等に基づいて母国の大学に在籍し

っっ、派遣先の大学において学習、異文化体験、語学の実地習得等を目的として、概ね1学年以内の1学

期又は、複数学期教育を受けて単位を取得し、研究指導を受ける制度で、平成8度後期から、アメリカ、
カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、マレーシア、タイ、フィリピン、インドネシア、中国、韓

国、ロシア、ポーランド、ドイツ、オラシダ、スウェーデン、イギリスの大学から主として学部学生を短
期交換留学生として招致し、本学の学部学生を各国各協定大学に派遣するという相互交流事業である。こ

の交流事業は派遣先大学において授業料不徴収及び単位互換認定の制度を内容としており平成15年度の

派遣学生を別紙の通り募集します。

2　特徴:

・授業料不徴収
・単位互換制度
・現地コーディネータのアシスタント

・短期交換留学生との留学前の交流と留学後の現地での交流
3.応募資格

平成1 5年4月1日現在において,本学の正規の課程に在持している学生・大学院生

①　学業成績が優秀で,人格等に優れている者

②　派遣先大学での専攻は間わ卑いが,留学の目的及び計画が明確で,海外への留学により・
効果が期待できる者

③　海外での留学期間終了後,再び在籍大学に戻り,学業を継続する者
①　派遣先大学所在国への入国に当たり「留学」に必要な査証の取得が確実な者

4　出願書類:

・派遣申請書(所定の様式)
・留学計画書(所定の様式)

TOEFL成績表(英語能力を応募条件とする大学に留学予定の学生; 530点(CBT1 97点)
以上が望ましい。 )　ただし、英語圏以外で英語能力を応募条件としない大学に留学予定の学生は,
別途行う学内語学試験の成績によるO

・学業成績証明書(大学院生については,学部の学業成績証明書も含むo )

5　出願書類提出締め切り:平成14年11月27日(水)

6　選考:応募条件を満たしている者に対し、留学計画、 TOEFL成績、学業成績及び面接(口述)試験
の結果に基づき選考する。第二希望大学まで選考の対象とする。

7　両接(口述)試験日:平成15年1月7日(火)

8　決定:平成15年2月ごろ協定校へ推薦し、最終決定は協定校の決定によるものとする。
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V. HUSA留学生派遣事業の実績

2002年度の短期交換留学生派遣に関しては、既に22名を推薦し、 16大学へ派達した。また、 2003年度
派遣留学生に関しては、すでに、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、中国、タイ、
イギリス、ドイツの15校へ33名の推薦が決定している。

VI. HUSA留学生派遣事業の活動状況

・広報活動:例年6月に、派遣留学について全学的な説明会を2-3回行なっており、その都度、 「協

定校ガイドブック」や短期交換留学プログラムのパンフレット(日本語版)を配布しているoしか

し、それだけでは、本プログラムの学内における知名度は、以前として低いため、 2002年度は、

情報の発信を活発化させた。特に、多くの派遣留学希望者が、本プログラムの存在を2-3年次で

知り、準備不足のため、選考試験に間に合わない現状を考慮し、受験者に十分な準備期問が与えら

れるようl年生を対象に積極的に情報宣伝活動をおこなった。まず、将来広島大学へ入学を希望す

る高校生対象に本学が実施しているオープンキャンパスにおいて派遣留学に関するビラを参加者

全員(約5000人)に配布し、また、留学説明用デスクを設置し、高校生の質問に直接答えた。さら

に、本学の大学祭では、受け入れ留学生が母校について紹介するデスクを設け、留学に興味のある

学生、地域住民の方達の質問に直接、答えてもらった。

・留学前の情報提供と留学計画の促進:毎年、派遣の決定した本学の学生に対し2度に渡るオリエン

テーションを実施しており、留学に関する一般的な情報と共に、協定校から来ている留学生との交

流の場を提供している。その学生間の交流は留学後も続き、協定校においても継続的な交流活動が

行われている。また、留学前に指導教官並びに学部との単位互換に関する話し合いの場を設ける意

味で、 UMAP学習計画書を4月の第1匝旧のオリエンテ-ションで配布し、留学2-3ケ月前ま

でに、提出するよう要求している。

・夏季語学研修プログラムの促進: 2002年度は、初めて、協定校のサマープログラムに関して`も募

集、選考を行い、釜山大学-2名の学生を派遣した。今後、特に交流数の不均衡が生じている協定

校で、サマープログラムを開講しているものに関しては、その機会を積極的に利用するよう、さら

に募集にも積極的に組み込む計画である。また、 2003年度から学生交流が始まるU SAC

(University Study Abroad Consortium)を利用し、将来的には、授業料不徴収の枠内で、特にイ

タリア、スペイン、フランス、イギリスへ積極的に学生を派遣する計画である。

VII.その他の活動

・協定の締結に向けた交渉:その他の活動としては、新規協定校の開発と協定書締結に向けた交渉が

あげられよう　2002年度は、特に積極的にイギリスの大学との交流の促進を図った　2002年2月

に短期交換留学プログラム部会長と留学生センターの担当教官がイギリスへ行き、シェフイールド

大学、ノッテインガム大学、レスター大学を訪問し、学生交流の可能性について協議した。その結

果、シェフイールド大学とレスター大学との交渉が進展し、学生交流の協定書の締結にまで至った。

実際の交流は、 2003年度の受け入れから始まるが、シェフイールド大学からは、すでに1名の受

け入れが決定している。また、昨年、新規に協定校となった米国、ネバダ大学リノ校が事務局とな
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っているU SAC (University StudyAbroadConsortiu川)への加盟に関する交渉も行い、協定の`

締結とともに、すでに4名の応募が来ている。このコンソーシアム-の参加により、今まで協定を

持っていなかったスペイン、イタリア、フランスをはじめ、南米、アフリカ等への派遣も可能にな

った。また、サマープログラムへの参加も協定に明記されており、授業料不徴収で、広島大学から

多くの学生を世界中の夏季語学研修に送ることが可能となった。

UMAP促進活動:今年度も、その他の大きな活動としては、 UMAP事業に関わる実質的な学内の

業務を開始したことと学外でのUMAP事業の普及活動への積極的参加が上げられよう. tW事業に

おいては、 2000年度から広島大学の短期プログラム実施部会長並びに担当教官がUMAPの国内外の

委員会の委員を努め、その活動の中心的な役割を担ってきた。そうした状況から今年度も国内外で

UMAP事業の普及、広報活動に積極的に参加し、また、広島大学の交換留学プログラムにおいても

UCTSを試行的に導入し、協定校との交渉やERASMUSのガイドラインに沿ったプログラムガイドブ

ックの作成等と行っている。今年度は、特に文部省が主催する全国の国公私立大学、その他高等教

育機関の留学生教育担当部局代表が集う留学生交流研究協議会(参加者延べ約1500人)の全ての

大会において、 UMAP活動の説明と参加の呼びかけを行なった。また、学内の業務では、 2003

年度受け入れ留学生に対し、申請書類の一部としてUMAP学修計画書の提出を要求し、ほとんど

の受け入れ留学生から指導教官、または、プログラムオフィサーの署名入りの計画書が送られてき

た。そして、今回、初めて、その計画書を受け入れ留学生の選考において、参考資料として利用し

た。今後もUh岨P活動をできるだけ業務の中に組み込み有効に活用していく計画である。

国際センター構想に関わる活動: 2004年度からの独立行政法人化に伴い、現在、広島大学では国

際関係の業務の一元化を計り、国際センター設立計画とともに今後の広島大学の国際戦略構想が検

討されている　2002年度は、それらの検討委員会に教育交流部門の教官も参加したo　また、 2002

年度から設置された国際センターの前進となる「国際交流支援室」においても、室員としても参加

している。

主な行事

4月

6月

韓国、.慶北大学国際交流室長他職貝来校。

横浜B]立大学、静岡大学、広島大学で開催された平成14年度留学生交流研究協議会の3大会に
て短期交換留学プログラム担当教官が広島大学の事例を使ってt凡仏P事業の業務内容について具
体的に説明した。

7月　　　ランドルフ・メ-コン大学教授来校。

8月　　　オープンキャンパスで高校生対象に派遣留学の広報活動を実地O

9月　　　ブリティッシュカウンセルの代表者来校

東京大学の短期交換留学プログラム日本語教育担当教官来校

10月　　英国、レスター大学国際交流課職員来校
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11月

2月

3月

大学祭において、国際交流・留学フェアの開催

忠海高校のホームスティーブログラムへの参加

東京大学の短期交換留学プログラム日本語教育担当教官来校

短プロ実施部会長と短プロ担当教官が日本UMAP国内委員会が主催するUMAP事業に関する説明
会で講演した。

短プロ担当教官が広島大学の国際化戦略構想に関する調査のため、イギリスのマンチェスター

大学、リーズ大学、イースト・アングリア大学、そして、米国のイリノイ大学、カリフォルニ

ア大学ロサンゼルス校、スタンフォード大学を訪問した。

慶応大学、早稲田大学、南山大学、甲南大学を訪問し、それぞれの国際センターの活動状況と
大学の国際化について調査を行った。

愛知県立大学と熊本学園大学から講師の方をお招きし、 「日本人学生と外国人留学生を同一ク

ラスで教えるには」をテーマに第1回目の学内の教官を対象としたFD(Faculty Development)
ワークショップを開催した。
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留学生センター講演・討論会

石原淳也

広島大学留学生センターでは2002年11月には名古屋大学の野水教授をお招きし

国際交流について、 2003年3月.には韓国の韓国教員大学より成洛秀教授においでい

ただき、日本語教師の養成についてと二回にわたり講演・討論会を開催した。各回

とも学外、学内より留学生教育に携わる多くの先生方にお集まりいただき、活発な

議論・意見交換の中、様々な知見を得た。

広島大学留学生センター2002年度第一回誇演・討輸会

「国際交流の将来構想」

日時:11月22日(金) (9時～17時)

場所:広島大学教育学部大会議室

<午前の部> (司会:多和田昇一郎)

1)受付(9時～)

2)開会の挨拶.(10時～10時5分)

3)出席者紹介(10時5分～10時15分)

4)講演I (10時15分～11時)

片岡勝子(広島大学留学生センター長)

野水勉(名古屋大学教授)

「名古屋大学における新たな国際交流(学生交流)体制の動き」

(質疑応答)

5)諸演n 11時～12時) グリーク・リークレ(広島大学講師)

「国際教育市場における日本の将来」

(質疑応答)

<午後の部> (司会:堀田泰司)

1)全体討論I (13時30分～15時)

「学外の国際交流について」

○広島大学留学生国際交流ボランティア制度とその実践

(留学生からの体験報告)

○市民の国際交流活動の場から留学生紹介を依頼された場合どのように

対応しているか。

(市民レベルの国際交流・アルバイト・住居)
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2)休憩(15時～15時30分)

3)全体討論n (15時30分～17時)

「学内の国際交流について」 '

○広島大学国際交流ボランティア制度とその実践

(日本人学生からの体験報告)

○日本人学生と留学生の活発な交流をすすめるにはどうすればよいか。

4)閉会の挨拶　　　　　　　浮田三郎(広島大学留学生センター主任)

2002年度第-回広島大学留学生センター講演・肘輪会参加者名辞

(五十音順)

< 辞演者 >

野水 .勉 名古屋大学 留学生センター 教授

グリーク . リークレ 広島大学 留学生センター 講師

< 参加者 >

秋庭 裕子 信州大学 経済学部 冨那帝

石川 雄一 横浜国立大学 留学生センター ft tァ

小川 誉子美 横浜国立大学 留学生センター 助教授

奥村 訓代 高知大学 人文学部 教授

門脇 薫 山口大学 留学生センター 講師

北浜 柴子 大阪大学 留学生センター 助教授

熊野 七絵 国際交流基金 関西国際センター 専門員

隈本 順子 大分大学 教育福祉科学部 教授

栖原 噴 東京大学 留学生センター 教授

宋 晩翼 バンバ ット大学 外国語学部 教授

鎗 照 韓国順天大学校 日語 日文学科 助教授

中西 奉拝 神戸大学 留学生センター 教授

西村 政人 豊橋技術科学大学 工学部 人文 . 社会工学系 助教授

広瀬 幸夫 東京工業大学 . 留学生センター 教授

牧 かずみ 信州大学 医早部 .国際交流室 講師

松井 信行 東京外国語大学 留学生日本語教育センター 教授

道脇 綾子 東京外国語大学 留学生日本語教育センター 教授

< 広島大学 >

金森 貞夫 総合科学部 留学生専門教育教官
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巌淵 陽子 総合科学部 留学生担当係

森元 博夫 工学研究科 留学生専門教育教官

内野 悌司

保健管理センター

助教授

太田 啓子 非常勤講師

佐々木 京子 非常勤講師

片岡 勝子

留学生センター

留学生センター

センター長 .教授

浮田 三郎 教授

. 多和田 直一郎 教授

中川 正弘 教授

深見 兼孝 助教授

田村 泰男 助教授

石原 浮也 講師

中失 礼美 講師

堀田 泰司 助教授

茅本 百合子 非常勤講師

近藤 基隆 非常勤講師

広島大学留学生センター2002年度第二回許演・討論会

「日本語教師養成の態様」

一言語教育を多角的に考える-

日時:2003年3月28日(金) (9時～16時30分)

場所:広島大学教育学部第一会議室

<午前の部> (司会:多和田鼻一郎)

1)受付(9時～)

2)開会の挨拶(10時～10時5分) 片岡勝子(広島大学留学生センター長)

3)出席者紹介(10時5分～10時15分)

4)講演(10時15分～12時)　　成洛秀(韓国教員大学教授)

「韓国における日本語教師養成課程について一韓国教員大学付設総合教員研修院

日本語教師養成課程を中心に-」

(質疑応答)
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<午後の部> (司会:堀田泰司)

1)全体討論I (13時30分～14時45分)

「日本における日本語教師養成について」

2)休憩(14時45分～15時00分)

3)全体討論n (15時00分～16時30分)

「外国における日本語教師養成について」

4)閉会の挨拶　　浮田三郎(広島大学留学生センター主任)

2002年度第2回広島大学留学生センター謙演・封開会参加者名辞

(五十音順)

< 醗済者 >

成 洛秀 韓国教員大学 教授

< 参加 者 >

飯田 史也 福岡教育大学 教育学部第 4 部 助教授

池田 伸子 立教大学 経済学部 教授

大城 朋子 沖縄国際大学 総合文化学部 助教授

岡 益巳 岡山大学 留学生セ.ンター 教授

小川 誉子美 横浜国立大学 留学生センター 助教授

奥村 訓代 高知大学 人文学部 教授

金田 智子 国立国語研究所 研究員

上使 厚 信州大学 留学生センター 教授

亀高 鉄雄 岡山大学 留学生センター 教授

斉藤 美智子 岡山大学 留学生センター 教授

関 道子 北海道大学 留学生センター 教授

田崎 敦子 東京農工大学 留学生センダー 助教授

田畑 千秋 大分大学 教育福祉科学部 教授

中川 良雄 京都外国語大学 教授

中西 泰洋 神戸大学 留学生センター 教授

難波 康治 大阪大学 留学生センター 助教授

平揮 洋一 城西大学短期大学部 教授

保崎 則雄 早稲 田大学 人間科学部 教授

松井 信行 東京外国語大学 留学生 日本語教育セ ンター 教授

道脇 綾子 東京外国語大学 留学生 日本語教育セ ンター 教授

八木 恵子 埼玉大学 留学生センタI 教授
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< 広島大学>

縫部 義憲 教育学研究科 教授

水町 伊佐男 . 教育学研究科 教授

片岡 勝子

留学生センター

留学生センター

センター長 .教授

浮田 三郎 教授

多和田 鼻一郎 教授

中川 正弘 教授

深見 兼孝 助教授 こ

田村 泰男 助教授

石原 浮也 講師

玉岡 賀津雄 教授

中失 礼美 講師

堀田 泰司 助教授
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